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　ガイゼルリッツ皇国の首都、皇都アウガスティア。

　大陸中央から北部にかけて広がる広大な平原の中央部に位置するそこは、皇国のまさに中心部だ。

　南に広がるセムレス湖から流れ出る北と西への河川は、片方は北方平原の水源ナライム運河に、片方は西方フェルン地方の大河エッツァーとなる。

　北方平原と西方フェルン、そして東方諸国と南方内海諸国の交通の要衝でもあるこの大陸中央地方は、古くから栄えてきた。

　特に近年、『門』発生からの隆盛は特筆に値する。

　フェルン地方こそ広大な食糧庫としてあるが、その他の地方は山岳などが多く版図の広さに比してガイゼルリッツ王国の国力はさほどではなかった。

　しかし門の中の秘宝や秘術をいち早く取り入れることで、飛躍的に伸張し始めたのだ。

　そもそも、今では北方平原の水源であるナライム運河であるが、ほんの数年前には存在すらしていなかった。

　長大なナライム運河を生み出したのが門の中の秘術であり、それがほんの10日程度で作り上げられたという事実。

　特に中央部と北方山脈を隔てていたフーラント山脈の一部を文字通り『切りとった』経路は、一夜にして為されたのだ。

　これにより広大なれど水源に乏しかった北方平原が、肥沃な農地に変わったのは余りにも大きい変化であった。

　軍事面においてもそれは顕著だ。

　門の中の技術の有無は、根本的な兵の装備や戦術戦略そして兵站において決定的な差となって表れたのだ。

　門発生から10年程度の間に、東方の都市国家４つと南方内海沿いの都市国家３つ、更には近東大陸への足掛かりである陸峡地域の交易都市を支配下に置いたのである。

　恐るべき拡張速度であり、それは今も続いている。

　頑迷に抵抗を続けていた東方４国同盟が、皇王自ら率いた東方親征にて制圧されたのだ。

　その期間実に二か月。

　恐るべき早さで、皇国と皇王の名声と威光は、大陸全土に響き渡ったのである。







　ワァァァァァァァ！　ワァァァァァァァ！




　華の皇都は歓喜に満ちていた。

　多くの民が、中央路の両脇に詰め寄せ、歓声を上げる。

　中央路を行くのは、凱旋する親征軍。

　長らく抵抗を続けていた東方４国同盟を討ち果たし、大陸北西部の統一を成し遂げた彼らを、都民は羨望の瞳で見つめる。

　一兵卒まで輝く鎧を身に着け、一糸乱れぬ行軍は皇国の民にとっての誇りだ。

　見よ、先発の兵に続くのは、鋼の馬車ではないか。

　いかなる荒れ地さえ踏破しうるであろう魔像馬が曳く車には、いかなる城門だろうと打ち破るであろう破城槌らしき兵器が据えられている。




　その上空を通り過ぎたのは、飛行騎獣の編隊だ。

　様々な種類の空飛ぶ騎士たちが、栄光を誇示するように皇都上空を飛び交い続ける。

　そしていよいよ、親征軍の本隊が中央路を進み始めた。

　皇国正騎士団、魔法兵団、治癒兵団。

　それぞれが見た事もないような、そして素人目にも強大な力を秘めた鎧や装備に身を包んだ、皇国の誇る剣たち。

　彼らが跨る騎馬や騎獣も、伝説に語られるような幻獣だ。

　行軍の合間には、今回の親征で得られた戦利品を載せた馬車が行く。

　しかし、金銀財宝などより力を放つ騎士たちの装備品のがより価値あるように見えてしまうのは聊いささか難点であろうか？

　都民がうっすらそう思うほどに、騎士たちの装備は素晴らしかった。




　だがそれもすべて前座であった。

　近衛騎士団、親衛騎士団を周囲に置く、皇王その人がやって来たのだ。

　その姿を目にした都民は、一瞬言葉を失う。

　皇王その人が座するのは、豪華絢爛たる玉座を思わせる車。

　曳くのが竜であるならば、アレは竜車とでも呼ぶべきだろうか？

　だがそれも、皇王その人に比べればすべてが見劣りする。

　内から輝くような威光、一目したら決して忘れられぬ美貌、そして溢れんばかりの武威。

　配下の騎士の誰でもなく、騎士団を預かる将軍たちでもなく、皇国最強とは皇王を指す。

　竜車の後に続くモノがそれを証明している。

　東方４国同盟の切り札であった、かの地の門の中で見つかったであろう幻獣や魔像、そして戦士たちが、鎖に繫がれ引き回されているのだ。

　それは、これら強大なる者たちを、皇王自ら打ち破り従えた証。

　都民の歓声は再び、爆発的に広がった。




　皇国万歳！　皇王万歳！　大いなるガイゼルリッツに栄えあれ！




　大いなる繁栄。この数百年久しくなかった、大陸北西部の統一。

　皇国の栄光の形がここにあった。

　……ただ一つ。

　栄光の中心である皇王その人の瞳。

　大陸北西部の覇者となった者の眼は、周囲の栄光とは裏腹な色を湛えていた。




　華やかな戦勝パレードの行く中央路から外れた商家区画。

　ここでは、既に別の戦いが始まっていた。

　戦争とは際限ない浪費であり、莫大な金が動くもの。

　それは騎士たちと同様に商人たちにも争いを引き起こす。

　それは戦場の勝敗で一旦のキリがつく騎士たちの戦いに比べ、終わりの見えない戦場と言えた。

　戦前の準備以前から状況を先読みし、物資の調達から荷運び人の手配に始まり、戦時中はどうしたって不足する物資の調達先をやりくりし、戦後は戦利品の買取や祝賀用の物資の確保。

　更には次に予想される戦争を見据えての布石など、為すべきことは多い。

　特に今の皇国ほどの巨大化した国家では、一人の商人ですべて賄うなど不可能。

　そこに商機を見出し、皇都に集まる商人商家は溢れんばかりだ。

　特に今は『門』の中の秘宝秘術こそ目玉。

　皇国は名目上全ての門を国が一括して管理すると法で定めたが、いつどこで発生するかもわからない門をすべて把握するのは不可能だ。

　必然、皇国の知らぬ『門』も生まれ、その中の秘宝秘術が世に零れる。

　そこをうまく手にし、皇国に献上したならば、商家として一気にのし上がることも可能なのだ。

　特に昨今急激に勢力を伸ばしているのが、グラメシェル商会だ。

　市場に流れていた強大な門の中の武具を買いあさり、皇国に献上したことから政商としての地位を確保したグラメシェル商会は、今も継続的に皇国へ門の中の物品を献上し続け、多大な褒賞を得続けている。

　その献上量は膨大で、グラメシェル商会そのものが『門』そのものを抱えているのではないかと疑われるほど。

　しかし疑った商会が調べんとするも、グラメシェル商会が献上した物品は確かにかつて市場に流れていたものばかりと判明し、それらの疑惑は否定されることとなったのだった。

　そして一つの成功例は、さらなる欲望を煽る。

　かくして皇都は溢れんばかりの富そのもので斬りあう戦場ともなったのである。







　栄光を謳歌する皇国の象徴である皇城。

　ここは、華やかなる皇都の光の中心であり、諸侯や法衣貴族の舞台であった。

　煌びやかな衣装をまとう貴族たちの政治の場。

　年に数度行われる諸侯会議の場であり、御前会議の場でもある。

　戦勝パレードに沸く都民の歓声が遠く聞こえる中、そこに住まうモノたちは声を潜めていた。

「無事陛下は戦を終えられた。大陸北西の統一に、フェルンは関われなかった。予定通りだ」

「これで、やつの勢いも抑えられるだろう。クラネル侯爵の軍も軍功多大なると聞いている」

「だが陛下のお力無しではポルニア王国を落とせなんだ。配下の兵のみで２国落としたフェルンと比するにはいささか足らぬのではないか？」

「親征に参加させなかった事でやつの発言力は減ずるだろう。ナスルロンの連中に働きかけた甲斐はあったな」

　貴族間の闇は深い。いずれかが頭角を現せば、追従するものや対抗するものが必然的に現れる。

　これもまたその形の一つ。

　ナスルロン諸侯のフェルン地方侵攻は、確かにホッゴネル伯爵の主導の下行われたが、連合軍の体を取る以上、一伯爵のみで軍は動かせない。

　ある程度の諸侯の協力が無ければ成立しないのだ。

「御前会議ではそこを更に突く。都合よく面白い話も手に入れている。上手く行けばしばらく奴を領地に閉じ込めておけるだろう」

「来たる近東侵攻の武勲に権益は我らの閥主導に出来ると？」

「まだわからぬがな。追い詰め過ぎても不味い。北部からの糧りよう秣まつが見込めるようになったとて、軍を動かすならばフェルンから仕入れねばならぬからな」

「まったく、軍功など立てずに糧秣だけ支給して居ればよいものをのう」

「いやいや、フェルンの軍は精強であるからな？　皇国の切り札として普段は重石となってもらうべきであろうさ」

「はっはっは！　いやまさにその通りですなあ」

　声潜め巡らす策謀は、泥沼めいて粘ばりつくようで。

　同時に、似たような策謀が、声潜める者たちにも向けられてもいる。




　蠱毒の如き利権と欲と嫉妬と功名心がうねる場。

　それこそが皇城であった。
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　そして更に深く。

　どことも知れぬ深き闇の中では、別のモノが潜んでいた。

　他に誰も居ない中、それでも誰かに謡うかのように。

「ああ、いつ来てもここは良いですねぇ。欲が、渇望が、情動が溢れている。だからこそ、ここにいるのでしょう。ワタクシたちのお仲間が」

　暗き闇の中、そのモノは機嫌よく踊り、謡う。

　そのふるまいは王に侍る道化のよう。

　道化とは、王を嘲る者だ。

　絶対の権力を持つ者さえ嘲るようなその様は、愚かであるがゆえ為せるもの。

　しかし、この闇の中で踊る道化は違う。

　全てを知るがゆえに、嘲り、躍る。

　観客が居ない独演の様に。

「ワタクシたちは、衝動に引き寄せられる。それは必然。ワタクシも、コレも。なればこそ、この地にも、必ず。何しろ、この地は今最も欲の集まる地、そして時なのですから！」

　虚空に躍らせる指に輝くのは、赤黒い輝きを宿す一つの指輪だ。

　かつて皇国南方のとある領主の指を飾っていたそれは、羨望ビグラージとの名を冠している。

　その輝きは、かつて領主の手にあった頃に比べ、幾分陰りの色があった。

　まるで、道化の様子を窺うかのように、もしくはかつてあった意思が消えうせたかのように。

　そんな指輪の様子を顧みることなく、道化は踊る。

「ああ、います、いますよ。貪欲アバースが。久しいですねぇ。とはいえ、この溢れんばかりの欲のうねりの中、アレを見つけ出すのは聊か手間と言うモノ。ワタクシめが赴いても、アレが大人しくこの手に収まってくれるかと言えば難しいでしょうし、さて……」

　迷うような素振りも、どこか演劇じみているが、それはある意味の必然。

　今の皇国は、道化が差配した舞台のような物だ。

　皇国の民、そして異邦からの者達、全てが観客にして役者の大舞台。

　個々の役者が多少筋道を外れたところで、舞台は流れるように進行を続けている。

　しかし、躍る道化の声色には懸念の色があった。

　皇都に潜む獣の気配。それは欲を喰らい欲と共に肥大する、滅びの獣の中にあって特に強大になり得る存在。

　道化の如く振る舞いながら、同時に他者を同列に扱わぬこのモノにとっても、油断ならぬモノ。

　要らぬアドリブを入れる役者は、時に舞台を壊すものだ。

　だからこそ、道化は種をまいた。

　力持つ者にしてこの地に招かれた者。

　万魔を従えるあの少年を、この地──皇都へと導く布石を。

　皇国西方の獣の在り処はすべて明らかになり、用済みになった仮初の身体に添えた手掛かりは、必ずかの者をこの地へと導くだろう。

「ああ、偉大なる万魔殿の主殿。アナタは必ずここへとやってくる。その時こそ、貪欲アバースは動くでしょう！　やはりアナタこそワタクシめにとっても救いの主！　では今しばらくアナタをお待ちしましょう。心より、お待ちしております……」

　観客のいない闇の中での独演は、静かに幕を下ろす。




　闇の中の声は消える。

　まるで、何もなかったかのように。
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「ゼヌートに、皇都から使者が来たみたいです。例の御前会議が開催されるそうですよ」

　ユニオンルームに揃った同盟メンバーに、僕はそう切り出した。

　あのナスルロン連合軍のフェルン地方侵攻からおよそ三か月。

　中央の執り成しによる停戦と言う体を取った決着から、ずいぶん時間が経ったことになる。




　その間、色々状況は動いていた。

　フェルン侯爵の元で将軍となったゼルグス──ゼルと入れ替わった上位鏡魔ドツペルゲンガーは、順調に領内で足場を固めて、僕達に有益な情報をもたらし続けている。

　他にも、有形無形の情報網を、皇国西部全域に張り巡らせる所まで来ていた。

　皇国に動向を知られているアルベルトさんやライリーさんを僕らの同盟に招いた以上、ある程度皇国に関わらなければいけない。

　その判断にはどんな情報も必要だと思ったからだ。

　同時に、敗軍の捕虜扱いのライリーさんの待遇をよくするために、色々と動きもした。

　そして、他にも僕らと同じようなアナザーアースの『プレイヤー』を探して保護や仲間として招き入れようとしていた。

　もっとも、残念というべきか良かったと言うべきか、アルベルトさんやライリーさん以外に見つけられたのは、一人だけだったけれども。




　そんな風に過ごしていた中にもたらされたのが、皇国の御前会議の報せだった。




「ってことは、皇王の親征は終わったって事か？」

「ええ、東方諸国で皇国に抵抗していた主要４国を、たった二か月で全て征服したそうです」

「早いなぁオイ。国力に差があり過ぎだろ」

　あの戦いで同盟に加わったアルベルトさんやライリーさんも今ではすっかり馴染んでいる。

　そういえば、ライリーさんは実はいろいろと複雑な状況にあった。

　フェルン地方に侵攻したナスルロン地方の諸侯連合軍の主力は、ライリーさんの作り出した爆榴鎧兵だった。

　実際フェルン側の砦をいくつも爆榴鎧兵が落としていたわけで、先の紛争のフェルン側の被害はほぼライリーさんが生み出した戦力によるものだと言える。

　つまり、責任問題の中心にあるわけだ。

　一応、爆榴鎧兵に攻撃の指示をしたのはホッゴネル伯爵だったので、『殺人に使われたナイフを打った鍛冶屋を訴える』ような事態にはならないはず。

　しかし皇国の司法がそこを加味するかは何とも言えないところだ。

　フェルン側としては、異形と化したホッゴネル伯爵を止めた功労者がライリーさんであることは把握している。

　その上で食客であるアルベルトさんが監視兼保護をしていることで抑止されていると判断しているようだ。

　とはいえ、それらは御前会議の方針によって幾らでも変わってしまうだろう。

　そこで念のために、ゼルグスや傭兵としての僕達で行ったように、ライリーさんとメルティさんも上位鏡魔ドツペルゲンガーと入れ替わってもらっている。

　一応僕ら『プレイヤー』は死んでも蘇生方法があるものの、万が一という事もあるからだ。

　とはいえ、御前会議となると話は違ってくる。

「ナスルロンの侵攻の裁定が御前会議とやらで決まるとなると、オレっち本人が行かないといかんのだろうなぁ」

「ええ、それは仕方ないかと。同時に、アルベルトさんやゼルグスも行くことになるでしょうね」

「御前会議って、◯ＨＫで中継されていた国会みたいなやつなんだよな？　うへぇ、気が重いぜ」

　上位鏡魔ドツペルゲンガーでの入れ替わりは、こちらの世界の人々では凡そ見破るのは困難だ。

　しかし、アルベルトさんを食客として抱えたフェルン侯の前例もある。

　皇国の中央が同様に僕達のような『プレイヤー』を抱えている可能性は高いだろう。

　となると、ある種の称号構成の『プレイヤー』には、入れ替わりがバレる可能性もある。

　容疑者として見られる立場では、注目される可能性も高いだろうからだ。

　同時にゼルとアルベルトさんも戦争当事者として、そしてフェルン侯爵の側近として皇都に出向く必要があった。

　とはいえ、アルベルトさんはまだ気楽な立ち位置だろう。

「アルベルトさんは食客扱いですし、発言を求められることはほとんどないと思いますよ？　ライリーさんの暴発を抑える役目としての同席位かと」

「オレっちはメルティにどうこうされない限り暴発なんぞせんが、貴族連中はそんなこと知らんだろうしなぁ」

「おそらく、僕達をどう扱っていいのか分からないという面もあるのでしょうね」

『門』の中の異邦者の扱いについては、この数か月調べた範囲で幾つか分かった事がある。

　近年までに見つかった門の中には、『プレイヤー』がそもそも見つかっていなかったらしい。

　これまで門の中にいたのは、どうもマイルームに配置されたＮＰＣやモンスターばかりだというのが、フェルン侯の内情を通じて得られた情報になる。

　つまり『プレイヤー』の出現は、僕達が現れた時期から始まったモノであり、更にかなり希少な事例だと分かってきたのだ。

　門自体の発生は皇国のほかの地方でも、そして他国でも見られているのに、『プレイヤー』の発見事例は極端に少ない。

　それはそもそも『プレイヤー』が来ていないのか、それとも門を早々に閉ざしているのか、それすらも分からないのだ。

　ただ、アルベルトさんを食客として招いたフェルン侯や、ライリーさんを抱えたホッゴネル伯のような表に出す方向では無く、密かに抱える方向で貴族たちが動いていた場合、情報が秘匿されていただけという可能性は高い。

　何しろ、『プレイヤー』の称号構成によっては、この世界の諜報員から自分を隠蔽するなど容易いからだ。

　僕のような魔術師やテイマーメインの称号構成でさえ、今に至るまで皇国に存在を隠蔽できてきたのがその証。

　そのせいか僕らも『プレイヤー』を見つけられていないのだけど。




　明確に分かっているのは、この場に居る同盟メンバーと、そしてもう一人、この三か月で新たに加わったメンバーだ。

「それはまた大変ねぇ。アタシはついて行っても役に立てないし留守番しているけど、行く子たちは気を付けるんだよ？」

「任せてくれよ、オタマさん！」

「アルちゃんはそそっかしいから、心配なんだけどねえ」

「そんなことは、ない……と、思う」

　丘人種ヒラーの幼い見た目とは裏腹の、世話焼きな女将さんのような言動の彼女は、オタマ・ナタマさん。

　以前から話に上がっていた、フェルン領の農村部に出現した『門』の中、広大な農村系マイフィールドの主である農家系の生産称号をメインとする『プレイヤー』だ。

　前回の戦争以後、機会を見計らって接触したところ、快く同盟に加わってもらう事ができた。

　本人が言うとおり、アバターとしての戦闘能力は低いのだが、広大なマイフィールドを農村特化にしているだけに生産能力は高かった。

　農作物は僕やホーリィさんの所のマイフィールドでも安定して収穫できるが、リアルでも農業をたしなんでいたというオタマさんの所の作物は品質が高いのだ。

　現状では関屋さんと同じく後方支援をお願いしている。

「会議自体には参加できませんが、僕らも皇都に別ルートで向かいますよ。サポートは必要でしょうし」

「今一番栄えている都って、見てみたかったのよね～」

　皇都へ物資を移送する商人の護衛という名目で、僕のパーティーのメンバーとホーリィさんも皇都入りする。

　目的は、主に情報収集だ。




　この近辺の国々で最も栄えている皇国の首都。

　そこには、僕が張り巡らせている情報網も届いていない。

　あくまで一地方の中心でしかないフェルン領でも多くの情報を仕入れられた以上、皇都なら更なる情報が得られるはずだ。

　同時に、それ以外にも大きな目的がある。

　その為にも、皇都に行くのは不可欠だった。

　実のところ、最近色々と経験を積んだ人化も得意な悪魔系モンスター達に、そういった情報収集を任せると言う手はある。

　しかし、僕自身皇都には興味がある。

　直接行く必要はないのかもしれないけれど、ホーリィさんが言うように直接目にしたいのだった。




　同行する商人は、僕らの同盟メンバーのマイフィールド内のＮＰＣ達だ。

　先のマイフィールドの確認時に気付いた事例は予想通りだった。

　つまり召喚魔法を介さずに、『門』を自らくぐったＮＰＣやモンスターには召喚コストも維持コストも必要ないのだ。

　これにより僕らの同盟は、かなり手札が増えたことになった。

　ＮＰＣは素性を探られにくい行商人として、人化などができるモンスターはその護衛として、各地の情報を集めてもらっている。

　商業都市のガーゼルである程度地盤を築いていたのも、行商人の立ち位置を確保するのに有効だった。

「留守は任せろ。代わりにうちの商人の面倒はしっかり見てくれよ？」

「ええ、それはもちろん」

「……あ～、俺の相棒の事も、宜しく頼むな？」

「ええ、それももちろん」

　少々心配顔のアルベルトさんの隣には、赤と金の中間のような色合いの髪をなびかせる美少女がいた。

「なんだ我が友。我がこれらの面倒を見てやるのだぞ？」

「戦力としてはともかく、人間サイズだと色々まだ慣れてないだろ？」

「うむぅ、それはそうだが」

「……元を知っているとギャップに眩暈がするな。まぁうちが提供した人化の護符の効果が確かってことでもあるんだが」

　そうこの美少女は、アルベルトさんの相棒の竜王ヴァレアスだ。

　関屋さん提供の人化の護符で、このような美少女の姿になっている。

　今回の皇都行きではフェルン側の判断として、彼女の元の姿では威圧感があり過ぎると、同行出来なくなったのだ。

　とはいえヴァレアスさんも相方が心配であり、人化の護符で偽装してついてくることになったのだ。

　アリバイとして、アルベルトさんのマイルームに元の姿で眠る幻を配置してある。

　リムの配下の夢魔も詰めさせているので、余程の事がない限り偽装がバレる事はないだろう。

　ヴァレアスさんは、ＮＰＣの商人たちの娘という名目にしてある。

「まぁ、道中ヴァレアスさんの手を煩わせる事も無いでしょう。皇都まではエッツァーを遡る船旅ですし、川沿いの治安は良いと聞きますから」

「どうだかなぁ……中央の貴族はフェルンへのやっかみが強いとも聞くぜ？」

「河賊じみたやり方で商人を襲うってこと～？」

「あり得ない話じゃないってこった」

　一応、それらしき噂は聞かないでもない。

　フェルン侯は皇国諸侯の中でも特に力を増している。

　それを危惧して妨害しようとする勢力があっても不思議じゃない。

「面倒だ。そのような者たち、我が全て打ち滅ぼしてもよいのだぞ？」

　ヴァレアスさんが無茶を言うが、僕は同盟のリーダーとして首を振る。

「可能かで言えば出来るでしょうし、召喚なしでモンスターを外に出せる以上、外の世界の殆どを武力で征服するのだって、多分簡単です。でも駄目です」

「何故だ？　征服したなら、お前達もわが友も好きにできるだろう？」

「いや、難しいですよ。仮に征服して支配は出来ても、統治が出来ませんし……」




　正直なところ、ヴァレアスさんの案を考えなかったわけじゃない。

　召喚コスト無しに門を通ってマイフィールド内のモンスターが外に出られるということは、強大な力を持つ七大魔王や七曜の神々さえ外に出て力を振るえるということだ。

　そうなれば、世界全てを手にすることさえ出来るだろう。

　支配にしても、マイフィールド内の町を任せているようなＮＰＣの力を借りれば、ある程度可能だとも思う。

　だけどそれは、長期的に見れば負荷が高すぎるし、むしろ僕らを縛る鎖になると思う。

「僕達が今自由に動けているのは、存在を極力隠しているからです。力を示してしまったアルベルトさんやライリーさんそれにゼルは、領主などとどうしても関わらなくてはいけなくなった。それは上に置くのも下に置くのも大して変わらないんですよ」

　一度力を示してしまうと、縁は結ばれて、権力の重力に縛られる。

　それは自由に立ち回るためには邪魔になると思う。

「どうして僕達がここにいるのか？　情報収集にしても結局そこに至ります。その上で、僕達が生きていく道を決めていくんです。もし情報を集めた末に外の世界の支配が必要になったのなら、それから手掛ければ良いと思いますし」

　僕の物言いに、同盟の皆は苦笑交じりだ。

「やれやれ、うちの同盟のリーダーは自信家だねぇ。世界征服を簡単に言いやがった」

「表向きは慎重っぽいのに、根っこはコレだからな。付き合っていくのも大変だ」

「俺は良いと思うぜ！」

「やっくんは、それでいいと思うよぉ？」

　その中でただ一人、オタマさんは僕を微笑みながら見つめていた。

　うん、まだ彼女と顔を合わせた時に判った事は、まだ皆に言うつもりはない。

　僕自身、飲み込み切れていないから。

　だから、オタマさんも皆には明かさないでいてくれる。

　本当にありがたい。

　僕達が、元の世界で命を落としている可能性が高いだなんて。

　もっとハッキリと明言できるようになるまで、言えるはずもなかった。
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　オタマさんと出会ったのは、マイフィールド巡りをしたしばらく後の事だった。

　前々からフェルン領のとある農村に出現した『門』の存在は知っていたが、ナスルロンの侵攻もあって後回しになっていた。

　紛争からしばらくたって、状況も落ち着いたところで、会いに行くことにしたのだ。

　既に面識のあるアルベルトさんに事前に話を通してもらっていたので、邂逅はスムーズだった。

　ゼルグスの働きかけもあり、アルベルトさんがオタマさんのマイフィールドへの連絡をするのに同行できたのもある。

「初めまして、オタマさん。僕は夜光。アルベルトさんが所属することになった同盟のリーダーをしています」

「あらあらいらっしゃい。アルちゃんから話はきいているわよ？　アタシはオタマ・ナタマっていうの。よろしくね？」

「アルちゃんは止めてくれよ……」

　彼女のマイフィールドの中の農村、その村長宅らしき建物の応接間で、僕達は歓待を受けていた。

　……何というか、このオタマさんのマイフィールドは、西洋の牧歌的な村落と言う色が強い。

　温かみがあると言うか、何と言うか。

　用意してくれたお茶も香りや味が素晴らしく、あっという間に気に入ってしまった。

「お茶、美味しいですね」

「ありがとねぇ。これ、あの丘の向こうで作っているのよ」

「自家製なのかよ、これ」

　自家製で発酵させたというお茶は、製法からして紅茶に分類されるようだった。

　更に手製のクッキーでもてなされた僕達は、一時のお茶会を楽しんだ。

　クッキーも絶品で、これはこれで楽しいひと時だったのだけれど、お茶会をする目的でオタマさんに会いに来たわけじゃない。

　雑談が一通り終わった後に、僕は本題を切り出した。

「……さて、そろそろ本題に入ろうと思います。オタマさん。貴女もうちの同盟に所属しませんか？」

「同盟？　それはまたどうして？」

　そう、オタマさんに同盟への勧誘をしたのだ。




　今更だけれど、僕達の同盟『迷子達ロスト・チルドレン』は、『プレイヤー』間の相互連携をとる為のものだ。

　同盟作成当時、余りにも情報が少なすぎることから行動方針すら無かったけれど、最近では情報収集と『プレイヤー』の勧誘という二つの大目標で動いている。

　特にそれが決定的になったのが、先のナスルロンの侵攻だ。

　大きな力を持つ『プレイヤー』が、外の世界で無暗に力を振るえばどうなるか。

　ナスルロン連合軍の主力がフェルンの中心部まで侵攻できた理由は、ライリーさんの作り出した爆榴鎧兵であった。

　またアルベルトさんとヴァレアスさんのコンビもフェルン側の中心戦力となったことを考えると、『プレイヤー』は外の世界では力が大きすぎるのだ。

　そして大きな力を知った外の世界の人々がどういう行動をするか。

　少なくとも、様々な情報を集めるのに適した状況にはならないように思えたのだ。

　だから、出会える範囲の『プレイヤー』には、外への干渉を最低限にするように働きかけたい。

　アルベルトさん達に関してはもう仕方ないとしてもだ。




　アルベルトさんのように門の中がマイルーム程度の規模の場合、外への干渉を抑えようにも不便だということも理解できる。

　そこを僕らの同盟に加入してもらえば、僕らのマイフィールドを活用するなどして不便さを解消できるという思惑もあった。

　オタマさんはあまり積極的に外に出る意思は無いらしいと聞いているし、農村型のマイフィールドなら外への干渉を抑えて自給自足できているようにも見える。

　とはいえ農業偏重なのは確かなので、関屋さんの商店街や僕のマイフィールドと交流できるようになるのは、彼女にとってもメリットになると思う。




　僕は、これらの考えを、包み隠さずにオタマさんに伝えた。

「ふ～ん、色々考えているのねえ。若いのに偉いわあ」

「……いえ、僕のこの姿はアバターで、一応中身は成人していまして」

「えっ、そうなのかよ!?　俺はてっきり……」

　僕のアバターが小さいのは今更だ。

　リアルの無駄に大きくて不便さをいつも感じていた身体よりもよほど気に入っているのは確か。

　とはいえ、小さい身体も色々大変だというのは最近身に染みている。

　ガーゼルなどで情報収集に傭兵仕事をしていると、どうしても侮られる面はある。

　魔法を使って見せれば荒くれの傭兵も押し黙るのだけれど。




　あとは、僕の配下であるはずのＮＰＣからの扱いだろうか。

　ある種の嗜好の持ち主らしいＮＰＣやモンスターから、その、何というか、獲物を見る目で見られている時があるのだ。

　信頼を置いているパーティーメンバーである三人のモンスター娘からも、たまにそれらしき視線を感じて、正直に言えば少々怖くもある。

　添い寝係などという謎の役職が生まれているし、好意もあるのだろうけど、リアルではそういう言い寄られるような経験はないから、正直どう対応してよいのやら。

　自分の好みを煮詰めた様な彼女達に、本気で迫られたら抵抗する気が起きるかどうかも怪しいのだ。

　というか、位階差で抵抗すら出来ない気がする。

　寄って集って貪られた挙げ句に、ぼろ雑巾みたいになる想像しか浮かばない。

　……いや、それは横に置こう。ちょっと良いかもと思ってしまうあたり、色々と不味い。




　それはともかく、僕の話を一通り聞いたオタマさんは、やがて頷いてくれた。

「いいわ。先に入ったアルちゃんも居るし、その同盟に入るわ」

「ありがとうございます。オタマさん」

「良いのよ。危なっかしいアルちゃんが心配だったのよね」

「なんだよそれー」

　子供っぽく口をとがらせるアルベルトさん。

　そういうところが心配させる理由だと思う。

　……この短い期間だけれど、アルベルトさんのリアルは、かなり若いと予想している。

　先ほどアルベルトさん自身が口走りかけたけれど、多分僕のアバターの外見と同じくらいの年頃ではないだろうか？

　オタマさんも同様に予想して、心配しているのだろう。

　だから、この時も多分同様だったのだ。

「はいはい、口尖らせないの。ああそうだ、アルちゃん。同盟の人達にお土産用意していたのよ。とれたての野菜や果物がいっぱいあるから、ヴァレちゃんに載っけといてくれない？　お駄賃あげるから」

「ええ～、俺だけ？」

「アタシはもう少し夜光ちゃんとお話があるのよ」

「……しょうがないなあ」

　それが、アルベルトさんには聞かせたくない話だと、何となく察したのだろう。

　この時のアルベルトさんは、素直にオタマさんの言うことを聞いて、その場を離れてくれた。




　それからしばらく、僕達は無言で向かい合っていた。

　僕はオタマさんの言葉を待ち、彼女は言葉を選んでいる様だった。

「そうね、何から話せば良いのかしら……夜光ちゃんは、こうなる前のこと、どれくらい覚えているの？」

　オタマさんの視線は、僕を案じるよう。

「僕ですか？　アナザーアースのサービス最終日まで、マイフィールドの設定を弄っていましたね。その後寝ようとベッドに向かうところまでは覚えているのですけど、それ以降はよくわからなくて」

　僕の記憶は、そこまでしか辿れない。そのままベッドに入ったのか、それとも急に意識を失ったのか、それすらもわからなかった。

「そうなのね。夜光ちゃんはそうなんだ……アタシはね、サービス最終日の事は知らないの」

「……と、言うと？」

　僕の相槌に、オタマさんは少し迷いながら、こう切り出したのだ。

「終末期医療って、夜光ちゃんはわかる？」
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　オタマさんがその後語ったのは、彼女のリアルの姿だ。

　元々主婦だったという彼女は、とある難病にかかったそうだ。

　体調不良から検査し、発見した時には、手がつけられなくなっていたのだとか。

　直ぐに命を失う訳ではないけれど、着実に命を蝕むそれにより、オタマさんは長期の入院を余儀なくされていた。

　そのときに出会ったのが、アナザーアースだったという。

「ずっと、元気になれたら畑仕事とかやりたかったのよね。だから戦いとかはしなくて、ずっと此処で土いじりしていたのよ」

　マイフィールドを拡張しての畑仕事は、ノートＰＣのモニターの中だけれども彼女の夢をささやかに叶えてくれたのだそうだ。

　だけど病気は無慈悲に進行した。

「アタシが最後に覚えているのは、サービス終了の何日かくらい前ね。看護師さんがアタシの容態が急に悪くなったって、慌てている姿。それが、最後の記憶。気がついたら、ここに居たの」

　そう言って僕を見つめたオタマさん。

　僕は、その言葉の意味を理解する。

「……つまり、リアルのオタマさんは、サービス終了の時には、命を落としていた……？」

「ええ、アタシはそう思っている。死んで生まれ変わったからここに居るのかなって、そう思うのよ」

　僕は、すぐにはその言葉に返せなかった。

　正直なところ、その可能性を考えないでもなかったのはある。

　こんなアバターの姿でのリアルな感触は、生まれ変わりでもない限りあり得ないだろうと。

　だからといって、それを断言する材料は今まで無かったのもある。

　同時に、仮にそうなら……、

「前にね、アルちゃんにそれとなく最後の記憶を聞いてみたの。ご家族と出かけていたのが最後だって言っていたわ」

「それは……？」

「出かけていた帰り道の車の中ね。嫌な予感がしたから、それ以上詳しくは聞けなかったわ」

「……そうですか」

　確かに、嫌な想像が頭をよぎった。

　もしこの世界に来ている『プレイヤー』の条件が、リアルで命を落としているからなのだとしたら、アルベルトさんのリアルの最後の記憶はあまりに酷くなってしまう。

　下手に詳しく聞けないのも道理だ。

「マナーだと思って、関屋さんやライリーさんのリアルの最後の記憶は聞いていませんでしたけど……彼らには確認しておくべきなのでしょうね」

　同時に、恐らくはリアルでも成人しているだろう彼らには聞いておくべきだろう。

　僕達の同盟の目的の一つは、『何故この状況になったか』の解明なのだから。
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　オタマさんとの初めての出会いは、こういう顚末だった。

　僕は図らずも、この世界や僕達の状況の手がかりを一つ手に入れた。

　同時にそれは、僕にとっては悩みが一つ増えた事でもある。

　関屋さんやライリーさんに、その後リアルの最後の記憶を聞いてみたのだが……、

「最後の記憶だぁ？　ちょうどリアル仕事がデスマーチで会社に詰めていたなあ……仮眠室で寝て、それからどうだったか……？」

「メルティの妹たちの設定をギリギリまで詰めていて、多分寝落ちしたな。三徹位していた気がするがそれが何かあるのか？」

　過労死がチラついて、余計に転生説の可能性が高まるなんて。

　ホーリィさんもあの夜の記憶はあやふやだと言っていた。

　もしリアルの死が僕達の身にも有ったのだとしたら、サービス最終日のあの夜、なにが有ったのか……。




　思い出せないままに、時は過ぎていった。

　結局、僕は不安と悩みを抱えたままに、皆とともに皇都へ出発する前夜となったのだった。
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　そこは、何の変哲も無い、ありふれた街角だった。

　これは、過去の僕がＭＭＯＲＰＧアナザーアースを遊んでいた時の記憶だ。

　モニター越しに、クォータービューの斜め上から見下ろす様な視点で、僕は自キャラを見ていたはず。

　まだ下級位階から中級位階へと上がる前で、召喚術師系統にすら派生していない頃。

　クエスト報酬で貰える、駆け出し魔術師が皆身に着けるお決まりのローブに杖。

　そう、この時はこんな装備だった。

　記憶の中と全く同じ。

　確か……そう、ちょっとした買い物をしようと思っていたのだ。

　商業エリアから外れた、小さな店。

　他の店に比べて品ぞろえは悪いものの、ちょっとだけ値段が安い分、初心者の余り所持金が無い頃には皆お世話になるのを覚えている。

　初心者なんて皆直ぐに卒業して、そんなせせこましい節約など直ぐにしなくなる。

　だから、商業エリアから外れたその路地は、あまり人の行き来が無い場所でもあった。

　この路地に人が多いときは、新規ユーザーの募集キャンペーン等がある時が殆ど。

　実際、この時の僕は、アナザーアースを始めて左程時間もたっていない頃だった。




　ただ、一つ違う点があった。

　今の僕の視点は、キャラクターの視点そのもの。

　周囲を見回せなくなるキャラクター視点は、極稀に雰囲気を楽しむ際に設定する以外、基本的に使用されない。

　僕自身もあまり使用した記憶が無い。

　だと言うのに、この記憶……いや、夢の中で、僕は『プレイヤー』キャラの視点で過去を見ていた。




　煉瓦造りの壁が続く、折れ曲がった路地。

　壁に据えられた扉は、住居への入り口だけれど、『プレイヤー』には開ける事が出来ない只のオブジェクトだ。

　作りこまれたディテールが生活感を感じさせるのに、そこに出入りする人はいない。

　記憶の中の僕は何とも思わなかったけれど、現実化した世界を知った後だと、記憶の中のこの光景は、何ともそら恐ろしく見えてくる。

　そんな奇妙な感覚の中、それは起こる。

　もう二つほど角を曲がると目当ての店にたどり着く、そんな場所で世界が歪む。

　これまでと同じ光景なのに、明らかに風景の質が変わった、そんな違和感。

　この時は気付かなかったけれど、過去の情景として自覚できている今ならわかる。

　呼び込まれたのだと。




　そして、次に起きるのは……、

「!?」

　唐突に倒れ込む、僕のキャラ。

　キャラクターの視点では、まるで地面が急に起き上がったかのようだ。

　でも、そうじゃない。

　エフェクトをまき散らす矢が、肩に刺さっているのだ。

　そのエフェクトは、麻痺の状態異常が発生していると示していた。

「な、なんで……？」

　そう零したのは、モニター前の僕自身だったはず。

　だけど、今この瞬間、記憶をたどって視界を共有している僕は、キャラクターのままに声を出していた。




　口にした疑問は、何が起きているのか分からなかったからじゃない。

　路地の物陰から数人のキャラクターが現れたことから、何が起きているのか明白だったからだ。

　ＰＫ、『プレイヤー』キラーと呼ばれる、他の『プレイヤー』を攻撃する行為。

　その標的にされたのだと、直ぐに判った。

　ただ解せなかったのは、その標的にされた事だ。

　この先の店を利用するような初心者を倒しても、得られるものなど殆どない。

　何しろ初心者特有の金欠の上、ストーリーで確定として得られるような装備しか持ち合わせがないのだ。

　同時に、ＰＫプレイヤーキラーという行為は特殊なアイテムを使用することで可能になる為、そう気軽に行えないと言うのもある。

　少なくともその手のアイテムは消耗品か、何度も使えるにしても修復に素材が必要で、この頃の僕のような初心者を倒して得られるような資金やアイテムでは明らかに割に合わないはずだった。




　だけど、今ならわかる。

　この数人の『プレイヤー』が何を目的として、僕を……いや、この路地を通るような初心者を標的としたのかを。

　甚いた振ぶれる獲物が欲しかったのだ。

　歯向かっても、決して届かない実力差。

　無様な獲物が、なぜ自分がこの様な目にあわなければいけないのか、理解できないままに一方的に蹂躙される、その様を楽しみたい『プレイヤー』が存在するのだと。

　この時の僕は、運悪くその網にかかった訳だ。




　甚振るのが目的なだけはあって、圧倒的な位階差があるにもかかわらず、僕のキャラは即座に殺されたりはしなかった。

　僕への攻撃は、想像以上にダメージが低かったのだ。

　多分、ダメージボーナス等の恩恵が武器に乗らないような意図的な称号構成にしているのだろう。

　でなければ、紙装甲の下級魔法職称号をメインとしている僕のキャラは、あっという間に死んでいたはずだ。

　それでいて、麻痺や鈍足といった拘束性の高い状態異常を付与する執拗さは、ＰＫプレイヤーキラー達の悪質さをこれ以上なく示していた。

　とはいえ、何処まで行っても初心者の時期のキャラではどうあがいても長くは持たない。

　結局この時、僕のキャラはこのままなぶり殺しにされたはずだ。

　強制的にログアウトする手段もあったのだろうけど、この時は何故こんなことになったのかもわからず、混乱していたのもある。

　最後はトドメとばかりに、はるか上の位階の攻撃スキルで、跡形も無く吹き飛ばされた、そのはずだ。

　ただ、この記憶はそれで終わらない。

　僕のキャラが居た場所に、勝ち誇るようなモーションを送るＰＫプレイヤーキラー達の背後に、やってくる人影があった。

　白と銀の重鎧に、どう考えても人間では振るえないような巨大で武骨なメイスを振りかぶった姿。

　丁度ボイスチャットでやり取りしていたホーリィさんが駆け込んできたのだ。

　僕よりも早くアナザーアースを始めていたホーリィさんは、この記憶の時で当時のカンスト帯までキャラクターを育てていた。

　つまり、巨大な鈍器で敵を蹂躙しながら、自身は回復魔法で倒れないという一つのキャラビルドの極のようなスタイルを、この時点で突き詰めていたのだ。

　不意を突かれたＰＫプレイヤーキラー達は、一方的に蹂躙されていったのを覚えている。




　そういえば、この時のＰＫプレイヤーキラー達は迷惑『プレイヤー』として悪評が広まっていて、最終的にはアカウントの停止処置までされたらしい。

　そんな事を思い出しながら、浮かび上がるような感覚と共に、僕は目を覚ます。

「……朝か」

　万魔殿の自室。いろいろな事情でキングサイズになったベッドから起き上がり、軽く伸びをする。

　遠出の為の準備をしていて、少し根を詰めすぎたと軽く横になったら、寝入ってしまったらしい。

「……一人で寝たせいかな、妙な夢を見たのは」

　ここ最近夜寝るときには、必ず誰か傍に居るのもあって、夢見は大体その時横に居る相手が出てくるのだけれど、先刻の夢は違った。

　昔、アナザーアースの初心者時代に、初めて死亡状態へと追いやられた記憶。

　それが選よりにも選よって悪意に満ちたＰＫプレイヤーキラーによるものだったのが、余りにも印象深くて忘れられない。




　だけど、今更思い出すなんて。

「何かの予感、なのかな」

　僕のキャラ、夜光のキャラ構成に予知等はないはずだけれど、色々なモンスターと契約して更にそれらが実体化している今なら、そんな謎現象が起きても不思議では無いのかもしれない。

　何しろ、契約している中には未来を見通す権能を持つ神や大魔王も居るのだから。

「それとも、これから向かう先が問題なのかな？」

　準備していた遠出の目的地。

　近隣の国々の中にあっても、最も栄えているという皇都は、規模が大きいだけに治安の悪い場所もあるらしい。

　それこそ、先刻の夢に出てきたような、裏路地の……包み隠さず言うなら、スラムめいた場所もあるらしい。

　栄えているが為に、そこからあぶれた者がたむろするような場所。

　ゲームの中ではあくまで雰囲気でしかないのに対して、実体化した世界では実際の荒廃と廃退が煮凝るような、そんな場所だ。







　だけど、僕は皇都へ行く必要がある。

　近隣に覇を唱えるガイゼルリッツ皇国の首都。

　多くの人の欲望が渦巻く場所だと言う場所にこそ、僕が追う滅びの獣も潜んでいる可能性が高いと感じるからだ。

「それに……傲慢アロガンスを名乗ったアイツ」

　僕達に接触してきたあの慇懃無礼な自称滅びの獣は、幾つかの痕跡を残していた。

　変死した文官の残した、幾つかの文書。

　フェルン侯爵の元で将軍として活動するゼルから流れて来た情報には、僕等がこの世界に出現した前後で発生した事件の数々が記されていた。

　その中には、あの大地喰らいランドイーターにまつわる丘陵地の異常や南方ナスルロン地方ホッゴネル伯の変貌も含まれていた。

　そして、皇都での異常も。

「動かされている気もするけど、他に手掛かりはない、か。情報網もまだまだだし、やっぱり皇都には行かないと」

　独り呟きながら、僕は遠征の準備を進める。

　頼めばメイドを務める蟻女アントレデイ達が荷物などは用意してくれるけれど、どうにも落ち着かないのだ。

　それに、僕の配下のモンスター達は、僕への忠誠心というか信奉度合いが過剰で、準備を任せようものなら大貴族の遊行のような大げさなものになりかねないのだ。

「ああいうの、どうにも落ち着かないからなあ……」

　根が小市民な僕としては、未だにその手の持ち上げには慣れない。

　だからこうしてついつい自分で動いてしまうのだった。




　こうして、僕は皇都へと向かう。

　その先に何が待つのか、知らないままに。
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　大河エッツァーを遡ると、両岸は次第に平原から丘陵が入り交じるようになる。

　ほぼ真っすぐだった流れは、両岸の地形に合わせて大きくうねるようになるのだ。

　流れの勢いは普段穏やかなものの、上流で大雨が降れば曲がりくねった大河は荒れ狂う事となる。

　この地域の堤は、歴史上何度も決壊し大きな被害を出した過去があった。

　皇国中央地域は、このうねるように流れる中流域を越えた先に在る。

「今のところは順調ですね」

「そうねぇ～。河賊とかも出てないしね～。通行料は取られちゃうけど」

　商人とその護衛に偽装した僕達は、順調に皇都への道のりを進んでいた。

　商人役は、関屋さんの所の商人が中心だ。

　ガーゼルとゼヌートでフェルン地方農作物を一杯に積み込んだ交易船は、順調に川を坂を遡っている。

　川の流れに逆らって進むこの船の動力は、驚くべきことにモンスターだ。

　どうも過去に見つかった門の中に、水棲馬ケルピーを呼び出す魔法道具がある程度まとめて見つかっていたかしていたらしい。

　元々は岸沿いで人力や馬などを使うか、流れが緩い場所で順風なら帆を使うなどしていたらしいのだが、これにより一気に上りの船が航行しやすくなったのだとか。

　船は水棲馬ケルピーに引かれ、波を切って川を上っていった。

　道中はいくつもの領地を通り抜けることになるのだが、事前に予想していた通りに、その度に通行税を徴収されていた。

　川の通行税に関しては、古くから河川域を領有する貴族の正当な権利とされている。

　なので、以前の話し合いで挙がったフェルン侯への牽制や妨害と言うわけではないらしい。

　僕らがフェルン侯の配下と言う形ではなく、あくまで皇都へ荷を運ぶ商人だからというのもあるのだろう。

　皇都は皇王の親征や、それ以外の他国侵攻の起点であるため、常に物資が飛ぶように売れる。

　その為皇国中から物資が流れ込むわけで、その流れを滞らせるような真似は中央地域の領主も出来ないのだろうとも思う。

「あら？　通行料を取られるのがご不満？　ならワタシがなんとかしちゃうわよん？」

「ア・ン・タはじっとしてなさい！　ミロードの心労をこれ以上増やさないで!!」

「そもそも、何でここにいるのよ!?　マスターは呼んでないでしょ！」

「妾の鼻でも気づけなんだ……ほんに厄介な」

　不穏な事を言い出して、リム達に食って掛かられているのは、本来は此処にいるはずのない人物だ。

　男の欲望を煮詰めて性癖の型に流し込んで固めたような美女。

　今は後から着せたローブでごまかしているが、その下は煽情的と言う言葉が生ぬるいような過激な下着モドキの何かだ。

　七大魔王の一人、色欲の大魔王ラスティリス。

　彼女は、アナザーアースの登場ＮＰＣの中でも、Ｒ－18的二次創作を最も多く作られたという伝説を持っている。

　それは幾つか理由があるのだが、その一つに、相手が最も欲情を抱く姿へと変えられるという権能を有しているというものがある。

　ラスティリスに戦いを挑む前にされる幾つかの質問によって戦闘時の姿が変わるのだが、『プレイヤー』からは性癖暴露イベントと呼ばれたものだ。

　年齢体型肌色髪色に始まり、果てはケモノや無機物に至るまで、ありとあらゆる性癖をカバーする権能は、ネタ的な意味合いも含めて、大いに創作意欲を触発したのだろう。

　今は女性の姿をしているが、女性冒険者の前では男性体を取ることもできるのだ。

　まぁ一応基本的な姿は今の妖艶すぎる美女であり、大概はその姿で誘惑攻撃を仕掛けてくるのだけれど。

　そしてその彼女が、何故かこっそりと皇都へと向かう商人ＮＰＣに紛れ込んでいたのだ。




　いやまあ、理論的には判るんだ。

　権能を駆使したなら、『決して目立たない控えめなお手伝い娘』なんて姿も可能だというのは。

　更に言えば、その変化の権能を駆使するなら、人化の護符さえ必要なく偽装が可能だというのも。

　できるできないで言うのなら可能だけれど、そもそもなんでこの皇都行きの集団に紛れ込んでいたのか？

　彼女達七大魔王にも、僕のマイフィールドの管理を頼んでいたはずなのだけれど……

「ん～、一応ルーフェルトとハーミファスの許可は貰っているわよん？　外の世界にワタシたち大魔王も出られるのかとか、権能持ちが箱舟世界から外れても大丈夫なのかとかの確認をさせて欲しいってお願いしたのよん」

「……建前は判りました。本音は？」

「夜光ちゃんを美味しく頂きに！」

「「「ふっざけんじゃないわよ！！！」」」

　あっ、リムやマリィやここのが切れた。

　今にも嚙みつきそうな勢いで摑みかかっているけど、ラスティリスはひらひらとあっさり避けている。

　ああ、そういえば彼女の試練の序盤は、魅了とかのデバフを無数にこちらにかけてきた上での鬼ごっこだったな……

「だってえ、せっかく初物は遠慮していたのにい、全然あなたたちったら進展しないんだものお」

「余計なお世話ですわ！」

「マスターは多忙なお方なのです！」

　ラスティリスはああ見えて位階は伝説級の１２０という規格外だ。

　僕のパーティーメンバーは伝説級：１００とその位階に迫るものがあるのだけれど、全く相手になっていない。

「でもでもぉ、そんな多忙な夜光ちゃんを身体で癒してあげたいってならないのぉ？」

「そ、それは……」

「ミロードのご意思もありますし……」

　あ、雲行きが怪しい。

　言いくるめられておかしな方向になる前に、助け舟を出さないと、とばっちりが飛んできかねない。

「それ以外にも、理由はあるんでしょう？　ルーフェルトの指示ですか？」

「あらん？　わかっちゃう？」

　未だに止まない三人娘の追撃をいなして、ラスティリスは僕の背後に降り立つ。

　そして三人娘に見せつけるように、僕を後ろから抱きしめてきた。

　うわっ、悔しいけどいい匂いがする。

　背中に押し付けられた柔らかさは、劇物そのものだ。

　味方モンスターからの魅了などのバステは、〈万魔の主〉のパッシブ効果で無効化されているはずだから、これが全部素の魅力という事実が何より恐ろしい。

「「「あ～っ!!」」」

　嫉妬と羨望の悲鳴を上げる彼女たちをよそに、ラスティリスは僕の耳元で甘く囁いてくる。

　皆には聞こえないだろう細やかな声は、傍からの見え方とは裏腹に真剣な響きを僕に伝えてきた。

「ルーフェルトがね、ワタシの力が多分必要になるって」

「それは……!?」

　以前七曜神と七大魔王と話し合った席で、滅びの獣が似た属性の権能持ちが居る場合力を増す可能性を彼らには伝えてある。

　ラスティリスの権能は色欲。

　もし皇都やその道中に色欲に近しい属性の滅びの獣が居た場合、良くない結果となる可能性がある。

　それを考慮しても、高慢の大魔王ルーフェルトは、皇都でラスティリスの力が必要になると感じたのだろう。




　かつて七曜神の中の星を司っていたルーフェルトは、ある種の未来予知のような能力がある。

　所謂占星術のように、ある種の運命を感じ取れるらしいのだ。

　だとしたならば、ラスティリスの力が必要となる状況が、皇都で待ち受けていることになる。

　大魔王の力が必要となるような事態……想像するだけで今から気が滅入りそうだ。

　姿を自由に変えられ、精神に作用する無数の魔法を駆使できる彼女が力を貸してくれるのは、心強くはある。

　ただ、似たようなことをできるリムやマリィが既にいる中、追加の戦力として彼女をこちらによこしたというのは、何か別の思惑もあるような気もする。

　純粋に戦力や能力としては心強いのは確かなのだけれど、色々と問題を起こしそうで、頭が今から痛いなぁ。

　本当に、皇都では何が起きるのやら。

　そんな僕の懸念の一つは、すぐに現実になってしまった。

「後ね、あの世界の皆からの突き上げも激しいのよん。お世継ぎはまだかって」

「はぁ!?」

　何それ、聞いてない。

　いや、気付きたくない方面の話だと無視していたのは確かだけど。

　彼女が言うには、とにかく誰でもいいから僕の後継者は必要だろうという話にマイフィールド内のＮＰＣの意見が一致しているのだとか。

　それで、色欲の大魔王である彼女がテコ入れにやってきたと。

　都合良く、相手として丁度いいリムやマリィにここの、そしてホーリィさんも同行していることから、この旅で誰かと一線を越えさせたいのだとか。

　お見合いを勧める親戚のオバちゃんかな？　と思ってしまう。

　それにしては色気があり過ぎる、などと思って居ると、更にラスティリスは背中に胸を押し付けて囁いてきた。

「だから、ワタシのマスター……何ならワタシを初めての相手にして好きに使っていいのよ？」

「はぅっ!?」

「「「「～～～～っ!?」」」」

　甘い囁きの最後、皆に見せつける様にラスティリスは僕の耳たぶを甘く嚙んだのだ。

　全身に走った甘い愉悦に、僕は全身の力が抜けてしまう。

（だ、だめだこれ!?　腰から力が抜けている!?）

　それを見た皆は、既に言葉も失って再度色欲の大魔王に挑みかかっている。

　いけない、止めないと、とも思うけれど、舌先まで融けていて言葉もままならない。

　一応船の上という事もあり、それを考慮して皆威力のある攻撃はしていないみたいだけれど、かなり本気が混ざり始めていた。

　それを全く問題にしないラスティリスは、あんな素振りでもやはり大魔王という事なのだろう。

「やっくんも大変ね～」

　そう言いながら近づいてきたホーリィさんの声が妙に冷たく聞こえるのはなぜだろう？

　理解したいようなしたくないような……

「ひょ、ひょうでふね……」

「……やっくんだらしなさすぎよ～？」

　呂律が回っていないことを指摘され、さらに墓穴を掘ってしまった。

　……気まずい。何とか空気を変えつつ、抜けた力を入れなおさないと。

　あまり流されたくない方向性を振り払って、僕はこの先を考える。

　そしてそんな僕を見ながら、ホーリィさんもまた何かを考えているようだった。




　なお、大魔王と伝説級のモンスター娘三人の追いかけっこは、ヴァレアスさんが取り押さえて鎮圧していた。

　流石多頭の竜王。人間サイズに見えて、髪を無数の首のように操って全員取り押さえてくれたのだ。

「まったく、やはり我が面倒を見ることになったではないか」

　口調とは裏腹に、ヴァレアスさんは妙に楽しそうで。

　そんな僕らを乗せながら、船は順調に大河を遡り続けたのだった。
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　皇都に無事到着した僕達は、言葉を失った。

「これは……」

　僕達がまず降り立ったのは、その都の南に広がる湖に作られた港だ。

　この湖は、西に流れていく大河エッツァーの源流にあたる。

　港には無数の川船が、荷物の積み下ろしでごった返している。

　その一つから北に広がる街並みを眺めると、カラフルな屋根が並んでいるのが目に入る。

　北に向かって全体的になだらかな傾斜となっているためか、湖から皇都の様子がよく見て取れるのだ。

　網目のように整えられた街路は、街を碁盤の目のように無数の四角に切り分けていた。

　ずっと延びた街路をひっきりなしに行きかう人々が、この街の繁栄ぶりを示していた。

　区画の中には、まるまる一つの建物が占めているものさえある。

　そんな中でもひときわ目立つのは、やはりそびえたつ皇城だろう。

　都の北端にそびえるそれは、まるで空に突きあげた無数の剣のような尖塔の集まりだ。

　陽光に煌めいているのは、壁にかけられた無数の魔法によるものだろう。

　まさしく華麗なる皇都、煌びやかな皇都。

　うん、そう言われるのも頷ける。

　だけど、僕達にとっての印象はまるで違う。

「やっくん、これって何でぇ？」

「考えられる可能性は、いくつかありますけど……」

　僕達は困惑していた。

　それは、この皇都が繁栄しているからでも、その有様が意外であるからでも何でもない。

　逆だ。

　僕達は、この光景を見慣れ過ぎていたからだ。

「皇都が、アナザーアースの開始都市と同じ街並みとは、流石に予想外ですね」

　そう、サービス終了したＭＭＯであるアナザーアースの開始都市である王都オーガスタとそっくりなのだ。
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　かつて、アナザーアースでは、操作するキャラクターの作成が終わると、王都オーガスタから物語が始まっていた。

　冒険者登録の列に並ぶ冒険者の列といったムービーから、自分のキャラがクローズアップされ、新人冒険者として記帳し終わるとズームアウトしながら冒険者ギルドの外、そして街を一望する湖からの光景にタイトルが浮かぶというモノだ。

　つまり、今僕達が見ている光景は、全てのアナザーアース『プレイヤー』が見てきた光景に重なる。

　だとするなら、あの港寄りに立つ区画一つまるまる使った建物が、冒険者ギルドの建物になるし、奥のステンドグラス煌めくのは七曜神全てを祀る神殿という事になる。

　だがここはアナザーアースじゃない。

　なら、この余りにも似通った街並みは何だというのだろう？

「オーガスタそのものってことはないよねぇ？」

「それはあり得ないでしょう。ただ、似せて作ることは、不可能ではないと思います」

　ホーリィさんが言う、あの皇都がＭＭＯであるアナザーアースの王都であるという仮定は流石に無い。

　そもそも立地が違う。

　アナザーアースの王都オーガスタの南に広がるのは、湖ではなく海だ。

　王都オーガスタは、二つの大きな岬に囲まれた湾の内にあった。

　天然の良港であり、外洋航海を可能とする帆船も入港する大規模な港町であったのだ。

　内陸の湖のほとりにある皇都とは明らかに違う。

　ただ、建物の構成や街並みは余りにも似通っている。

　可能性を考えるなら、『門』の中の知識や技術の中で、王都の街並みを描いたものがあり、それを皇国が都市開発の参考にしたというのはどうだろう？

『門』の技術が優れているなら、その中の一つを模倣したと考えるなら有り得なくもない。

　だけど、こうも光景が重なると言うのも不自然過ぎる気がする。

　都市である以上住民の色に染められて、変化が生まれてもおかしくないと思うのだ。

　そこで、ふと最近目にしたものを思い出す。

　同盟メンバーの、そして僕自身のマイフィールドにあった光景を。

「もしかして、マイフィールド拡張パックの王都再現セット……？」

　そう、マイフィールドの拡張の方法の一つとして、様々な都市の再現を可能にする都市のアーキタイプのようなセットが存在していた。

　ホーリィさんが神聖都市の再現として使用していたものがそれであり、他にも種類があった。

　その一つに、王都の再現セットもあったはずだ。

　それを利用するならば、この皇都の街並みが王都そのままの姿をしていても不思議でない。

「でもそれって、出来るの～？　拡張パックの適用を外の世界でもできちゃうって事よねぇ？　無理じゃない？」

　実際、ホーリィさんの言うとおり、この説は少々無理筋だ。

　再現セットはあくまでマイフィールド内の変更に使用するものであり、共有のフィールドでは使用できなかったのだから。

「やはり資料を基に似せて作ったと考える方が妥当でしょうね……」

「そだね～。なら、少し街を見て回りましょ～」

　僕達は、船を関屋さんの所の商人に任せて、街に行くことにした。

　街並みを見たいのもそうだけれど、宿の確保もしたいからだ。

　フェルン侯の一行は、僕らよりも後から皇都入りするし、御前会議までまだ数日ある。

　滞在期間がある程度ある以上、考える時間はいくらでもあるのだから。
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　街を歩いていると、細かな違いもあるけれど、やはりかつてのアナザーアースの都市にそっくりだった。

　違いは、店の種類や品ぞろえ、行きかう住人が全くの別人だという事だろう。

　アナザーアースでは道具屋だった家屋がただの住居であったり、全く別の業種だったりするのだ。

　特に、気になったのは、かつてムービーにも登場し、アナザーアース世界の冒険者ギルドの本部であった建物だ。

「おや、これは？」

「グラメシェル商会～？」

　そこは、商会の皇都本店となっていたのだ。

　グラメシェル商会の名は、ガーゼルでも聞いていた。

　新興の商会でも、最近特に勢いのある一つという噂と、『門』の中の物品を扱う事で急成長したという噂。

　どちらも、僕らにとって注目するべき内容だ。

　その商会が、アナザーアースでの冒険者ギルドの建物に収まっているというのは、何か奇妙な因果を感じたのだ。




　他にも、気になった建物がある。

「神殿が唯一神を祀る教会になっているとは、妥当なのか何なのか……？」

「ステンドグラスの絵柄が全然違うわ～」

　そう、この世界にはない七曜神の神殿の代わりに、唯一神教会が収まっていたのだ。

　この外の世界では唯一神教会がただ一つ確認されている宗教であるため、これは必然なのかもしれない。

　宗教が違うせいか、アナザーアースでは神殿への出入りは自由だったけれど、こちらの教会は関係者以外お断りでもあった。

　よそ者だから入れなくて、都の市民なら入れるのかと思えば、それも違うらしい。

　どうもかなり唯一神教会というのは排他的な面をもっているようだ。

　アナザーアースでは、神官等の宗教系称号を習得するための重要な施設であり、僕も仲間モンスターの称号習得やＮＰＣの雇用に利用していたから、その変貌ぶりにどうしても戸惑ってしまう。




　他に目についたものと言えば、やはり皇城だろう。

　アナザーアースのオーガスタにあった王城には、イベントで度々入ることができたので、その造りもしっかり記憶に残っている。

　その記憶と比べても、この世界の皇城はそっくりだった。

　ただ明確に違うのが、元の世界の王城では存在しない尖塔が一つ大きくそびえていることだ。

　表面が何かの結晶で覆われているように見えるそれは、街行く人々の話を聞いて正体が分かった。

　何でもあれは、門の中の知識で作られた魔法の塔らしい。

　詳しい用途は都民の話からではよく分からなかったけれど、少なくともアレを建てたのが皇王その人の命であるという事だけは判った。
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「まぁ、つまり、結局よくわからないんですよね」

「そうねぇ～。やっぱり似せて作られただけって感じよね～」

　一通り皇都を見て回った僕達は、そこそこの宿を確保し休んでいた。

　外洋とは違って流れが穏やかなエッツァーは、遡っていても船酔いとは無縁だった。

　とはいえ、しっかりとした地上で休む方が慣れているし安心できる。

　商人一行と護衛一行の二手で部屋を確保した僕達は、これからの皇都での活動について話し合っていた。

「とはいえ、御前会議が始まるまでは観光がてらの情報収集よね～」

「まぁ、そうなります」

　実のところ、僕やホーリィさん、そしてマリィ達パーティーモンスターは、皇都での情報収集の主力じゃない。

　そちらは、積み荷と共に皇都に連れてきた隠身が得意なモンスター達がメインだ。

　姿を隠して貴族の邸宅や商会などに忍び込んで、『門』に絡んだ情報や、滅びの獣の情報を探る予定だった。

　僕達も一応情報収集をするけれど、万が一の時の戦闘部隊としての役割になるんじゃないだろうかと思っていたのだ。

　あとは……

「デートよねん！　アタシの仕切りでマスターにはがっつり此処でいい雰囲気になってもらうわよん！」

「「「おー」」」

　盛り上がっている大魔王と、いつの間にか言いくるめられて乗り気になっている仲魔達の言う通り皇都めぐりだ。

　僕とホーリィさんが皇都とアナザーアースの王都の類似性について話している間に、いつの間にかそういう流れになっていたようだ。

　本当に、何時の間にやらだ。

　まぁ、皇都をもっと詳しく回りたい気持ちはあったので、丁度いいと思っておこう。

　皆とじっくり見回れば、もっとこの皇都について気付けることもあるかもしれないから。

　アナザーアースの王都では、いろんなイベントの起点になっていたし、それらが起きないかのチェックもしたいのだ。

　皇都と王都に何らかの関係性がある場合、それらから何かわかることもあるかもしれない。

（ああ、そういえば、一番王都でイベントの起点になっていたのって、冒険者ギルドだったな……）

　イベントと言えば、この世界では商会の建屋となっていた場所を思い出す。

　この世界には居ないけれど、あるＮＰＣが重要クエストを発生させる場として、冒険者ギルドは重要だった。

　僕が今求めているクエストもあそこで……

「あれ？　今何か思いついたような……？」

「ん～？　やっくんどうしたの？」

「ああ、いえ。何でもありません」

　一瞬浮かんだ漠然としたものが、形にならず薄れていく。

　もう少しピースが埋まれば、その絵は形になりそうなそれ。

　あと一歩で形になりそうなモノに何処かもどかしさを感じながら、僕らの皇都滞在は始まるのだった。
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　皇都に到着し数日後の夜、皇都のとある宿。

　各自それぞれに部屋を取った中、僕は一人この数日で分かったことを整理していた。

　この数日皇都を歩き回り、また積み荷に紛れて潜入した諜報向きのモンスターから知らされた情報は多岐にわたる。

　そのいくつかはじっくり精査する必要があり、僕は一人でゆっくり考えたかったのだ。

　本来なら調べながら考えればいいのだけれど、日中はその……ラスティリス主催のデート名目でいろいろ振り回されて、落ち着いて考えるのが難しい。




　到着から毎日、別のメンバーと二人っきりで皇都を廻らされていて、目まで回りそうだ。

　元々、皇都行きの目的の一つに仲間たちと行く観光旅行の面もあったので、仲間を労うと思って付き合ったのだけれど、どうにも疲れるのだ。

　そもそも今の外見的に、皇都でのデートは傍から見たら美女たちに振り回される子供にしか見えなかったのではないだろうか？




　そもそも、僕はリアルの女性との付き合いと言うのに慣れていない。

　男女関係と言うモノをあまり考えなかったし、性欲も排泄感覚で適当に自分で処理していたため、いわゆる淡泊な方に分類されたのだと思う。

　ホーリィさん……堀内先輩は例外的に親しかったけれど、昔馴染みすぎたのとリアル側の体格差が逆に酷いことになっていたのもあり、そういう対象としては正直に言って見ていなかった。

　ただ、幼いと言えるこの身体も、全く女性に反応しない訳じゃない。

　リム達の外見や体つきは、僕が高校の頃の情欲と気の迷いの塊のような物だ。

　そんな彼女達に抱きつかれ、添い寝などをされていた結果、その……しっかり自己主張するくらいにはなってしまったのだ。

　ラスティリスが言う世継ぎ云々も、そういった機能が働きだしたかどうかもまだ怪しいものの、出せないだけで形だけは行えるという事でもある。

　いやまぁ、色欲の大魔王が権能を振るったら機能まで一気に働き出すかもしれないけれど、現状他に色々気になることが多すぎて、そういう事柄に耽たん溺できできる状況に無いのだ。

　何しろ、この数日調べただけでも気になる情報はいくらでもあったのだから。




　まず一つ。

　皇都がかつてのアナザーアースの王都に酷似している理由、その一端はおおよそつかめたのだ。

「一夜城ならぬ一夜都とはね……」

　ガイゼルリッツ皇国は元々王国を名乗っていたが、近年急成長し皇国を名乗るに至った国だ。

　その名乗るきっかけが、かつての王都から皇都への遷都であり、この皇都は皇王自ら一夜にして作り上げたとか。

「うん、どう考えても『門』の中の案件だ」

　仮に一年がかりで建造したなら、門の中で見つけた資料を基に建造したという仮説も成立するだろうけど、流石に一夜でとはいかないだろう。

　例の王都再現パックを使ったなら一夜で都の建造は可能だし、逆に言うとそれ以外の手段が全く思いつかない。




　だけど、仮にそうだと仮定したとき、別の疑惑も持ち上がる。

　一夜で皇都を作り上げたと言われる皇王は、どうやって王都再現パックを使用したんだ？

　王都再現パックは、あくまでマイルームやマイフィールド用の拡張セットだ。

　つまり『プレイヤー』でなければ扱えないし、そもそも『外』で使用できるはずもない。

　そう考えていくと、別の考えも浮かぶ。

　皇王は、いったいどんな存在なのかという事だ。




　皇王に関して、まだ僕達が得ている情報は少ない。

　10年前まだ王子であった頃に王宮に現れた『門』に入り、中の技術を手にしてガイゼルリッツ王国を強大な皇国へと躍進させた立役者。

『門』の中で手に入れた力で人を超えた力を持つとされる絶対者。




　皇都に浸透しているモンスターの情報網は、まだまだ不完全で得られる情報も限られているから、現状ではこの程度しか解らない。

　皇城にも情報網を張り巡らせたいけど、あそこは魔術的な保護により中々モンスターを送り込めないでいるのだ。

　それに皇都に来て気付いたけれど、皇国は闇も深いみたいだ。

　モンスターからの情報で、密偵らしき存在が無数に潜んでいるのが判ってきている。

　それもかなりの腕利きだ。

　透明化で姿を消しているモンスターの事を察知されたりもしたらしい。

　リムやマリィ達配下の夢魔や吸血鬼達の得意とする魅了や精神魔術でその辺りは対応したそうだけれど、そちらでも効きが悪い相手がいたとか。

　流石の皇都という事だろうか？

　幸いフェルン侯のように伝説級の力まで至っているのは、限られているようだけれど。

　そしてその情報網を構築している途中で、いくつか気になる情報も聞こえてきている。

「まぁ、居るよね。こっちにも『プレイヤー』は」

　そう、この皇国中央部でも『プレイヤー』らしき存在が居るらしいのだ。

　ただまだはっきりと何人いるとかどんな人物かというのは判らない。

　アルベルトさんやライリーさんのように派手に姿を見せたわけではなく、それらしき存在が手放したらしい物品が市場に出回ったとしかわからなかったのだ。

「それを買い占めたのが、グラメシェル商会、か」

　アナザーアース世界では冒険者ギルド本部であった建物に収まるグラメシェル商会。

　彼らが早々にそれらを買い占めた為、市場に出回った物品がいかなるものであったのかはっきりとは分からなかった。

　この世界に居る『プレイヤー』の情報が得られそうなだけに、気になる案件だ。

　潜入が得意なモンスターを呼んで、どんなものを買い占めたのか、確認させた方がいいかもしれない。




　こちらの地方にある『門』についても、幾つかは所在が判っている。

　皇都には『門』は今の所確認されていないらしいけれど、数日で行ける範囲に数個あるらしいのだ。

　皇国の中心だけに、この付近の門は中を調べられ尽くされているらしいけれど、それでも気になるモノはある。

　特に一番初めに現れたとされる、かつての王宮に存在するという『門』は確認しておきたい。

　僕達がこの世界に来る大本に関わっている可能性も、もしかしたらあるかもしれないからだ。

　元々の王都は現皇都の湖の対岸にあるらしいので、皇都の調査が終わったらそちらに足を延ばしてみよう。




　フェルン侵攻に関しての御前会議については、あまり状況がつかめていない。

　会議が行われる皇城には潜入向きのモンスターでも中々入れないし、参加する上位貴族はまだ皇都入りしていない者も多いのだ。

　上位貴族の屋敷は警備もしっかりしていて、見つからず痕跡を残さないように調べるのは難しいのもある。

　無理に調べようとして僕達のことが明らかになったら、元も子もない。

　こちらは慎重に進める必要があると思う。

　一応、貴族の動向として急成長し続けるフェルン侯への牽制があるらしいことくらいは判っている。

　まぁ、この辺りは最悪どうとでもなるとは思っている。

　フェルン侯周囲の情報源は惜しいけれど、いざとなればゼルグスやアルベルトさんも含めて撤収してしまう事だってできるのだから。

「後は……滅びの獣がらみか」

　今のところ、皇都近辺で滅びの獣に関わるような情報は得られていない。

　これは、何もないと言うよりもまだ動きが無いだけと言う気がする。

　外の世界の中心になろうとしている皇都に、滅びの獣が一切関わらないはずがないと思うからだ。

　ゼヌートで接触を図ってきた傲慢アロガンスと名乗った存在や羨望ビグラージと呼ばれた指輪の行方は今も分からない。

　それらが皇都に流れ着いている可能性はあるし、全く別の獣が居るかもしれない。

　少なくとも、大地喰らいやフェルン侵攻で姿を見せた異形が皇都で暴れたのなら被害は深刻となるだろうし、結果として『門』の中に関わる存在が忌避される流れになりかねない。

　それを避けるためにも、僅かな予兆も見逃せないと僕は思う。

「……ああ、何と言うか、少し考えただけでも色々気が重くなることが多すぎるなぁ」

　周りに誰も居ないから、思わず弱音が漏れる。

　どうにも、元はただの一大学生には荷が重すぎる事ばかりだ。

　僕はただ生きて、できれば皆と共に無事に過ごせて、叶うなら元の世界で生きたいだけなのに。

　それを願うためには行動の指針となる情報収集他、やらなければいけないことがひたすらに積みあがっていく。

　多くのモンスターの主で、同盟のリーダーであることの重さが、時折こうして酷く圧し掛かってくるように感じてしまう。

　思わず零れたため息は、重く重く床に落ちて広がっていった。
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　同じ頃、同じ宿の別室にて、とある会合が行われようとしていた。

　参加者はリムスティア、マリアベル、九乃葉の夜光の仲魔、それも女性陣と、ホーリィ、そしてラスティリス。

　夜光一行は、皇都でも相応の格の宿に部屋を人数分取っている。

　会合はラスティリスの部屋で行われており、女性陣で会合に参加していないのは人化した竜王ヴァレアスのみであった。

　ヴァレアスは声を潜めて車座になった他の女性陣を胡乱なものを見る目つきでひとしきり眺めた後興味を失い、宿までの道中で手に入れた屋台料理を楽しむことに専念している。

　会合を主導するのは色欲の大魔王ラスティリスだ。

　男女別に部屋に入るまでは気楽な調子で振る舞っていたのだが、部屋に入るなり上記メンバーを集めたのである。

「夜光ちゃんの認識が、ちょ～っと問題なのよねん」

　そう切り出した。




　色欲の大魔王であるラスティリスは、権能として精神に関わる魔術を自在に操るほか、相手の深層心理さえ見通す能力を持っていた。

　これは、アナザーアースがＭＭＯとしてあった際に彼女との対決前にされる質問が、その権能によると言うフレーバーテキストから来ているものだ。

　相手の理想の存在を問い、その姿を再現するという力が、読心という表現をされていたがために起きた現象と言える。

　尚、この権能、男女間の感情や思考等にしか効かない面もあり、これもフレーバーテキストの影響であった。




　そしてその力を以てこの数日、夜光達の皇都に関しての情報収集と言う名目のデートにて、ラスティリスは夜光のメンタルをずっとチェックしていたのだ。

「結論から言うわよん。夜光ちゃんにとって、貴女達は女として見てもらえてないわん」

「「「えっ!?」」」

　そしてリムスティア、マリアベル、九乃葉に突き付けたのだった。




[image: ]




　リムスティアは、ラスティリスに告げられた夜光の心情について、衝撃を受けるとともに少なからず納得していた。

「夜光ちゃんはねぇん、リムちゃんのこと、娘だと思ってるのよん。召喚魔法で小悪魔インプとして呼び出してからの付き合いでしょお？　あの魔法って、本質的に召喚じゃなくて生成に近いから、アナタって夜光ちゃんの魔力から生み出された、まさしく娘ってことになるわん」

　対象の男女間の感情や内心を正確に読み取ったラスティリスの夜光のリムスティア評は、彼のこれまでのリムスティアへの向き合い方と合致している。

　過去のアナザーアースにて、夜光のパーティーモンスターとして、もっとも容姿や設定に夜光の趣味嗜好を注ぎ込まれたのは、彼女であっただろう。

　同列に語れるのは、完全に一から作り上げられた超合金魔像ギガイアス位のものだ。

　彼女が生み出され育てられたのは、夜光が中高生真っ盛りの時期だ。

　およそ男子が持つ性的な願望をこれでもかと詰め込まれたリムスティアの設定と姿は、仲間モンスターをデータだと完全に割り切っていたからこそ、出来上がってしまったともいえる。

　故に、だからこそ、それが意志を持つとなった時に、夜光は負い目を感じたのだ。

　娘と感じてしまったが故に、性的な姿や設定を持たせた自身を恥じたのだ。

　結果、この世界に来た後、夜光はリムスティアから、自然と距離を置きがちになっている。

　リムスティア自身も、夜光がそう振る舞っている事を感じていた。

　更に言うなら、そうでもしなければ理性が持たない事を夜光自身自覚していることの証左でもあるのだが。

「いっそ、本当に娘としての立ち位置に満足しても良いと思うわよん？　見た目は逆の父娘とか倒錯してて面白いと思うわあ」

「……いえ、やはり私はミロードの事を……」

　揶揄う様なラスティリスの言葉に、リムスティアは一瞬迷い、首を振る。

　確かに、ラスティリスの案は、一つの形ではある。

　リムスティアを始めとする夜光が手ずから育て上げたモンスター達は、多かれ少なかれ創造主や契約相手である夜光に深い好意と忠誠を抱いている。

　ただ、それがどのような形を取るかは、各々別であった。




　既に示された判り易い例を挙げるなら、夜光を主君と仰ぎ忠誠を捧げたゲーゼルグだろう。

　同性であるという事実と当人の気質から、竜人の剣聖は早くに夜光との関係をそう定めるに至った。

　別の例なら、夜光のマイフィールドに居る多くのＮＰＣや契約モンスター達が挙げられる。

　彼らの認識では、夜光との関係に多少の距離がある為か関係が象徴化され、概ね救世主や信仰を捧げるべき存在として扱われている。

　その結実が、マイフィールド内に建造されかけた夜光の為の神殿であろう。




　そして、パーティーモンスターの女性陣は、夜光を異性として思慕を捧げるべき相手だとこれまで認識していた。

　それはリムスティアの場合、設定として記された内容から来たものでは決してない。

　彼女は夜光の性的願望をこれでもかと詰め込まれた存在ではあるが、夜光本人への感情を設定として持ち合わせてはいなかったのだ。

　設定として、一応夜光には従順との一文が記されているが、逆に言うとそれだけだ。

　故に夜光の娘として関係を構築することも出来たかもしれない。

　だが、彼女が持っていた感情なき存在であったころを含めた記憶が、それを良しとしなかったのだ。

　多くの冒険を夜光と共に駆け抜けた記憶は、そのまま己の内の感情を思慕であると位置づけたのだ。

「だったら、夜光ちゃんに認識を改めてもらわないといけないわねん。ワタシから言ってあげてもいいけどん？」

「余計なお世話よ。それくらい自分で言うわ」

　幸い、夜光一行に直近で急がなければいけない案件は無い。

　貴族たちが皇都に集まりきり、御前会議が始まるにもまだ時間がある。

（ミロード……私は、娘だなんて、嫌ですからね）

　リムスティアは、密かに決意を固めた。




　マリアベルも、状況はリムスティアと似通っている。

「マリーちゃんも、夜光ちゃんからはほぼ娘と思われているわねぇん」

「ほぼ？」

「屍喰鬼グールの時にテイムされているんでしょおん？　だから夜光ちゃんからすると、赤ん坊の頃に引き取った義理の娘って所かしら」

「義理の、娘」

　そう、マリアベルとリムスティアの違いはそこになる。

　実のところ、設定として幾らか夜光が追記しているものの、マリアベルの容姿と設定は屍喰鬼グールから始まる真祖吸血鬼のモノ準拠だ。

　夜光が追記したのは、吸血鬼として摂取すべき血液に関して、夜光のモノを至上として依存気味であるといった程度。

　屍喰鬼グール派生モンスターの進化種族の選択は夜光の好みで決められたものの、だからこそマリアベルの姿は、女性吸血鬼としてデフォルトそのものであり、夜光の趣味嗜好は加味されていない。

　夜光は彼女の成長を、そのまま見守った形だった。




　ただ、追記した血液に関しての一文が、彼女の夜光への感情の方向性を決定的に決めてしまっていた。

　多くの物語において、吸血鬼にとっての血液の嗜好は、ほぼ伴侶の好みと重なるものだ。

　結果として、彼女の夜光への感情は、早々に思慕どころか愛しき伴侶へ向けるものとして固まったのである。

　その上で、夜光の内心を聞いたマリアベルは、陶酔に似た薄い笑みを浮かべた。

「義理の娘……養女を娶めとるなんて、ありふれた事よね」

「まぁそうねぇん。無くはない話だわん」

　マリアベルへの夜光の認識が義理の娘だと言うのなら、リムスティアの場合よりも状況は軽い。

　血のつながった娘と義理の娘とでは、現実的にあり得るかあり得ないかでも夜光の受け止め方が大きく異なる。

　養女と結ばれる養父の場合、そこに立ちふさがるハードルは現実的に年齢差が懸念されるかといった所だろう。

　ならば、今は男女としての関係を夜光が認識していないとしても、ハードルを越えるのは難しくないとマリアベルは理解したのだ。

　ただラスティリスはマリアベルのその認識に待ったをかけた。

「あら？　アナタの問題はそれだけじゃないわよん？」

「え？」

「夜光ちゃんの使用済みの血痕付きの服、こっそり自分のモノにしているでしょん？」

「……あっ」

「時間があるときにズッとペロペロしているでしょん？」

「そ、それは……」

「バレて、ちょっと引かれているわよん」

「!?」

　そう、かつてこの世界に来た当初のトラブルの幾つかで生まれてしまった夜光の血痕付き服を、マリアベルは確保していた。

　そして時折活用している事を、夜光は知っていたのだ。

　自分が追記した記述から発生したマリアベルの所業に、夜光は割と本気で引いていたのである。

　同時に、そんな行為をさせてしまった自分の余分な追記に対して負い目を感じていたのだった。

　距離を置くのも無理はないことかもしれない。

「まぁマリーちゃんは、そういう所をちょっと直して、後は正攻法で良いんじゃないかしらねん」

「いえでもマスターの、あの秘宝を手放すとか無理なのですけど!?」

「そこをどうにかしないと、夜光ちゃんに引かれたままよん？」

「うう……」

　苦悩するマリアベルは、何とかできないかと模索しはじめるも、後に件の服は返却されることになるのだった。

　その際のマリアベルの表情は何とも悲痛なものとなるのだが、それは余談である。




　夜光の仲間モンスターの女性陣最後の一人の九乃葉の状況は、ある意味一番悪いと言えた。

「ここのちゃんの場合はねぇ……ちょっと毛色が違うのよねん」

「九尾故に毛色はちがうであろうな」

「その通りなのよん」

「うん？」

「……アナタ、夜光ちゃんにとってはペット枠よん」

「……ペット、枠」

　ラスティリスの言葉に、呆然と呟く九乃葉。

　認識が、同列の人型の枠ですらなかった。

　ショックのあまり、膝から崩れ落ちたのも無理はない。

「多分、狐の姿が長かったでしょん？　色々と便利だったのもそうだし、夜光ちゃんも助かっていた分、そっちのイメージが強くなっちゃったのねん」

「そ、それは……なんということか……」

　実際、九乃葉の本来の姿は狐の姿の側であり、人型の女性の姿は術で化けた仮のモノだ。

　人化できるようになったのは上級位階からであり、大規模戦闘でも魔獣としての姿で力を振るうことが多かった。

　更に言えば、この世界に来てからも子狐の姿で居る場合も多かったのである。

　夜光と共に行動するのには、目立つ容姿の他の二人より有利であるが、それが完全に裏目に出た形である。

　となれば、夜光の九乃葉への認識がそうなっても無理は無いと言えた。

「ペット枠……」

「あら？　娘よりマシじゃないかしらん？　ケモナーなんてメジャー性癖でしょん？」

「……性癖博覧会なそなたの基準で語るでないわ」

「発情期を理由にできるわよん？」

「やかましいわ！」

　判断基準のオカシイ色欲の大魔王にとっては、大した問題ではないらしい。

　九乃葉にとっては、夜光の認識が問題であって、性癖の話ではないのだ。

「あとは狐の姿で尻尾を抱き枕にされるがままだったのも不味かったわねん。そこで女の姿で抱きついていたら、もっと認識が変わっていたと思うわよん？」

「……ぬかった！　妾は何という好機をっ！」

　思えば、確かに夜光は九乃葉に対してガードが緩すぎた。

　少なくとも、添い寝係が設置されるまで、夜光と同じ寝所に入れたのは、九乃葉位である。

　それ以外のメンバーは、そこまで踏み込めなかったのである。

　尾を抱き枕にしてもらえるという喜びで、絶好のチャンスを今まで逃しており、結果夜光の認識がペット枠に固まったとなると、とんでもないミスだったと言えた。

「アナタは、まず人型のアピールからねん。そこの認識を変えてようやく義理の娘枠になれるわよん？」

「よもや、妾が一番遅れをとっているとは……」

　九乃葉は盛大に頭を抱えた。

　結果、彼女はしばらく尾と耳さえ隠蔽した完全な人型で行動し続けることになる。




　そして、最後。

　色欲の大魔王ラスティリスは、彼女へと眼を向ける。

「「…………」」

　この中で唯一、夜光と同じ存在。

『プレイヤー』にして、夜光の本当リアルの姿を知る者、ホーリィ。

　周囲の悲喜こもごもに対してただ静かに微笑んでいた彼女へ、大魔王は問いかけた。

「夜光ちゃんの気持ち、聞きたいかしらん？」

「ううん、聞かないわ～」

「……夜光ちゃんへアナタの気持ちを伝えるのは？」

「それも駄目～」

　ホーリィの言葉は軽く、同時に浮かべた微笑はまるで仮面の如く。

　大魔王はそれ以上問う事もなく、ホーリィも同様に。

　皇都の夜は、かくして深けていった。
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　皇都に構築している途中の情報網から僕の元へ、御前会議の開催時期の情報が流れてきた。

　どうやら、最後に到着する見込みのフェルン侯一行到着の翌日になるようだ。

　フェルン侯に同行しているアルベルトさん達から、到着は３日後になるとも連絡を受けている。

　御前会議が始まるタイミングで皇城への情報網を潜入させたいので、僕らの皇都の調査は一旦途切れることになる見込みだ。

　となると、それまでに調べておきたい場所がある。

　そう『門』の中の物品を買い占め、またアナザーアースの重要施設であった冒険者ギルド本部と同じ敷地に本店を構えるグラメシェル商会についてだ。

　実はここに関しては、これまでの期間で関屋さんの所から来ていた商人のＮＰＣに調べてもらっていた。

「表向きは、完全に資金の豊富な商会ですなぁ」

「表向き、ですか？　フォルヌカさん」

「ええ、流石は皇国の政商と思える程度の繁盛ぶりですな。ですが……」

「やはり、何かあると？」

「ええ、足りぬのですよ、取り扱う商品の中に、あるであろうモノが」

　フォルヌカさんと言うこの商人ＮＰＣは、如何にも商人と言った恰幅の良い中東風の人物に見える。

　確か商店などを構える際に、様々な仕事を任せられるＮＰＣとして設定されていたアーキタイプの一人だったと思う。

　僕も、マイフィールド内の都市で店を設定する際に、細かい容姿の設定をランダムにして何人か同様の人物を配置していた。

　その能力は確かで、そんな彼が感じているモノ。

　グラメシェル商会に本来取り扱うであろうモノが無いと、彼は僕らに語った。

「それは？」

「かつての我らの世界、それに関わる一切の品が無いのですよ」

「……？　そういった品は全て皇国そのものへ売っていたなら、一般には取り扱って無いのも不思議ではないのでは？」

　そう、事前の調査で分かっていたことだ。

　あの商会は、『門』の中の貴重な物品を皇国へ売ることで成長した。

　一般に売らないというのは、別段おかしいとは思えない。

　しかし、とフォルヌカさんは言う。

「無論存じて居りますとも。武器や鎧、無数のポーションのような薬品に、宝石等価値ある物品。かの世界のモノは、この世界において貴重そのもの。どんなものでもお国が買い取ってくれるでしょう。しかし、幾ら国と言えど予算は有限でありましょう」

「まぁ、そうね～。どんな国でも予算って頭抱えるモノらしいし～」

「そして、貴重な物品程優先される……あまり価値の無い、かつての世界の雑貨まで国が買い上げるでしょうかな？」

「そんなところまで、手が回らないよね」

「ええ、その通りです。ですが、あの商会はそういったあまり価値の無い『門』の中の品さえも買いあさっている様子。これは何とも怪しい」

　商会にしても資金は有限で、そういう買い占めをするにも資金が必要だ。

　国が買わないであろう価値の低い商品を、売り物にしないのは違和感があると。

「ここまで成長した商会である以上、こういった買い占めは恐らくは何らかの思惑があるのでしょう。私が思うに、それは商売の面とは別の方向性のように思われます」

　皇国の方針として、『門』の中の物品は全て国が管理するとある以上、政商がそれらを買い占めるのは一応の筋は通っている。

　しかし、強引な買い占めをするほど一商会が躍起になるべきかと言えば、それは違うだろう。

　そんなやり口の商会が、政商として躍進できるほどこの世界の商人達も甘くないはずだ。

　となるとやはり何らかの裏がある。

　それも、『門』の中に関わるナニカが。

　それがフォルヌカさん達商人ＮＰＣでも分からないとなると……？

（御前会議までに、一度僕の目でグラメシェル商会を見ておくべきかな？）

　僕はそう考え、問題の商会前までやって来たのだった。
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　かつてのＭＭＯＲＰＧ アナザーアースで、いくつものクエストの起点になったのが、開始都市の王都にある冒険者ギルド本部だった。

　多くのキャンペーンクエストやシリーズクエスト、多人数向けのレイドクエストも、冒険者ギルド本部に情報が流れてきて発生する流れになっていた。

　他にも、冒険者にとって重要な幾つかのクエストの舞台になっている。

　また、基本的な称号やスキルの教練所も兼ねているため、ここにお世話にならなかった『プレイヤー』は居ないだろう重要拠点だった。

　だからこそ、同じ外観をしたグラメシェル商会に訪れた僕は、記憶との差に困惑してしまう。

（中の間取りとか、基本的な所はギルド本部そのままなのに、依頼ボードや併設の酒場がないだけでこんなにも印象が変わるんだな……）

　ギルド本部では依頼ボードがかけられていた壁には、取扱い商品の一覧などがかけられ、本部にあった冒険者用の酒場のスペースは、店舗売りのスペースになっていた。

　ギルドにあった面談室やギルド長の部屋、そして様々な称号やスキルに魔法を覚えられた教練所へと続いた通路は、商会関係者以外は入れないと記された扉で遮られていた。

　確かに、これでは表向きの事しかわからないし、あくまで商人ＮＰＣでしかないフォルヌカさん達ではそれ以上調べられなかっただろう。




　今回、僕達は商人の護衛の傭兵という表向きの立場そのままに、グラメシェル商会を訪れている。

　名目は、グラメシェル商会の仕入れに護衛としての仕事が無いかと調べに来た、と言うモノだ。

　さっきから如何にも歴戦の傭兵といった風体のゼルが、商会の人達に話しかけている。

「……本当に新たな護衛は要らぬのか？」

「あ、いえ、その……」

　人化の護符を調整してゼルグスと名乗った時の顔と少し変えているから、万が一フェルン侯軍の新将軍を知っている人物が居ても、問題ないはずだ。

　元々あまり口が上手い方ではないゼルだけど、立っているだけで威圧感があるから、良い囮になってくれている。

　商会内の注目が、大柄なゼルや人目を引く美女達へと否応なしに向けられている。

　この隙に、僕は仕事をしていた。




　立っているのも面倒にも見えるように、壁際に移動する。

　丁度箱が積み上げられておりその陰に入ると、小柄な僕の身体は多くの人から隠れる事ができた。

　同時にこの場所は、奥へと続く扉を確認することができる。

　絶好の場所だった。

（〈魔法の目〉と、〈魔法の耳〉……よし、行ける）

　関係者以外立ち入り禁止の扉は、商会の人員が出入りするため閉め切りという事は無い。

　今も注目を集めるゼルの様子を窺うように、商会の徒弟らしき少年が扉を僅かに開けて見ている。

　僕はそれを利用した。

〈魔法の目〉と〈魔法の耳〉は、〈創造魔術師〉系列の中級以上の称号持ちが扱える魔法の一つだ。

　術者が遠隔操作できる魔法の目や耳を生み出せる効果を持つこれらの魔法は、ダンジョン等で先の様子を調べるのに有効だった。

　この魔法の目と耳は、魔力そのものでできていて、空中も自在に漂う事ができる。

　大きさは直径３㎝程の球体。

　透明だが一応触れることはできるけれど、非常にもろく強度はシャボン玉程度だろう。

　その為、物体を通り抜けることも、モノを動かす事もできない。

　しかし、こっそり建物の中を調べるにはうってつけだ。

　密かに魔法を成功させた僕は、僅かに開いた扉を抜けて、立ち入り禁止のエリアに魔法の目を侵入させていた。

　この魔法、効果時間は破壊されるか任意で消すまでと優秀で、効果範囲も一つの町くらいはカバーできるのだ。

　一度仕込んでしまえば、定宿にしている場所からでも視界はリンクできるし、操作もできる。

　念のため、一旦通路の天井角付近に退避させておけば、そうそう破壊されることもないだろう。

　つまり、ここでこれ以上長居する必要もなくなっていた。

（もうゼルに囮を続けてもらわなくても良いし、撤収を……？）

　そう思って、物陰から出て仲間たちの方を見ると、様子がおかしい。

　何故か、随分と機嫌がいい人物に、ゼルが捕まっていた。

　ゼルはいかめしい顔をしているけれど、あれは完全に困っているときの顔だ。

　ゼルを捕まえているのは、見たところ細面のすらっとした青年だ。

　顔立ちは温和に見えるけれど、アンダーリムの眼鏡がどこか冷静さも漂わせているように見える。

　マリィ達も、困惑した様子で立ちすくんでいて、物陰から出てきた僕をすがるように見てくる。

（いったい何が……？）

　仲間たちの困惑が伝播したかのように戸惑う僕を、ゼルと話していた青年が見つけてにこやかに近づいてきた。

「ああ、君も彼の傭兵仲間だね？　いやぁ、素晴らしい。これほどの腕利きを専属として雇えるなら、私の商会も更なる躍進が約束されると言うモノだよ！」

「えっ？　どういうことですか？　僕は、ちょっと話をよく聞いて居なくて……」

　何だ？　このヒトは。

　物腰は柔らかいし、身に着けているものも高級かつ品の良いものばかり。

　かなりの上流人物に見えるし、『私の商会』と言うフレーズからは、当然ある種の人物を想定してしまう。

「ああ、丁度私が出先から戻ってきたところ、君たち傭兵が私の商会の仕事を求めてきているというじゃないか。私は君たちを見てはっとしたね！　これはとんでもない腕利きだと。丁度幾つか募集をかけている案件で、腕利きを求めていたところでね！　丁度いいと今即時に彼らと契約したところなのさ！　無論、君も彼らの仲間という事は、受けてくれたと解釈していいのだよね？」

「……えっ!?　契約!?」

　一気にまくしたてられて、僕の脳は停止する。

　ちょっと待ってほしい。〈魔法の目〉と〈魔法の耳〉を生成して、通路の中に配置するまでに精々数分もかかって無いのに、何時の間にそんなことに!?

　確かにゼルは交渉を苦手としていて、今みたいに一気に押されると吞まれてしまうかもしれないけど、精神魔法や魅了も使えるリムやマリィさえ話術で丸め込んだって事!?

「あっ……えっと、失礼ですが、貴方は……？」　状況をつかみ損ねた僕は、辛うじて、相手の名前を問う事しかできなくて。

　そんな僕に、彼は何とも楽しそうに、こう名乗ったのだ。

「私かい？　私はレオナルド！　レオナルド・グラメシェルだ！　よろしく頼むよ、少年！」

　これが、彼レオナルド・グラメシェルとの長い長い付き合いの始まりになるとは、僕は知る由もなかったのである。
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（結局、僕もまんまと丸め込まれてしまった……）

　賑わう市場を歩きながら、僕は先刻までの事を思い出していた。

　レオナルドと名乗ったあの青年は、その名の通りにグラメシェル商会の会頭だった。

〈魔法の目〉と〈魔法の耳〉の設置の囮に、ゼル達に人目を集めさせていたのだけれど、名目にしていた護衛の仕事をまさかそのまま依頼されるとは……

　それも、依頼内容が断りにくい内容だったのが、質たちが悪い。

（まさか、皇城へ大型の門内製品を運び込むための護衛だなんて……これを利用すれば、魔法で保護された皇城にも問題なく入れるだけに、渡りに船なんだけど……）

　ここまでの皇都滞在中、中級位階で無理のない範囲の召喚モンスターで皇城への侵入を試していたのだけれど、結局上手く行かなかったのだ。

　特定の門から以外は一切の侵入は出来ず、無理に押し入ろうとしたら警報と魔法による攻勢防御が発動する堅牢な守りは、かつてのアナザーアースでもマイフィールド間戦争で活躍した防御機構のそれだ。

　拡張パックの王都セットに含まれていたそれは、余程の潜入特化ビルドのキャラでしか侵入は困難だった。

　下手に無理に押し入れば、大騒ぎになり僕らのような存在が明らかになってしまうだろう。

　ただ、この機構は許可を取って入場する分には働かず、また一度中に入ったならば、内部での召喚魔法の発動は可能だった。

　つまり、護衛名目で正式に皇城に入れたなら、そのまま情報収集用のモンスターを設置できるのだ。

　一応もともと、フェルン侯が到着した際に、ゼルグスの協力で皇城へ入る算段だったけれど、別ルートが可能ならそれも有りだとも思う。

（だけど、ちょっとタイミングが良過ぎるかな……？）

　僕は、グラメシェル商会の会頭が語った言葉を思い出す。

『いやぁ、最近は物騒でね？　護衛はいくらいても足りないのだよ！　そもそも今は御前会議で各地のお貴族様たちが皇都に集まっているだろう？　自前の兵だけではなく、傭兵も雇って兵を増やして、他のお貴族様たちよりも優位に立って見せようって方々が多くってね。護衛が不足しすぎて大変なのさ！　だから、君たちのような腕利きが現れたのは、家にとって幸運そのものなのさ！』

　レオナルドの言うとおり、皇都では御前会議に出席する貴族が連れてきた兵や傭兵であふれ返っている。

　僕が今歩いている市場でも、彼あ方ち此こ方ちに兵士や傭兵らしき姿が散見されている。

　更に言うなら、皇国は最近も他国との戦争に勝利したばかりだ。

　その際活躍した傭兵を、貴族たちは次の戦いに向けて囲い込もうとする動きもあるらしい。

（……囮とは言えそういう事情の中で護衛の押し売り名目は、悪手だったかな？）

　とはいえ、レオナルドから聞くまで、僕らはそう言った傭兵需要まで把握し切れていなかったのだから仕方ない。

　むしろ、傭兵の数が多い分、押し売りめいた行動も不自然ではないのではないかと考えていたのだ。

　せっかく作っている情報網も、得た情報を活かせなければ宝の持ち腐れと言うやつだ。

（やっぱり、素人考えじゃぁ上手く回らないなぁ……こっちの世界の事情はまだまだ手探りだし、いろいろ動くのにブレーンになってくれる仲間が欲しい）

　僕がこれまでこっちの世界と関わり始めて、今まで何とかやってこられたのは、仲間やモンスターの多彩で強大な力があったからだ。

　だけど、そういった力を隠しながら国などと言った大きな組織と接触するのは、下手な動きもごり押しもできずに、難しい判断を迫られることになる。

　今更ながら、気が重い。

（悩んでいても仕方ないか。とりあえずは、グレメシェル商会の依頼を受けて、あとは御前会議の様子を見たら、近辺の門も確認して……）

　僕は今後の事を考えながら、市場を歩く。

　さっきまで仲間たちと一緒だったけれど、いまは、気分を晴らしたいから一人での散策だ。

　考え事をするときは、まず一人で熟考したいからだ。

　それに、市場の喧騒と言うのは良い。

　万が一考えが呟きになって口からこぼれても、喧騒にかき消されて誰にも聞こえないはずだ。




　そう、思っていた。




　こんなまがりなりにも日中の市場だ。

　それも小柄とはいえ術師系の傭兵に見える姿の僕に、変に絡んでくる相手も居ないだろう、そう思って仲間も連れずに一人で歩いていた。




　だから、ほんの一瞬前まで耳に響いていた喧騒が消えた時、混乱するしかなかった。

「っ!?」

　気が付くと周囲には、一切の人影が消えていた。

　喧騒に満ちていたはずの市場には、人影一つ無い。

　露店に並べられた商品はそのままに、だ。

「な、何が……!?」

　確かに、一瞬前までは僕は人ごみの中にいたはずだ。

　様々な商品を売り買いする商人、それらを買い求める様々な都の民に、同じように市場を眺め歩く傭兵たち。

　それらが一瞬にして搔き消えるなんて、いったい何があったんだ!?

　僕は慌てて辺りを見回した。

　何らかの魔法かと、術師特有の魔力に対する感覚を研ぎ澄ませようとする。

　多分それが功を奏した。

「くっ！」

　一瞬で満ちた魔力を感じその場を飛びのくと、僕の立っていた場所から無数の腕が生えていた。

　何かを求める様に握りしめる動きをするその『腕』は、土塊でできている。

（土の精霊系の拘束魔法!?　……っつ!!）

　そう理解すると同時に、背中に熱を感じた。

　次いで弾けるような痛み。

　鋭い何かが背中に刺さったと知覚するより先、反射的に振り向くと、剣を振りかぶり突っ込んでくる何者かの姿が見えた。

「くそっ、〈絡みつく糸〉！」

「ちっ、何だこりゃあ!?」

　僕はとっさに、魔法を放つ。

〈絡みつく糸〉は、粘性の糸を大量に生み出し、相手に絡みつかせて行動を阻害する魔法だ。

　創造術師系の称号持ちなら下級位階の早い時期から覚えられる上、発動速度も早く、その上位階が上がった者が唱えれば移動と行動を一定時間完全に抑え込むこともできる。

　今の僕は中級：１００まで位階が上がっているため、５秒ほどは相手の行動を止められる。

　目論見通り、襲い掛かって来た人影を拘束し、僕は更にその場から飛びのこうとした。

　だけど、更なる追い打ちが来る。

「っ！　ああっ!!」

　再度の焼けるような痛み。

　同時に、飛び退こうとした身体が硬直していた。

　視線さえ動かせない硬直の中、視界の片隅にエフェクトが見えた。

　それは、かつて見慣れた、エフェクト。

（麻痺のバッドステータス!?　この手口……これはまるで……）

　奇しくもそれは、出発前夜に見た夢と同じ。

　アナザーアースで初めてＰＫを受けた際と同じ、麻痺の状態異常をもたらす、スキルによる矢だ。




　本来、ゲームの世界であったアナザーアースの麻痺は、ほんの数秒の硬直を強いる。

　その短い硬直は、敵の必殺の攻撃スキルや詠唱が必要な魔術などを中断させ、一瞬の無防備な状況に大きな攻撃を叩き込むための布石として使用された。

　今の僕へは、動きを止めて逃がさない為のものだろう。

　更に、この麻痺の矢は称号によってはその効果を伸ばす。

　ほんの数秒の硬直をもたらすだけの所を、暗殺者や狩人といった系統を伸ばせば、その時間を延長することも可能なのだ。

　その身動きが取れない僕を仕留めるために、隠れていた者達が姿を現す。

　ぱっと見、ローブ姿の者、革鎧を着た者、そして切りかかって来た男の三人。

　いや、もっと奥の物陰にもう一人、弓矢を放った者がいる。

　精霊系の拘束魔法を仕掛けてきたのがローブ姿として、背中に刺さった鋭い針のようなものは革鎧姿の男がダーツでも投げてきたのだろうか。

　そして怯んだ僕を、最後の剣を持った男が仕留めようとした。

　それでも仕留めきれなかったと見て、最後まで身を潜めていた弓矢の男が僕の動きを止めたのだろう。




　やっぱり、この戦法はかつてのＭＭＯＲＰＧ アナザーアースで体験したものだ。

　ＰｖＰ……『プレイヤー』同士の戦闘形式の一つとして、一定のエリア内や特定のアイテムの使用でのみ可能だったＰＫプレイヤーキラー行為。




　そこまで考えて、改めて襲ってきた者達を見る。

「何だこりゃぁ、べとついて気味が悪いぜ……くそっ、精霊屋ぁ！　てめぇがしっかり足を止めねぇから！」

「餓鬼だと思って気が抜けデモしたかぁ？　精霊屋よう」

「うるせぇぞ、急所外した馬鹿と反撃食らいやがった馬鹿が言うんじゃねぇよ」

　襲撃者同士で口汚く言い合いながら、それでもこっちの動きを見逃さないように目を配らせているあたり、この行為に手慣れている感がある。

　だけど、同時に感じることが有る。

　少なくとも、この三人は『プレイヤー』じゃない。

　手口こそかつてのアナザーアースのＰＫじみているけれど、本人たちの実力は、かつて戦った山賊達の頭目ほどもないだろう。

　あえて言うなら、こちらの世界の人物の精霊術の使い手は初めて見るし珍しいことくらいだろうか？

　はっきり言えば、裏仕事に慣れた、そこそこ腕の立つゴロツキだろうか？

　そして、姿を現している三人の奥で未だ警戒を続けているらしい、もう一人。

　こちらは明らかな実力者だ。

　恐らく、野伏レンジヤー系統の称号持ち。

　ここが街中だから辛うじて僕でも判別できるけれど、もし森や草原のようなフィールドだったら、その姿を今も確認できたかどうか。

　更に言うなら、街中であっても完全に姿を隠そうと思ったら、もっと完璧に隠れることも出来る、そんな気がする。

　つまりは、明らかな強敵。

　そして、恐らくは『プレイヤー』だ。

　とはいえ、それはそれで疑問が生まれる。

（『プレイヤー』と現地の人の混成？　どういう意図でこの集団はつるんでいるんだ？　それに僕を襲ったのは、ただの強盗？　それとも僕そのものを狙った？　何より……この周囲の状況）

　僕が襲われた理由が、無差別だったのかそれとも狙われたのかは、この際一旦横に置く。

　問題は、この如何にもゴロツキ然とした襲撃者達に、この人混みが消えた状況を生み出せるようには見えないことだ。

　つまり、コレを為したのは、あの後方の野伏レンジヤーらしい『プレイヤー』。




　ＰＫ可能な空間を作る、魔法道具マジツクアイテムは、消耗品であるか、使用回数を回復させるのに相応の素材を要求されるものかの何れかだ。

　つまり、アナザーアースではないこの世界では貴重品になる。

　それを僕のような、まだ中途半端な位階にあるような相手を仕留めるのに使う？

　どう考えても、割に合うとは思えない。

　いっそ『プレイヤー』らしい人物がいなければ、希少さもわからないゴロツキが便利な道具を使い潰しているだけとも考えられたのに。

　答えを求めて襲撃者達を観察する。

　麻痺も続いている中、何か行動するのも、問いただすことも出来ない今、このままだとかつての様に殺されてしまうだろう。

　ある程度の位階の成長と、更新した装備によって、今の僕ならこの前に出ている三人だけなら十分に倒して制圧できると思う。

　麻痺している獲物である僕の前で、これ見よがしに襲撃者達はまだ罵り合っている。

　それは刺さった矢の麻痺が続くことが判っての事なのだろう。

　事実、麻痺が切れそうなタイミングで、後方の弓使いから追加の麻痺の矢が飛んできている。

　身動きできないままの僕を貫いたそれは、更なる拘束を僕に強いる。

（このタイミング……まさか、僕の装備の性能を見抜いて……!?）

　驚異的なのはそこだ。

　僕が今身に着けている装備は、関屋さんの商店街が開発した、僕の位階でも身に着けられる装備帯でも最高と言っていいものだ。

　その効果は、幾つかあるけれど、バッドステータスの持続時間の軽減なども含まれていた。

　事実、背中に刺さっていた針にも麻痺毒が塗られていたものの、こちらは、身に着けた〈魔術師の守護服〉が持つ自動回復効果で傷がふさがると同時に抜け落ち、毒も既に中和されているのだ。

　針だけであったなら、如何にも麻痺したように見せかけた後に不意を打てば、十分に逆襲可能だったはずなのに。

　ただ、一人であると言う不利も、最近再度使えるようになった召喚術の幾つかのスキルで、巻き返すことも可能だったはず。

　だけど、その一切の機会は、後方に居る弓使いの存在で無に帰していた。

（あの弓使い、三人も足手まといを抱えているのに、こうも厄介な！　くっ、何とかして、状況の打開を……？）

　何とか、あの弓使いはともかく前の三人が無駄に時間を浪費している間に、事態の打開を……そう思っていた。

　だけど、この状況を良しとしなかったのは、僕だけではなかったようだ。

「何をやっている、お前ら。こんな餓鬼、さっさと殺せ」

「!?………ゴフッ！」

　声と同時に灼熱が身体の中心を突き抜け、僕は溢れる熱を口から吐き出した。

　地面に真っ赤な花が咲く。

　それが、自分の吐いた血だと気づいた時には、手遅れだった。

　視界の下側には、長い刃が僕の胸元を貫いていた。

　自由を失ったままの身体が倒れ込み、地面に転がる寸前に抜かれた刃の勢いで、身体があおむけになった。

　急速に霞んでいく視界の中、僕の背後に居た人影が見えた。

　薄れて行く意識の中、辛うじて爛々と滾るような目だけが焼き付いて。

　そして、僕は殺された。

　即死である為、かつてのように〈緊急召喚〉で仲間を呼ぶこともできずに。

「やれやれ、手間取らせやがって……」

「ちっ、もっと楽しませろ。そいつには色々と……」

「新入りが、俺に指図するのか？」

　僕の背後から刺したその男の声と、やや離れたところから上がった声が言い合うのを最後に、僕の意識は暗闇に染まった。
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　はっきりと意識があると自覚できている夢を見ることが有る。

　夢であると感じながら夢を見る、所謂『明晰夢』と言うモノだろう。

　今も、それを見ていた。

　ああ、これは何度も見る夢だ。

　あの奇妙な世界で目覚めてから、眠るときによく見る夢。

　目覚めるといつも忘れてしまうから、普段思い出すことは無かったのだけど、今は違う。




　この夢の中での僕は、かつてのリアルの姿だ。

　２ｍを超えるほどに無駄に伸びてしまった背を持て余す冴えない男。

　ウドの大木と言う表現がぴったりの、ただ体格が大きいだけの男。

　そんな男が、屋内の高さだけはある軽自動車に乗り、夜の街道を走っている。

　郊外であるのと、時間帯が深夜だけに、交通量は極端に少ない。




　僕は、この夢が過去の情景なのだと何となく感じている。

　ただ、夢として見ているせいか、これが何時の出来事なのか、それがはっきりとしなかった。

　だけど、今は違う。

　正確には、夢を見ているわけではないからだ。

（……こんな形で、思い出すなんて皮肉だな）

　これも、一種の走馬灯のようなものなのだろうか？

　背中から刺され、命を落とし、意識が途切れる瞬間に思い出す光景として、僕はこの夢を見ている。




　夢の中の僕が目指しているのは、24時間営業のファミリーレストランだ。

　実際に何度も行ったことがある店で、夜だとしても道に迷うはずもない。

　とある理由で、そこは大学の知り合いともよく行く場所だからだ。

　深夜のドライブは問題なく終わり、僕はファミレスにたどり着く。

　珍しいことに、駐車場には幾らか他の車があり、この時間でも客がそこそこ居るようだった。

　だからなのだろうか、僕がここに来たのは。

　そのまま僕は、裏の入り口から店内に入る。

　スタッフエリアには人影は無いが、そのまま奥へ。

　ロッカールームで制服に着替えて、キッチンへ行くと、そこには小柄なスタッフが目を回していた。




　一見すると、小学生にも見えかねない。

　小さい分自己主張を強くしたいのか、メイクなどはばっちり決まっているのだけど、どうしても背伸びした女子小学生に見えてしまう。

　そう口に出すと強烈な反撃が待っているので、知り合いは口を滑らすにしても『中学生に見える』とまでしか言わないようにしていると聞く。

　何しろ、小柄な身体に反して彼女はエネルギッシュで手も早いのだ。

　僕は彼女が幼い頃ガキ大将的な存在でもあった頃からの付き合いなので、向こうは余計に遠慮が無いから、小学生に見えると言おうが、中学生に見えると言おうが、反撃の程度は変わらない訳だけど。

　この小柄な女性こそ、ホーリィさんのリアルの姿であり、僕の古くからの知り合いの堀内先輩だ。




　ああ、そうだった。

　確かこの夜は、他のバイトの娘達の都合がつかなくなって、先輩が急遽シフトに入ったって言っていたっけ。

　そして、結局もう一人居たバイトにも急用で先上がりされて、どうにもできなくなって、僕にヘルプを求めてきたんだった。

　こんなことは以前にも度々あったので、僕もいつの間にか不定期のバイト扱いにされていたのを思い出す。




　夢のせいなのか、先輩と何か言葉を交わしたのに、それを音と認識できない。

　ただ、この先は判っている。

　僕はこの夜、キッチンを先輩に任せて、ホールに入ったんだ。

　深夜なのにこの店は付近に幹線道路があるせいかやけに客の入りが多く、いつも苦労するのを覚えている。

　結局早朝に代わりのバイトがやってくるまで、僕達は慌てふためくことになるのだ。

　ああ、良くある臨時ヘルプの光景だ。




　だから、急に光景が切り替り、僕は混乱する。

　突然店に入ってくる、血まみれの男性。

　それを追って来たらしき、赤く染まった刃物を持った男。

　音として認識できないのに、悲鳴と怒号が響いているのが、何故か判る。

　そして……




　ああ、そうか、道理で思い出すわけだ。

　あの夜、僕はさっきと同じように、刺されたのだ。
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　あの夜起きたのは、およそ衝動的な傷害事件だった。

「お前のせいで俺は!!」

「畜生！　こんな奴に!?」

　血まみれの男性と、刃物を持った男、双方が若い男だった。

　既に何回も切り付けられたのだろう、身体の彼方此方から血を流した男性は、何とか逃げ込む場所を探して深夜でも開いているファミリーレストランに転がり込んできたのだろう。

　追って来た男は、鋭利なナイフを振り回しながら、転がるように逃げる男性を追う。

　その様子に、深夜にもかかわらず少なからず居た客が悲鳴を上げる。

　それが、興奮した男を、更に刺激したらしい。

「お前らも、お前らもそうなのか！？？」

　興奮し切った男は、悲鳴を上げた客にさえ、向かっていこうとした。

「ヒッ!?」

「な、なんだ、コイツ!?　来るな!!」

　もしその席に居たのが見ず知らずの客だけだったら、僕はただスマホで通報だけして逃げていたかもしれない。

　だがその席に居たのは、客だけじゃなかった。

「キャァァァッ!!」

　丁度、そして運悪く料理を運んでいた堀内先輩がいたのだ。

　だから、勝手に体が動いた。

「止めろぉぉっ！」

　レジから飛び出して、背後から男を組み伏せた。

　普段古傷の痛みで動かない脚が、この時ばかりはあり得ないほどに速く動いて、男を押さえつけていた。

　リアルの僕の体格は無駄に大きい。その分やせ型とは言っても体重も相応にあって、男を押しつぶすように取り押さえる。

「ぐえっ!?」

　潰れた勢いで、男の手から刃物が離れる。

「だ、誰か警察を！」

　僕の呼びかけに、奥に逃げ込もうとしていた客が、慌ててスマホを取り出して話し出した。

「畜生！　返しやがれ!!　俺の……俺の……!!」

　僕に押さえ込まれたその男は、血まみれになった男性に向かって叫んでいた。

　これほど興奮するほどに、僕の下で未だ暴れる男は、血まみれの男性に恨みが募っていたのだろうか？

　そう、疑問を持った時だ。

「くそっ！　ふざけるなよ、リアルでも通り魔かよお前は……！」

　血まみれの男性が、ふらつきながら近寄って来た。

「自業自得だろうが！　アカウントをＢＡＮされて当然だろうが、ＰＫ野郎……！」

　僕が取り押さえた男を罵りながら。

「……は？　アカＢＡＮ？」

　呆然と、僕が血まみれの男性を見上げる下で、ＰＫ野郎と呼ばれた男が更に暴れ出す。

「知るかよ！　たかだか初心者狩りした程度で俺の育てたアカウントを消しやがって！　それもこれも通報した連中が悪い！　アナザーアース『プレイヤー』なんざ全員死ねばいい!!」

「え……ええ……？」

　暴れる男の物言いに、僕は絶句した。

　つまり、この暴れている男は、元アナザーアースの悪質『プレイヤー』で、アカウントを停止された恨みを、この血まみれの男性にぶつけていたらしい。

「俺がやった獲物が通報しやがったに違いねえんだ！　お前もそうだクソ野郎!!　どうせネトゲの中でしか粋がれない奴らだ、サービスが終わる日に死んで本望だろうが！」

「クソ野郎はどっちだよ!?　俺のキャラを殺した上に、リアルでも殺しとか頭おかしいだろ!?　くそっ、警察はまだかよ!?」

　血まみれの男性の言う事はもっともだ。

　同時に、ゾッと背筋が凍る。

　この男は、ＰＫした『プレイヤー』が、運営に通報したせいでアカウントを停止されたのだと思いこんでいる。

　その上で、キャラクターの情報から『プレイヤー』の情報を何らかの方法で辿って、リアルで恨みを晴らそうとしているのだ。

　実際、ＳＮＳ等でプレイの様子やスクリーンショットを残す『プレイヤー』は多い。

　キャラクターの名前や所属しているサーバーなどの情報から、『プレイヤー』を特定するのも、難しくはないのかもしれない。

　実際、僕もマイフィールドの様子と同時に、大学生活の話題などをＳＮＳに上げている。

　多少のフェイクを入れたりしてはいるけれど、情報を追うのは不可能では無いだろう。

　だからと言って、アカウントを停止された恨みをこんな形で晴らそうだなんて、到底正気の沙汰じゃない。

「この辺りにも居るはずだ！　あいつのアカウントも調べた！　この辺りに住んでいるのは間違いねえんだ！　潰し屋女が!!」

「っ！！？」

　興奮のあまりに叫んだ男の声に、堀内先輩が身をすくめる。

　その様子に、興奮と激情に満ちた男の視線が射抜いた。

「そうか、お前かぁ!!」

　次の瞬間、それは起きた。

「っ！？？？」

「こーくん!?　いやぁぁ!?」

　ズブリ、と鈍い音が僕自身の体の中から響いた。

　とっさに抜ける力。僕の下から這い出るＰＫ男。

　男の手には、真っ赤に染まった新しいナイフが握られていた。

（まだ、ナイフを、もっていたのか）

　急に力が抜ける感覚の中、男がそのまま堀内先輩に向かって駆けだそうとするのが見えて。

「逃げ、ろ！」

　僕は最後の力を振り絞り、男の脚にしがみつく。

　僕の声に従い、先輩が身を隠そうとするのが見えた。

「ちっ！　クソが!!」

「っあぁ！」

　だけど、堀内先輩に近寄れないと悟ったらしい男は、咄嗟にナイフを投げつけていた。

　先輩の小柄な背中に、突き立ったナイフ。

　ナイフを手放した男に、血まみれの男性が駆け寄り、しがみつく。

　その光景を最後に意識は遠のいて……。

　最後の瞬間、遠くサイレンの音が聞こえたような気がした。
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　遠くなっていた意識が、急速にはっきりとし始めた。

　目を開いたわけでもないのに、周囲の状況が判るようになる。

　どうやら、走馬灯を見ていたのは、実際の時間ではほんの一瞬だったらしい。

　周囲は、さっきと同じように人気のない市場。

　そこに、先ほど見た三人の襲撃者と、弓を手にしている男と、鋭利な槍を持った男が居た。

　そしてもう一人、僕の足元に赤い血だまりに倒れ伏した亡骸がある。

（ああそうか、関屋さんも言って居たな。死んだときの状況を）

　そう、僕は確かに殺された。

　だけど、このアナザーアースでのアバターを元にした身体にとって、死とはバッドステータス状態の一つに過ぎない。

　かつてのアナザーアースでは、他の『プレイヤー』には見えない状態の幽霊が、死体の傍に一定時間留まるという状況で、その間に蘇生魔法をかけてもらえれば復帰できたのだ。

　確か関屋さんは、一定時間後の事前登録した拠点での自動蘇生は無かったと言っていた。

　つまり、僕も蘇生されるまでは死体の傍に存在し続けることになるのだろう。

（それにしても、『幽霊』の姿は、こっちなのか……）

　僕は、市場の大概のものを見下ろしながら意外に思う。

　幽霊の姿は、リアルでの僕、刈谷光司そのままのモノだったからだ。

　最近は小柄な夜光の姿に慣れきっていたので、２ｍ超えの体格は違和感が凄い。
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　とくに、視界の高さが顕著だ。

　小柄で小回りの利く夜光の身体は気に入っているのだけど、やはり高い位置から色々見渡せるというのは便利に思うのだ。

　だけど、視界の高さを喜んでいる暇はない。

「よし、何時ものように運び出せ。解除はそれからだ」

「へい、兄貴」

「ああ？　この場でみぐるみ剝いでおけよ。なんでそんな面倒な真似をしやがる」

「狩場に死体を残せば、次の獲物が寄って来ねえだろうが」

「……ああ、そういう事か。どうも勝手が違うな」

　槍を持ったただならぬ雰囲気を漂わせる男が、手下らしき三人に命じ、弓使いの男が反発して言い合いになっているのが見えた。

　話しぶりからすると、『プレイヤー』らしい弓使いは、あまり他の襲撃者とは連携が取れていないようだ。

　恐らくこの一団に加わったのはごく最近の事なのだろう。

　そんな事を考えている間に、襲撃してきた内の剣士風と盗賊風の二人は、僕の亡骸を抱えて市場脇の人気のない路地へと移動していく。

　残った精霊術師は、地面に広がった僕の血の跡を大地の精霊に命じて地面の奥下へと取り込ませ、隠そうとしているようだ。

　そしてリーダーらしい槍使いと、『プレイヤー』らしい弓使い。

　リーダーらしい方は『プレイヤー』ではないようだけれど、この世界の人物としてはかなり腕が立つ方に見える。

　二人は微妙に反りが合わなそうに見えるものの、現状表立って反目しているようには見えない。

　どういう関係なのだろう？

　そんな風に襲撃者達を観察している間に、僕の死体は、市場に併設された倉庫の一つらしき建物へと運び込まれた。

　更に、地下への階段を下りていく。

　そこは、がらんとした物置に見えた。

　床だけはむき出しの地面になっていて、それが特徴と言えば特徴だろうか？

　僕の死体をその地面に投げ出すと、剣士風と盗賊風は、後の二人を待つようだ。

　程なくして争いの跡を隠蔽し終えたのか、精霊術師がしばらく後にやってくる。

「よし、解除するぞ」

　辺りの状況を確認し問題ないと見たのか、弓使いが懐から何かを取り出す。

　それは、僕が良く知るモノとよく似ていた。

（つまり、さっきの誰も居ない市場は、展開されたＰｖＰ用空間だったのか……）

　なるほど、一つ謎が解けた。




　襲撃者のリーダーが何か念じると、何かが割れるような軽い音と同時に、市場の喧騒が戻ってくる。

（あの宝珠は〈見果てぬ戦場〉に似ているな……やっぱり、〈殺戮劇場〉を使っていたのか）

　そうその宝珠は、これまで大規模戦闘の隠蔽用に何度か利用した〈見果てぬ戦場〉と同系統のアイテムだった。

　ＰＫプレイヤーキラー用のアイテムで、複数回使用できる側の方だ。

　名を、〈殺戮劇場〉といって、その効果は〈見果てぬ戦場〉とよく似ている。

　大規模戦闘専用空間を展開する〈見果てぬ戦場〉に対して、〈殺戮劇場〉はＰｖＰ用空間を展開するのだ。

　それも、他にもあるＰｖＰ用空間を発生させるアイテムと違い、取り込む相手の同意が不要と言った特性もあったはず。

　だからこそ、使用回数を回復させるには貴重な素材が必要で、初心者狩りには不向きとされていたのだけれど、中には割に合わないと知っていてもただ楽しみの為だけにコレを初心者狩りに使用した例があった。

　その結果、苦情が殺到して、使用していたＰＫプレイヤーキラーはアカウント停止。同時に〈殺戮劇場〉は、使用禁止アイテムとして、全て消去された……はずだった。

（だけど、今これが此処にある。そしてＰＫプレイヤーキラー経験者らしい『プレイヤー』……絡から繰くりが見えて来たかな？）

　今まで僕が調べていた『門』の中には、主不在のマイフィールドやマイルームも多かった。

　その中には、アナザーアース世界をサービス停止以前に、やめたような印象を受けるものもあった。

　この世界には、何らかの形でアナザーアースを途中でやめた『プレイヤー』のマイルームも繫がる。

　だとするなら、例えばアカウント停止された『プレイヤー』のマイルームも、もしかするとこの世界には繫がっているのかもしれない。

　そして、その中には僕らと同じような『プレイヤー』も……。

（……いや、それどころか、あの夜。あの場で暴れた元ＰＫプレイヤーキラーも、まさか……？）

　思い過ごしであればいい。だけど、僕の記憶の中、初めてキャラを殺されたあのＰＫプレイヤーキラーと弓使い、そして暴れたナイフ男の言動が、妙に絡み合う。

　杞憂であればいい。だけど、『プレイヤー』キャラクターの身体で生きている今の時点で異常に溢れている今、どんな偶然もただ無関係とは言えない予感があった。




　続いて、襲撃者達は僕の亡骸を漁り始めた。

「何時もの通り、身ぐるみはがせ。グラメシェルから仕事を取った奴だ。前金もせしめているはずだ」

「兄貴、コイツ中々質のいい品を持ってやすぜ！」

「財布の中も金貨がどっさりだ！　やっぱり、このガキを狙ったのはアタリでやしたね兄貴！」

「質は良いが中級位階の装備でしかない……ふん、見込み違いか」

　見る間に装備の悉ことごとくを剝かれ、丸裸にされる僕の死体。

　リーダーと手下は僕の装備や手持ちの金貨にニヤついているけれど、『プレイヤー』らしい弓使いは、如何にも当てが外れたと言う表情だ。

　元々アナザーアースの通貨は普段データとしてあるけれど、皇都では実際に貨幣のやり取りが必要だろうと思って僕はある程度の額を実体化して持ち歩いていた。

　それがどうやら不味かったみたいだ。

（つまり、懐温かそうな狙いやすい相手を狙ったただの強盗なのかな？　ただあの弓使いは……別の意図もありそうだけど）

　正直なところ、僕がなぜ殺されたのか、その理由を知るのに、死体となったこの状況は好都合だった。

　関屋さんの話で、死後も周囲の状況を把握していたと聞けたから、この襲撃が何を目的にしているのか、それを明らかにしておきたかったのだ。

　この倉庫に運び込まれるまでに、仮説はいくつも立てていた。

　ＰＫプレイヤーキラーじみた手口から『プレイヤー』を狙い撃ちにした可能性や、グラメシェル商会と取引した直後だったから敵対商会の妨害工作、あとは皇都に流れの傭兵が溢れている状況に乗じて襲っても足が付かない相手と判断されたとか。

　特に『プレイヤー』が絡んでいるなら、思いもよらない意図もあり得たように思う。

　その上で今の所聞こえる範囲だと、単なる物取りを目的としているようにも思える。

　だけど、この世界では貴重な『門』の中の魔法道具マジツクアイテムである〈殺戮劇場〉を使ってというと、何か裏があるようにも感じてしまう。

　その疑念は、何かを内に抱えて滾っているような目の槍使いの言葉が証明することになる。

「身体に判り易い墨とかは無いか。じゃぁ、首だ。夜の内にグラメシェルの店に届けておく」

「へい、兄貴」

「他の身体はいつも通り軒下に埋めておけ」

「わかりやした！」

　槍使いの言葉に頷いた剣士が、剣を抜き放つと、無造作に僕の亡骸の首をはねる。

（……痛みは無いとはいえ、こうも自分の身体を好き放題されるのは腹が立つな）

　そんな事を思っても、幽霊状態の僕は何もできない。

　今も精霊術師が大地の精霊に命じて首なしの死体をむき出しの地面に沈めていくのを見守ることしかできないのだ。

　ただ、考えることは依然できる。




　リーダーらしき槍使いは、僕の首をグラメシェル商会に届けると言っていた。

　それも、口ぶりからして、こういった事を続けているようにも感じる。

　もしかして、レオナルドが言っていた、手が足りないという事情は、これにも絡んでいるのではないだろうか？

　僕と同じようにグラメシェル商会に関わった傭兵が殺されているのなら、あの商会の仕事を受ける傭兵は自然といなくなるだろう。

　同時に、この襲撃者達はあの商会を脅迫するなりしているのかもしれない。

　蘇生されたら、レオナルドを問い詰める必要がありそうだった。




　結局その後、襲撃者達は無駄口をたたくことなく、それ以上の情報を入手することはできなかった。

　槍使いの男は夜になると〈殺戮劇場〉を駆使して、誰にも気取られる事無く僕の首をグラメシェル商会のロビーのカウンターに置き去っていったのだ。

（ああ、そういえば急に姿を消したから、皆は心配しているだろうなぁ……なんて謝ろう？）

　そんなことを考えながら、早朝、店の者が僕の首を見て絶叫するまで、僕は放置されることになる。
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「だから、一人で出歩くなんてもっての外なんです！　ミロードは不注意すぎます！」

「マスターのあんな姿、見せられる私たちの気持ちも考えてください！　心臓が止まるかと思いましたわ!?」

「主様は蘇生魔法を軽く見過ぎでございます！　万が一が有ったらどうするおつもりか!?」

「やっくん。流石に今回は見過ごせないからね。反省しなさい」

　自身の主である夜光と言う少年に、明確な欠点があるとするなら、彼自身が自らの価値にあまりに無頓着であることであろう。

　先刻から延々と同僚の女性陣に説教をされ続ける主を見ながら、竜武人ゲーゼルグはそう思う。

　薄暗い地下室のむき出しの地面に正座した主を、女性陣が四方から涙ながらにその軽率な行動を非難し始めて、ゆうに一刻は過ぎ去っている。

　普段は主をとにかくたてる同僚たちだが、今回はそうもいかない。

　皆強い口調で軽率さと自己の安全への軽視を叱責している。

　普段は間延びした口調の、あの女神官殿さえ至極真面目に話しているので余程であろう。

　主は既に限界を通り越しているようだが、皆はまだまだ苦言を言い足りぬようだ。




　無理もない、昨日から今朝にかけては自身も含めて心労の極みに至ったのだ。

　一人で考え事があると出かけた主が、突然に死に至ったと気づいたのは、死の気配に敏感なマリアベルであった。

　所謂パーティーリストを見やれば、主の名は暗く染まり、明確な死を一行に告げていた。

　それからは大騒ぎだ。

　パーティーリストでは大体の居場所も分かるのだが、それでわかるのは皇都に居るという事だけ。

　それからは手分けをして探すも見つからぬ。

　主が向かったはずの市場では、マリアベルが微かに主の血の匂いをかぎ分けるものの、行方は分からずじまい。

　主が極力使わぬように言い含めていた魅了や精神魔法を駆使しても、市場での目撃の情報を最後に足取りはようとして知れぬときた。

　普段己が汚れるからと決して行わぬ無数の鼠にマリアベルが変じ、皇都の下水すらくまなく探索して尚足取りがつかめなかったのだ。

　既に皇都の大半を網羅したはずの霊体化や透明化したモンスター達の情報網にすらかからなかった以上、何らかの超常的な要素も関わっているとさえ思われた。

　結果、一行は早朝までひたすら駆け回り……そして、グラメシェル商会からの使いがやって来た。

　曰はく、傭兵仲間の首が届けられたと。

　ゲーゼルグたちが慌てて向かうと、前日に商会の者とやり取りしたカウンターのその上に、主の生首が載せられていたのだ。




　その後も酷いものだった。

　首だけの主を見て、仲魔たちは怒り狂い、危うく本来の姿で無差別に暴れ出すところだったのだ。

　生首の横に立つ幽霊である主に、死霊術師であるマリアベルが気付かねば、かの商会を中心として皇都に甚大な被害が出たであろう。

　何は無くとも主の蘇生が優先と、幽霊である主の言葉を頼りに首以外の身体の在り処に誘導され、この名も知れぬ倉庫の地下へとやって来た。

　この下に埋められたと伝える主の幽霊に従い床を掘り起こせば、首なしの主の遺体を掘り起こすまでに、他の無残な死体が無数に出てくるではないか。

　精霊魔術により何度も埋められた為か、地下は死体が組み木のようなありさまで収まっていたらしい。

　ともあれ主の遺体はこれで全身揃い、マリアベルが蘇生の奇跡を行った。

　闇司祭でもあるマリアベルの蘇生は、かつて主の同盟の参加者である関屋と言う鍛冶師を蘇生した場合と違い、力の損耗の無い完全な復活を可能とした。

　その結果……現状の説教の時間となったのだ。




　ゲーゼルグ自身も、内心では主に一言苦言を申し上げたくもあるのだが、息の合った女性陣に割って入るのは勇猛なる竜王とて躊躇われる。

　アレに割って入るくらいなら、かつて主と共に挑んだ高慢の大魔王に、単身で挑む方がまだましだとさえ思えた。




　かつての世界においての最後の一戦であるかの大魔王との戦いは、それはもう凄惨を極めたものだ。

　誰も彼もすべてを出し尽くしたうえで、なお届かぬかと思われたあの戦いは、今も脳裏に浮かべることができる。

　その中心であった主は、かの世界の魔術師として最高峰であった。

　だからこそ、稀に今回のような隙だらけの姿を見せるようにも思える。




　魔術師は、基本的に近接の間合いに踏み込まれれば、詰むものだ。

　魔術の発現には重い鎧が妨げになるがゆえに基本的に軽装であり、詠唱を伴う魔法は瞬き一つで攻防の応酬が為される近接戦闘ではあまりに不利。

　しかし熟練の魔術師であれば、防御障壁を瞬時に展開が可能であり、防御の隙は無くなっていく。

　攻撃にしても詠唱が不要な魔法もあり、そういった手札を駆使して立ち回っていくようになる。

　かつての主もその領域に到達していた。

　本領はやはりじっくり唱えた強力な魔法であるが、並みの近接職など容易く屠れる力を持っていたのだ。




　同時に先に死を経験した関屋を見ていたのも、悪かったのだろう。

　蘇生魔法がこの世界でも機能する以上、確かに死はただの状態の一つなのかもしれない。

　しかし、万が一と言う事もある。

　死を避けるのは当然の行動であろう。

　主に仕える武人として、やはり身を隠しながらでも護衛として付くべきだったと、ゲーゼルグは自身を顧みる。

（……我も、一言苦言を申し上げた後は、共に叱責されるべきやも知れぬ）

　終わる様子の無い彼女たちの説教を見ながら、ゲーゼルグはその機会を窺った。
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（……やっぱり、ルーフェルトが言っていた通り、こうなったのね）

　女性陣に取り囲まれる夜光を見ながら、色欲の大魔王ラスティリスは密かにため息をついた。

　彼女は説教に加わっていないが、自分と言う大魔王をまがりなりにも下した存在が、とるに足らない有象無象に害されて面白いはずもないのだ。

　とはいえ、それを誰にも気取らせる気は無かった。

　彼女には、やるべきことがまだまだあるのだ。




　実のところ、彼女は夜光が皇都で死に至ることを知っていた。

　高慢の大魔王ルーフェルトから伝えられていたのだ。

　ルーフェルトは、設定として元々七曜神の一柱として星を司っていた。

　星は占星術と言うモノがあるように、時として未来の事象を示す。

　そこから、ルーフェルトは未来の断片を読み取る力を持っているとされる。

　その力で自身が堕天し大魔王の一人となることさえ予見していたとまでされているのだ。

　今回も、ルーフェルトは未来を予知していた。

　夜光の死もその一つであり、実のところラスティリスがここに居るのは、夜光の蘇生を絶対に成功させるためである。




　夜光が死した場合、一行で現状最も蘇生の奇跡に秀でるのは、闇司祭の称号持ちであるマリアベルだ。

　他に蘇生を扱えるのはホーリィが居るが、未だ中級位階の彼女が扱う奇跡は、力の減衰が伴ってしまう欠点がある。

　その点マリアベルは一切の減衰の無い高位の奇跡を扱え、また真祖吸血鬼である為彼女を害するのは困難だ。

　そういう点を含めても、夜光を蘇生するのはマリアベルの役割になるだろう。




　信仰系の称号により習得できる信仰の奇跡は、光の側の場合七曜神に、闇の場合は七大魔王に祈ることにより発現する。

　闇司祭のマリアベルの場合も七大魔王に祈ることになるのだが、こと闇の奇跡の中でも癒しや蘇生と言った生命力に関わる分野となると、生命力が大きく関わる色欲の大魔王に祈る形となる。

　つまり、ラスティリスへと祈るのだ。

　大魔王その者が居ない場合でさえ、奇跡は発揮されるのだ。祈られる対象が実際に奇跡が発現する場に居たらどうなるか。

　万が一の失敗さえ起こり得ない蘇生の絶対成功が確約されるだろう。

　夜光の死が避けえないと判断したルーフェルトは、故にラスティリスを同行させたのだ。

　ラスティリスは夜光の周辺の恋愛感情を煽り遊んでいるようだったが、あくまで色欲の大魔王としての個人の楽しみと言う名目。

　実際は本来の役目の一つを隠蔽するためだった。

　もっとも……ルーフェルトとしても、夜光の周辺の状況には思うところがあるようだが。

『君も楽しんできたまえ。盛大に煽るもよし、我らがマスターを君が籠絡しても良し……我らがマスターは、色々難物だからね』

　実際、子供の身体であるとはいえ、夜光の周囲には魅力的に過ぎる異性が揃いすぎている。

　彼女達への認識が子供だろうとペットだろうと、色気に迷わないはずがないのだ。

　それを夜光が無理に押し込めているのは、救ってしまった存在達を背負う重責を思うが故であろう。

　そう感じ自ら動き続けて居るからこそ、色気に迷う事もないのだろうが、どこかで息抜きが必要だとルーフェルトは言う。

　大魔王と言う超越した存在だからこそ、ルーフェルトたちは、夜光と言う世界の箱舟を作った救い主が、ただのごく普通の一人の青年だという事を見抜いていた。

　だからこそ、今のままでは重荷に耐え兼ね押しつぶされてしまうだろうと。

　今回の襲撃と死も、重荷に耐え兼ね一人であることを求めた故の結果であると言える以上、対策が必要なのだと。

　ラスティリスにそう告げたルーフェルトは、他にも彼女へ未来で高確率で起きるであろう事象を告げている。

　そのいずれも、ラスティリスであればこそ対処可能な事柄ばかりであった。

（ほんと、ルーフェルトったら狡いわよねぇ……色々見えるからって、ヒトをこき使って）

　これから起きる悉くを思って、ラスティリスは気が重くなる。

　本来彼女は色欲という大罪で想起しやすい、享楽的な性格なのだ。

　こんな、厄介ごとが押し寄せるのが目に見えている場所には近づきたくもない。

　普段しているように、自身の領域で男女問わず快楽に溺れる者たちを眺めるなり自身も参加するなりして過ごしていたいのだ。

　七大魔王の主席であるルーフェルトの命だとしても、本来は断りたかったのだ。

　夜光の蘇生にしても、他の事象にしても、ラスティリスの役目はあくまで万が一の保険なのだから。

（でもまぁ、手を貸しちゃうのよねぇ……ワタシったら甘々ちゃんだわねぇん）

　結局の所、彼女もまた、夜光を主と認めてしまった一柱であった。




　かつての世界が終わる直前、ラスティリスを何とか迎え入れ、消えゆく世界から救い出した少年の姿を、彼女は忘れられないのだ。

　とはいえ、あの少年の現在は、情けないことこの上ないのだけれど。

（今の叱られている姿は情けないけどねぇん……でもちょっと涙目はかわいいわぁん）

　微かに嗜虐的な方向に思考を寄せながら、色欲の大魔王は少年たちの様子をうかがう。

　流石に叱責する側も疲れてきたようだ。

　そろそろかしらん、と呟きながら、ラスティリスはこの後を想うのだった。
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「あ、足がしびれて……うぅ、まともに動かない……」

「不覚、これしきの事で足が使い物にならぬようになるとは……！」

「あら、面白そうねぇん。つついていいかしらん夜光ちゃん！」

「お願いだから止めて……」

「あら、そおん？　ならゲーちゃんをつついてあげるわん」

「グオオオ!?　な、何をするか!?」

　ずっと正座させられていたせいで、足も痺れて大変なことになっている。

　ほとんど感覚は無いのに、痛みのような不快感だけが痺れを伴って膝から下に居座っていた。

　何故か途中から一緒になって正座していたゼルも同じようで、なんだか楽し気なラスティリスに足をつつかれて悲鳴を上げている。

　槍が刺さろうが平然と前線で敵と切り結ぶ武人のゼルも、足の痺れには難儀するみたいだ。

　蜥蜴人から竜王に至ったゼルは、構造的に正座をするのは無理があるのもその理由だろう。

　痺れるというより、関節や筋にダメージがあるようだ。




　それはともかく、自業自得とは言え、酷い目にあってしまった。

　リム、マリィ、ここのに、ホーリィさんを加えた四人がかりのお説教とお叱りで、なんというか、僕はもうボロボロな気分だ。

　皆最後にはほとんど縋り付きながら、不用意な単独行動はしないようにと涙声で訴えてきたのだ。

　その何と言うか、関屋さんが復活できたことで高をくくっていたのは確かなので、僕にも非があるのは確かだった。

　……まぁ実際、皆にはとても心配させてしまったので、コレは甘んじて受け入れるしかない。

　何故か、途中からゼルも一緒に正座していたのは、よく解らなかったけど……

　そのゼルも、今後は絶対に護衛をつける様にと告げてきたので、そうするよりほかない。

　護衛能力が高くて隠形に長けるモンスターも多いので、一人になるときは事前に召喚しておくよ、と答えたら、ゼルは額に手を当てて天を仰いでいた。

　何かおかしなことを言っただろうか？




　ともあれ、僕は無事蘇生されたわけで、ならばこれからどうするかという事になる。

　早朝に僕の首が見つかって、そこから慌てて身体を回収して、その流れでお説教に入って……多分、そろそろ正午に差し掛かるだろう。

　確か今夕にはフェルン侯の一行が皇都に到着するはずで、本来なら明日以降の御前会議に向けて動く予定だった。

　だけど、状況は変わってしまった。

「何は無くとも、ミロードの敵討ちよ！」

「そうね。放置はできないわ」

　僕が反省したと納得した皆は、襲撃者に対して怒りをあらわにしているのだ。

　一安心したからこそ、怒りがぶり返していると言うべきだろうか？

　今朝がたのように、破壊衝動に任せて暴れるという風ではないけれど、逆に相手が定まっている分酷いことになりそうだった。

　実のところ僕としても、襲ってきたあの五人は放置できないと考えている。

「僕と同じような被害者がこれだけいて、その手口が僕達の世界のアイテムを使ってだからね。下手をしたら、僕達が今後この世界で動きにくくなることだってあり得るよ」

「〈殺戮劇場〉とか、現実に使われたら笑えないわよね～……あれ、隠蔽性能が凄く高いのよねぇ」

　そう、真昼の人込みの中ですら一瞬で危険地帯に変わるあのアイテムは大問題だ。

　あのアイテム、〈殺戮劇場〉は、アナザーアースでＰＫプレイヤーキラーが使用していた際には、あくまで共通マップで使用して、ＰｖＰ用の空間を通常空間とは別個に用意するものだった。

　不意打ち気味に発動でき、強制的にＰｖＰへ移行する為厄介であるのは確かだったけれど、都市部やマップ中の安全エリアでは発動できないといった制約もあったのだ。

　思えば、過去に僕がＰＫプレイヤーキラーされたあの路地は、都市部でもスラム区域にほど近く、安全エリアとそうでない場所の境界線にあった。

　もう少し冒険を続けていたら、そういう危険なエリアを意識して避けられただろうけど、あのころのまだそこまでの知識がなかった僕は、ＰＫプレイヤーキラー達からさぞ美味しそうな獲物に見えていた事だろう。




　それが、現実のようになった世界では話が別になっているとしか思えない。

　少なくともアナザーアースの頃には、都市部の市場では使用できなかったのに、僕が被害にあったのは日中の人込み溢れる市場だ。

　発動の制約は無くなっていると見た方がいいだろう。

　そして、僕が思い出す限りでは、襲撃者達は通常の空間とは別個に生成されるＰｖＰ用空間を駆使して身を隠しながら移動もしているようだった。

　僕達が構築している皇都の情報網にも引っかからなかったのはこのせいだろう。

　余りに厄介な相手だと思う。




　実際、僕が見た襲撃者のうち、槍使いと弓使い以外の三人は直接戦う分には問題無い相手であったと思う。

　立ち振る舞いや言動、そして容姿からして、元々のこの世界の住人なのは間違いないと思う。

　あの時弓使いと槍使いが居なかったら、そして少なくとも護衛や自衛の手段をもう少し工夫していたら、僕は襲撃から何とか逃れる事が出来ていただろう。

　少なくとも、死亡までは至らなかったはずだ。

　だけど、あの場は死地だった。

　明らかに『プレイヤー』で、それもＰＫプレイヤーキラー慣れしているような弓使いと、かなりの腕前を持っている気配のあった、槍使い。

　この二人相手では、今の僕一人ではどうにもならなかった。

　魔術師だけに軽装備なのは確かとは言え、あの時僕が着ていた装備は、関屋さんの所で用意してもらった実戦用のモノだ。

　中級クラスの魔獣の皮を裏地に使用した〈魔術師の守護服〉は、並みの刺突なら貫くのも難しいはずだ。

　実際、盗賊風の男の投げた毒塗りのダーツは、僅かにのぞいた肌の部分にしか刺さっていなかった。

　だと言うのに、弓使いの明らかに手加減された麻痺の矢は〈魔術師の守護服〉の防御を容易く貫いていたし、現地人らしい槍使いの一撃は、不意を突かれたとはいえ僕の身体を貫通し、致命傷を与えていたのだ。

　多分武器も、本人の腕も、この世界の人物とは思えない領域にあると思う。

　死亡した際の幽霊の状態では相手のデータを見ることはできなかったので、正確な力がどれほどか、位階がどれほどに至っているかはわからないけれど……。

〈殺戮劇場〉というアナザーアースのアイテムを既に持っている以上、それ以外の強力な装備は持っていると考えるべきだし、〈成長促進薬〉を飲んで超人の域に達している場合すらあり得るだろう。

（……更に考えるなら、あの槍使いは『プレイヤー』なのかもしれない）

　思い考えるうち、僕はその可能性にも思い至る。

　弓使いは恐らく、『プレイヤー』なのは確実だと思う。

　今思い起こすと、案外高度なスキルは使用して居なかったので、僕と同じようにコンバートしたか、それとも過去の拡張の成長限界までしか成長していないような状態なのかも。

　同時に、槍使いもコンバートをした『プレイヤー』であっても不思議じゃない。

　僕やホーリィさんは、この世界に来て以後特別なクエスト無しで上げられる限界、中級位階の上限まで育っている。

　であれば、他の『プレイヤー』でコンバートして位階が下がっていた『プレイヤー』も、同様にそこまで成長していても不思議じゃなかった。

　思い起こせば、戦法と言い、実力と言い、手口はアナザーアースのＰＫプレイヤーキラーじみて、更に手慣れていた。

　あの『プレイヤー』らしい弓使いはあの口ぶりから、襲撃者の一団に加わったのが最近の様だったから、ＰＫプレイヤーキラーの手口を伝えたにしては違和感がある。

　あのゴロツキめいた三人はともかく、兄貴と呼ばれていた槍使いも元ＰＫプレイヤーキラーの『プレイヤー』なら、その辺りの違和感に整合性が取れる様な気もするのだけど……。

　駄目だな。まだ手掛かりが少なくて何も断言できない。




　僕は地下室の片隅に並べられた遺体を見る。

　誰も彼も、僕と同じように襲撃者達に殺されたのだろう。

　身ぐるみはがされ、僅かな服だけにされ、地下に埋められ隠蔽された同類たち。

　もし槍使いが僕と同じ『プレイヤー』だとして、ここまで多くの人を殺せるモノだろうか？




　僕自身、この世界に来た当初に山賊を殺している。

　あの時は関屋さんの商店街での虐殺を目の当たりにして、怒りが振り切った末で、今では何故あんなに簡単に人殺しに踏み切れたのか疑問に思うほどだ。

　改めてあの時の出来事を思い出すと、憤怒の大魔王に衝動を誘導されていたように思う。

　あの燃え滾るような感覚が無ければ、仮に今誰かを殺そうとしても躊躇いの方が強いのだ。

　そういえば、ライリーさんも自分の作り出した爆榴鎧兵が人を殺したことに耐え兼ねていたと言っていた。

　それほどに『プレイヤー』が現実で生殺に関わる際の精神的負荷は強いのだ。

　勿論、ゲームのアバターに身が置き換わるというような異常事態で、精神が平静を保てなくなった可能性はある。

　だけど、あんなにも多くの殺人を行えるのは、元ＰＫプレイヤーキラーだとしても難しいのではないかと思う。

　だとするなら、あの槍使いはやはり何らかの形で〈成長促進薬〉を飲んで限界を超えたこの世界の存在なのかもしれない。

　とはいえ、そう考えていくと、あの弓使いは何だと言う話になるのだけど。

　この世界に来てから、僕も少なからず色々な経験をしてきた。

　他の『プレイヤー』も、この世界に来て様々な経験を積んだ結果、殺人を全く忌避しなくなるのは不思議な事ではないのかもしれない。




　そういえば、改めて僕以外の遺体を確認すると、男女の違いや体格差などはあるにしても、共通しているある程度鍛えられている様子と衣服から、彼らも傭兵なのだと予想できた。

　他には、僕のように首を斬られた者は居ないようだけれど、代わりに何体かは二の腕から下を失っているようだった。

（そういえば、判り易い墨がどうとか……何のために判り易さを求めたのだろう？）

　僕は他に特徴的な部分が見当たらず、だから首をはねる様にあの槍使いは言って居た気がする。

　そして、僕の首はグラメシェル商会に送り付けられた。




　なんのために？




　僕以外の被害者に、『プレイヤー』は居ないようだ。

　だとするなら、あの襲撃者達に殺された者の共通点は、傭兵であるという一点。

　もしその条件に、もう一つ『グラメシェル商会に雇われた』が付いて居たのだとしたら？

　これらはもしかして一つのラインで繫がっているのでは？




　護衛の依頼を受けた傭兵の首を送り付けると言うのは、明らかな脅しだ。

　今思えば、あのレオナルドの喜びようは、明らかに違和感があった。

　そもそも、グラメシェル商会は今皇都で最も勢いのある商会のはずだ。

　傭兵を雇うにしても引く手あまたでどうとでもなるはず……なのに傭兵の確保に苦労している様子だった。

　首以外でも、誰のモノなのかわかるような体の一部分をこれまでも商会に送り付けられ続けて居たのだとしたら、護衛の依頼を受ける傭兵も当然いなくなるだろう。

　襲撃者は、それを狙っていた？

　あの槍使い達は、商会相手に何かしようとしている？

　僕が殺された理由、そして僕を襲った者達の手掛かりは、グラメシェル商会にありそうだ。




　ここまでの事を一通り仲間たちに話すと、皆も僕の推論に概ね理解を示していた。

「そうですわね……そう言われると筋が通っている考えに思えますわ」

「妾も同感ゆえ、レオナルドなる会頭を問いただすべきだとおもいますえ」

「うん、少なくとも僕の推論が正しいなら、商会に関わる傭兵に関しての情報を渡さなかったことを交渉の材料にもできると思う」

　うん、皆も同意見みたいだ。

　なら早速商会に戻って……そう思った所で、ホーリィさんから待ったがかかった。

「あら～、やっくんは商会に行ったら駄目よぉ～」

「えっ!?　何でですか？」

　不思議に思って問いかければ、ホーリィさんは重々しくため息をついた。

「あのねぇ、やっくんは今朝生首だったのよぉ？　そんな子がお店に行ったら、大騒ぎになるでしょう！」

「あっ」

　言われてみれば、その通りだ。

　僕は商会のカウンターに生首を置かれて居た身。

　だというのに五体満足な状態で戻ったらどうなるか？

　化け物扱いされるならまだましで、蘇生したとなったら……異端者扱いになる。

「この世界で蘇生魔法って認知されて無いのを忘れていました……アナザーアースの復活の奇跡は辛うじて『門』の中の情報としてあっても、この世界の宗教である唯一神教会からしたら異教の禁術扱いでしたっけ？」

「そうよぉ？　七曜神信仰の光の系統も、当然闇の七大魔王への祈りも駄目。だから、やっくんはちょっと身動きとれなくなっちゃうわねぇ」

　だから、今回のやっくんは大失敗しているのよ～、と再度ホーリィさんに僕は叱られてしまう。

　いやしかし、復活も隠しつつ、今後も皇都で活動する方法を考えなといけないとか、どうしたらいいモノか？

　何か良い手段を考えないと……そうおもった矢先、僕の目の端に、ある光景が飛び込んでくる。

　それは、何ともいい表情の色欲の大魔王が、指をワキワキとさせながら僕ににじり寄ってくる姿。

「～～～～～～～～～～っ!?」

　そして……直後、地下室に僕の声にならない悲鳴が響くのだった。
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　グラメシェル商会の会頭、レオナルド・グラメシェルは、目の前に広がる光景に言葉を失った。

　今は持ち主が居ないとある商会の所有であった倉庫、その地下。

　今朝がた商会で騒ぎを起こした傭兵たちの報せで出向いたそこには、並べられた無数の死体があった。

　多くが肉体の一部を欠損しているそれらは、レオナルドとして見知った顔ばかり。

（さてさて、これはどうしたモノかな？　想定外と言えば想定外で、期待以上であったのは確かだが）

　地下室で死体の列を前にしているという異常事態の中、レオナルドは冷静に状況を見極めんとしていた。




　グラメシェル商会は、『門』の物品を皇国相手に取引することで財を成したが、ごく普通の商品も手広く扱っている。

　皇都だけではなく各地に支店を持ち、水路や陸路で繫がった販路は国内随一だ。

　西方のフェルン領は、交易都市であるガーゼルの商人達の縄張り意識が強く浸透できていないが、それ以外では他の追随を許さない勢力である。




　そのグラメシェル商会は、今幾つかの深刻なトラブルを抱えていた。

　このひと月で、専属の護衛である傭兵たちが、次々に行方知れずとなっていたのだ。

　そして、傭兵たちが行方をくらました翌朝、決まって商会のあちこちに、行方が分からなくなった傭兵のモノと思われる体の一部が無造作に置かれるようになったのである。




　余談ながら、皇国の傭兵、それも水運に絡む護衛を主とする傭兵は、皆身体に特徴的な刺いれ青ずみを入れるのが主であった。

　今ほど治安が安定する以前は、交易の度に河には河賊が出て襲われる事が多かった。

　水上の戦いは落水も多く、結果水死体になる可能性が高かったのだ。

　水死体は無残な状態になることが多く、容姿だけでは素性をうかがい知ることは困難であり、何時しか水運に関わる者は自身を判別しやすいように刺青を入れるようになったのだ。

　この傭兵たちも、その風習に倣っていた。

　刺青のある体の一部は、主に腕や手と言った部分だが、稀に下顎や背中の皮と言った、およそ切り取られれば命にかかわるであろう部位も多かった。

　その誰か一目で判断しうる部位が切り取られ、送り付けられていたのだ。

　つまるところ、これは商会への明らかな脅迫だった。




　ただ商会は今厳重に状況の隠蔽に努めていた。

　現段階では、あくまで傭兵たちと連絡が取れなくなっただけであり、また脅迫めいた肉体の放置も、商会への具体的な要求などは伴って居なかった。

　つまり商会としては、まだ商会の悪評を狙った他の商会の妨害工作ととらえていたのである。

　少なくとも会頭のレオナルドは商会内の人員を落ち着かせるために、そういう見解を広めている。

　傭兵と言うのは専属であろうとも根本は流しの浪人じみた存在であり、行方をくらますなど茶飯事であるというのは、多くの皇都の人々にとっても共通の認識であった。




　むしろ変に騒いで噂になる方が、商会の多くの者にとっては問題であると言えた。

　商会にとって悪評というのは死活問題であり、それらの情報が外部に漏れないように手を尽くしたがために、未だ酒場の噂にすらなっていない。

　しかし明るみに出れば、グラメシェル商会は皇国の政商と言う地位を失いかねない問題であった。

　何しろ今商会は、とある物品を皇国から預かっているのだ。

　普段は皇城で保管されているそれを預かる資格が無いとされた場合、どの様な処理がとられるか余りに不透明であった。




　だが、専属の護衛がことごとく連絡さえ途絶え、臨時に雇った傭兵たちも同様になったとなれば流石に話が違ってくる。

　遂には碌に戦ったことさえない店の者が商品を自ら守るしかなくなるほどだった。

　悲壮の表情で守りに就いた商会の徒弟等にはまだ被害が出ていないが、それが何時までもつものか？

　レオナルドがそう考えていた先日、商会に奇妙な傭兵たちが護衛の押し売りをしていると知らせが入ったのだ。




　商売において、取引相手がどれ程信じるに値するかを見極めるのは、商品の良し悪しを判断する目利きに通じる。

　グラメシェル商会の会頭であるレオナルドは、売り込みに来た傭兵の一団を前にしながら、そんなことを考えていた。

　商会として人手不足となった矢先の、余りにタイミングの良い護衛の押し売りは、彼らが脅迫じみた行いをしている当人ではないかと疑うのに充分であった。

　故に、一旦は彼らを雇うとした上で、動向を見ようとしたのだ。




　その結果、商会のカウンターに、少年の首が晒されていたのは今朝の事だ。

　雇った傭兵の身体の一部をいつの間にか置き去る手口はこれまでと同様であった。

　それも、今回は被害者が死に至ったのが明らかな状態。




　これを見て、レオナルドは内心失望したものだ。

　売り込みに来た傭兵でありながら、余りに不甲斐ないではないかと。

　確かにあの少年は、レオナルドの目利きとして一団の中でもっとも腕に劣ると見たが……だからこそ、そういう仲間一人守れないとは。




　だが、そういった皮肉の一つもぶつけてやろうかと件の傭兵たちを呼び出せば、とても口を滑らせられる有様ではなかった。

　少年の首を見た傭兵たちが放った殺気は、凄まじいものだった。

　店の者のほとんどが瞬時に恐怖で失神し、意識を保てたのはほんの片手で数えられる程度という有様だったのだ。

　長い黒髪の女傭兵が何かを他の者に話し出した後にその殺気は収まったが、そのままであったならレオナルドも保たなかっただろう。

　そのまま彼らは少年の首を丁重に保護して店を去ったが、それから暫しばらくして彼らの使いだと言う少女が訪ねてきた。

　何でも、少年の体を見つけ出したついでに、無数の傭兵を見つけたのだとか。

　覚えは無いかと尋ねられれば、有るとしか言いようがなく、確認できるような正気を保っているのが未だレオナルドだけという事もあり、こうして問題の地下室までやって来たのだ。
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「僕の、僕のお兄ちゃんの身体と一緒に、この人たちも見つけました。それで、この人たちに見覚えはありますか？」

「ああ、知っているよ……彼らは私の商会で護衛の仕事に就いて居たのさ。ただ、このところ行方知れずになっていてね……このような再会になるとは思わなかったよ」

　首だけになった少年によく似た少女に問われ、レオナルドは沈痛な面持ちで頷くと、護衛であった傭兵たちの亡骸を確認していく。

　間違いない。確かに誰も彼も見覚えがあった。

　特に一番損傷の激しい古い遺体は、商会に古くから専属で仕事をしていた男のもの。

　腕に巻きついた錨いかりの刺青が目印となっていたのだが、その錨が描かれた腕は根元から失われていた。

　彼の腕が、商会に送り付けられた初めの一本だったのだ。




　レオナルドは、改めてこの場所に自身を連れてきた傭兵たちを見る。

（よく、彼らを見つけてくれたと言うべきか、それともこんな簡単に見つけたことを怪しむべきか……さて、私はどうするべきなのだろうね？）

　彼らの言葉を鵜吞みにするのなら、探索に秀でた黒髪の女が僅かな痕跡を辿り、此処へ行き着いたのだと言う。

　一応、不可能ではないだろう。

　グラメシェル商会は、『門』の中の物品にも相応の知識がある。

　商会は現在所有していないが、皇国に献上した物品には、僅かな痕跡を辿り標的を探しだす追跡のアイテムも存在していた。

　彼らほどの腕利きの傭兵なら、そのような物品を密かに所持しても不思議ではないように思える。

　実際荒事を生業とする傭兵は、違法と知りながら国にも秘して『門』内の物品を所有している場合も多くある。

　しかしそれが彼らの真実だろうか？

　レオナルドは商人としての見地から、彼らの言い分が正確ではないと察していた。

　同時に、この無数の死体を作り上げたのが、彼らではないという事も、見て取っていた。




　グラメシェル商会は、今でこそ皇国の政商として勢いのある位置にいるが、かつては代々行商人たちを相手にするごく普通の規模の商家の一つに過ぎなかった。




　かつてこの国が王国だった頃、街道は今よりも治安が悪く、陸路では野盗、水路では河賊や海賊などに、行商人たちが被害にあっていたものだ。

　行商人相手の商売と言うのは、ある意味日々博ばく打ちを打っているようなものと言えた。

　商いをする相手が、一度の取引だけで二度と戻らない事が当たり前だったのだ。

　東方諸国への仕入れの往復の間に積み荷を奪われ労役奴隷に落ちた者や、南方へ足を延ばし海賊に命まで奪われた者など、例を挙げればきりがない。

　そのような状況では、取引相手との信用など二の次。

　そもそも信用を交わし合うような、何度も顔を見せるような『固い』相手などめったに居なかったのだ。

　その時その瞬間の取引で、如何に利を確保するかに重きが置かれるようになる。

　粗悪な商品を嵩増しして売りつけ、砂などを混ぜて重さを装うなどと言った行いなど、些細ないたずらに過ぎないと流されるほど。

　そういった劣悪な商品を見破れないような相手なら、取引する価値もないというのが常識だった。

　同時に、そういう目を持たない者ほど、行商中も隙が多く賊に襲われるものなのだ。




　目の前の相手がいかなる実力で、どんな意図を持っているか、何をだまそうとしているのか。

　そういった事象を見極める目利きこそ、レオナルドとグラメシェル商会を躍進させた基盤であった。

　かつての王国の頃に培った見地は、今の皇国においても有効であり、今もそうだ。

　傭兵たちは確かに何かを隠している。

　しかし、それはレオナルド個人を騙そうとしているようには見えない。

　むしろ、彼らとしてはレオナルドが今ここで並んでいる傭兵たちの亡骸について何も語らなかったことへ疑念を抱いているのだと。

（ああ、それと……この少女、何か隠していると言うのか何なのか、気になるのは確かか）

　そしてあからさまに一つ、生首になった少年を兄と呼んだ少女に対して、レオナルドは何とも言えない表情を自身が浮かべているのを自覚していた。

（これ、どう見ても死んでいた少年にしか見えないのだけど……以前皇国に献上した蘇生の魔法薬か、それとも蘇生の奇跡か？　……だが何故性別が変わっている？）

　訳が分からないな……、などと首を振る原因になったのが、とある大魔王の遊び心だとは、大商会の会頭をしても想像の埒外なのであった。
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「うふふ、とっても素敵だわん」

「あら～……これは意外に有りかもね～」

　どうにも僕は、色欲の大魔王であるラスティリスとは相性が悪いのではないかと思う。

　死からの復活が、この世界の主宗教で異端扱い必至な以上、蘇生した僕は偽装する必要があったのは確かだ。

　だからと言って、この状況はどうかと僕は言いたい。




　地下室で復活して、皆からのお説教が終わってしばらく後……とある出来事が起き、ラスティリスは僕の周りを小躍りしながら観察していた。

　仲間たちからの、普段向けられるモノとは全く別のベクトルの視線が痛い。

　じっとりと重たいため息を漏らしながら、僕は自分自身の姿を見下ろす。

　ひらひらとした装飾多めの服が目に入る。

　地下室に埋められた体は裸だったから、仕方なくラスティリスが何故か用意していた女性用の服を着ているけれど、違和感がとんでもない。

　スカートを着るのは初めてだけど、妙に足元からスースーしてどうにも落ち着かないし、体のバランスもおかしい。

　僕は少年のアバターだから手足は元々細かったけど、今はより一層頼りなく感じてしまう。

「あ～、うん。……やっぱり、ちょっと声が高いよね……」

　普段よりも、明らかに声が高い。

　少し不安に思って喉に手を当てる。普段あまり触る場所ではないけれど、普段とは明らかに感覚が違う気がする。

　そこからこっそり下へ。

　……しっかりとした、いやむしろ豊かと断言できる柔らかなふくらみを感じてしまった。

　ええい、何で年齢に見合わないご立派な二つの山を作り上げたんだ、色欲の化身め!!

　全力で非難の視線をラスティリスに向けると、得意げにサムズアップを返して来た。

「夜光ちゃん巨乳好きだったから、要望に応えてあげたわ！」

「違う、そうじゃない!!」

　いや待って、止めるんだ皆。揃って『知っていた』って表情で頷くのは。

　ホーリィさん待って、お願いだから、リアルの僕の画像ファイルコレクションについて語るの止めて下さい！　というかいつの間に僕のＰＣの中身見たの!?

「これも心配させたお仕置よ～」

　僕の静止もむなしく、暴露される諸々。

　いたたまれないのは、今の僕の身体が大体語られる内容と合致していることだ。

　つまり、女性化である。

（どうしてこうなった!?）

　ラスティリスは、彼女を仲間入りさせる際の試練において、『プレイヤー』への質問と言う形で『プレイヤー』の理想のタイプを聞き取り、その姿へと変身してくる魔王だ。

　更に試練が進むと配下の多くの淫魔や夢魔そして上位悪魔たちもまた、その理想の相手の姿に変化して襲ってくるというギミックがあった。

　この際注目すべきは、本来変身能力など持たない悪魔種族でも姿が変わっていることだ。

　ラスティリスは、自らのみならず他者の姿も操れるのだ。

　こうした能力を駆使して、ラスティリスは普段は自身の領域である〈蜜色の奈落〉の名を持つ居城で、自他共に認める退廃的な快楽に満ちた日々を過ごしている。

　そして、その能力で僕を女性へと変化させたのだ。

　一応は、言い分は判る。

　変に偽装しすぎて普段とはかけ離れた姿にしてしまうと、仲間とのやり取りにも支障を来たし兼ねないことも、理解はできる。

　そして顔立ちを大きく変えずに、元の人物とは別人と言い張れるような偽装と言う面で、女体化と言うのは一つの答えだという事も。




　だからと言って、別の方法もあったはずだと僕は主張したい！

　大体、はやり女体化する必要があっただろうか？

　いや、無い。絶対に無い。

　これは完全に彼女の道楽の結果だと断言できる。

　偽装だけなら、普段の少年の姿から年齢を変えるなりで大人の姿にするとかあったはずだ。




　何より最悪なのは……

「で、彼をどうやって復活させて、それも性別を変えたのですか？　やはり、かの世界の秘宝で？　良ければ買い取りますが？」

　一番隠すべき相手に、全く隠せていなかったことだ。

　グラメシェル商会の会頭は、僕が復活してその上で性別を変えられたことも、しっかりと見抜いていたのだ。




　経緯としては、こうだ。

　性転換させられて色々と言いたいことはあったけれど、僕は一旦それを飲み込んで、地下室で見つかった僕以外の遺体の情報を求めて商会に向かったのだ。

　そして、見つかった死体の見分が出来る人物を求めたのだけど、まだ商会の人々の多くが仲間たちの怒気に当てられた後遺症で殆ど使い物にならない状況だった。

　そしてまともに動けて見分が可能な会頭のレオナルド本人が、死体のある地下室にやって来たのだった。

　……ちなみに、商会への往復は単独ではなくゼルがしっかりとついてきてくれていた。

　再度の襲撃が無いとも言えないし、もう一度あのお説教は受けたくなかったから。

　まぁ、それはともかくとして、レオナルドを地下室に連れてきて、凡その状況だけ簡潔に説明した後、告げられたのが先ほどの言葉だった。

「……一応聞きますけれど、何時から気付いていました？」

「そんなもの、直ぐに判るに決まっているでしょう！　商人の目利きを舐めてもらっては困りますとも！」

　どうも彼は僕の事を一目で見ぬいていたらしい。

　他の店員の前ではその事を指摘しなかったのは、こちらへの配慮とみるべきだろうか？

　この地下室に案内する間も、僕を値踏みするようにしていたので嫌な予感はしていたのだ。

　彼が僕について追及したのは、地下室の死体について聞くために彼をここまで招いた直後。

　僕が思わず頭を抱えたのは無理ない事だと思うんだ。

　偽装とは言え無理やり女体化されて、効果があるからと無理に自分を納得させていたところに、実際はまるで意味がなかったのだから。

　むしろ性転換の方法に興味を持たれてしまった気配すらある。

　確かにそんなアイテムが有れば高値で取引できそうに思うのは無理もない事だろう。




　ともあれ、バレてしまったからには、もうある程度腹をくくる必要がある。

　僕らも、彼方あちらも、共に聞きたいことは多いのだ。

（とはいえ、どこまで話したモノか……）
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　何から話そうか迷う僕に先んじたのは、レオナルドの方だった。

「処で、彼であったお嬢さんの様子を見るに、皆さんは蘇生の手段をお持ちの様子。そこで依頼したいことが有りましてね」

「……それは？」

　彼はおもむろに指差す。

　指示したのは、並べられた無数の傭兵の遺体だ。

「彼らも蘇生は可能ですか？　もし可能であり、全員を生き返らせていただけるのであれば、我が商会は今後皆さんに全力を以て協力するとお約束しましょう」




　結局の所、僕達はレオナルドの申し出を受けることにした。

　口ぶりと密かにリムに読ませた表層の意識から、彼は僕達を『門』の中のアイテムを得て実力をつけた傭兵だと考えているとわかったのだ。

　幾ら目利きと言っても、門の中の住人という事までは思い至らなかったのだろう。

　とはいえ、その認識はこちらにとっても都合がいい。




　門の中に関しては、僕がこの世界に来た当初に衛兵のブリアンが語っていたように、密かに未踏破の門に潜って物品を漁る者が確かに居るのだ。

　そしてそういった一団なら、密かに特異な能力を駆使する場合があるとこの世界でここまで得た情報で確認してある。

　勿論そういった者達は皇国の法に反しているため、誰も彼も力を秘匿する。

　その一例と思われた方が、異世界の住人そのものと思われるよりもやりやすいのは明らかだ。

　勿論死者の蘇生と言うのは、そういった秘匿すべき力の中でも最たるもの。

　既にこの情報を握ってしまったレオナルドを、本来であれば口封じするべきなのかもしれない。

　しかしこれだけの大店の主人を殺せば大事件だし、以前ブリアンにやったような暗示は、前後で明らかに別人のような性格になってしまう結果になっていた為に、不自然過ぎて下手に扱えない。

　だったら、共犯めいて彼と手を握るのも一つの手だと思う。

　商会にとっても、この雇って居た傭兵たちに関しては、頭を抱えていたらしい。

　次々に行方不明になり、護衛の役を担うものが居なくなるというのは、異界の物品や貴重品を扱う商会にとっても死活問題だったようだ。

　この明らかな異常事態を、ライバルとなる他の商会に知られないように今まで隠蔽し切っていた手腕は見事だけれど、同時にそろそろ限界でもあったらしい。

　だから、ここで姿を消した傭兵たちを蘇らせ得るのであれば、彼らが不在だった理由も含めて、どうとでも対応できるようになるのだとレオナルドは語っていた。

　正直なところ、懸念はあった。

　つまり、この世界の人間に蘇生の奇跡が通じるのかという事だ。

　今までの例では、僕や関屋さんと言う『プレイヤー』、そして彼の商店街に居たＮＰＣたちが、蘇生に成功している。

　これらは、いずれもかつてアナザーアースに存在していた者達だ。

　蘇生の詳しい理論は判らないけれど、かつてのＭＭＯの世界に存在していたからこそ、蘇生と言う超常的な現象が可能だった可能性は否定できなかった。

　念のため、損傷の激しい遺体を出来る限り欠損の無い状態にして、蘇生の成功確率を少しでも上げておく。

　その上で蘇生の間は秘匿の情報だとレオナルドを地下室から追い出し、再度マリィに蘇生を頼んだ。

　幸い信仰系の最上位の称号にもなると、大規模戦闘時に必要となる範囲蘇生の奇跡も使用可能になる。

　蘇生時の体力の戻り具合が単独用の奇跡と比べて劣るものの、マリィは高位の術者であるため経験値の減衰も無く、この場合なら十分だ。

　そして、蘇生は全員見事に成功した。

　懸念していた損傷の激しかった遺体も、今はみずみずしい肌を取り戻している。

「一体何が……ここは一体？　お前たちは何だ……？」

「貴方たちと同じ傭兵よ？　同じ相手に雇われた、ね」

　蘇ったばかりの混乱する傭兵たち。

　無理もないとはいえ、変に騒がれると困る。

　一応軽く話を聞いてみると、皆して襲撃されて意識を失うまでしか記憶がないらしい。

　つまり、死んでいた自覚がないようだ。

「直ぐにレオナルド会頭を呼んでくるから、そこで待っていて下さい。詳しくは、彼から……」

　そこでレオナルドを呼んで、彼から状況を説明させることにした。

　ちなみに、蘇生方法は魔法薬を使用した事にしてある。

　商人相手だけに、貴重とは言えアイテムを使用した扱いにした方が何かと処理しやすいからだ。

　実際、蘇生薬はアナザーアースに存在していた。

　効果的には品質によって各位階の術者が使う蘇生の奇跡と同等の効果がある。

　つまり品質が低いと経験値減少が発生してレベルダウンも発生するけれど、今回は実際には使用していないので何の問題もない。

「ああ、君たち。良く無事だったね。全くとんでもないことをする相手だよ……意識を奪い仮死化させる毒でこんな地下に放置なんてね……それで、君たちを襲ってきた者たちについて聞きたいのだが」

　更に言うなら、レオナルドは彼らの記憶が無いのをいいことに、死んでいた事実すら隠すようだ。

　蘇生の情報を握る者は少ない方がいいとはいえ、何とも抜け目がない。

　ともあれ、こうして僕達は、皇国最大の商会と縁を結ぶことになった。

　同時によみがえった者達から、僕達は求めていた情報を得ることになる。




　それは御前会議の前夜に巻き起こる血風を呼ぶかのようであった。
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「随分と無駄な手間をかけさせるものだな」

「必要な事なのだ。仕方あるまい」

　皇都の内、とある一室。

　窓から午後の穏やかな日差しが差し込む中、その者達は向かい合っていた。

　一方は、がっしりとした体格の黒い口髭が印象的な男。

　重厚感のあるその体軀を適度な柔らかさで受け止める椅子に埋めていた。

　もう一方は、中肉中背の目立たない男だ。

　一見特徴が無いように思えるが、その目を一度でも見た者なら必ず否と答えるだろう。

　何かを求め続けるような、ギラギラとした欲に染まり切ったその目は、余りにも特徴的過ぎた。

　黒ひげの男と同じように椅子に座っているが、座り方はまるで違い、浅く前のめりだ。

　精緻な細工が刻まれたその椅子、そしてこの部屋のあちこちにある調度からして、この部屋は高級感に溢れているが、この欲に染まった眼の男だけが何処か場違いだ。

　この男に似合うのは、もっと粗野な場末の酒場か戦場だろう。

　逆に黒ひげの男はこの部屋に居るのが自然と思えるほどに馴染んでいる。

　この部屋の主がこの黒ひげの男であるという事実もそうだが、当人の質と言うモノも高級品に囲まれることが当たり前であるかのようであった。

「その必要な事とやらを、まだどれだけ続ければいい？　こんなことをせずとも、あの商会を直接つぶせばいいだけの話だろう？」

「何事にも手順と言うモノがあるのだよ、ダイン」

　黒ひげの男は、欲に満ちた目の男をダインと呼んだ。

　目の印象を思わせる急いた言葉を連ねるダインに、黒ひげの男は鷹揚に、しかししっかりと釘を刺している。

「皇国の政商という地位は尊ばれねばならない。たとえこの先失脚するとしても、地位にある者が不用意に害されるなどあってはならぬ事だよ。それは後に代わる者にとっても打撃なのだ」

「だからと言って、怯えさせただけで自分からそんな地位を手放すか？」

「手放すより他ない状況に陥ると言うべきだろう。政商に似合う品格が無いと判断されれば、国より処断さえされるのだ。ならば、自ら降りる方が安全ですらある」

「それも、結局はあの会頭の判断一つだろう？　セザン、お前は悠長にも程があるぞ」

　セザンと呼ばれた黒ひげの男は、ダインのあきれたような言葉にも鷹揚に笑うばかりだ。

「悠長で良いのだよ。結果は動かしようがないのだから。あの商会は傭兵の行方不明と言う異常を世に秘匿できるほどには力があったが、それもそろそろ限界だろう。それまでゆっくりと締め上げればいいのだ」

「だから、その締め上げ方が温いと言っている。傭兵だけといわず、店の者そのものを見せしめにした方が打撃だろう？」

「それでは国が動くのだと言ったはずだ、ダイン」

　黒ひげの男セザンは、欲に満ちた眼のダインに言い聞かせるようだった。

　そもそも、皇国の政商であるあの商会の人員と、そこに雇われる傭兵と言うのは、立場が違うのだと。




　彼らが今標的としている、皇国の正式な政商であるあのグラメシェル商会の者達は、皇都の都民である。

　彼らは明確に皇都の臣民であり、国から庇護される存在だ。

　下働きの徒弟であろうとも、手を出せば皇国が動く。




　対して傭兵は、この皇国での実態を語るなら、各領地の領民の枠を外れた生き方を望んだ者たちの内、戦いをその生きる道として選んだ者達だ。

　つまり傭兵は正確には皇国の臣民ではない。

　極論を言えば、国に庇護されていない存在なのだ。

　無論だからこそ国に対しての義務もなく、自由な存在と言える。

　彼ら傭兵は己が腕だけを頼りに、依頼を受け、その報酬で生計を立てる。

　そしてその生き死にや行き先を顧みられることもない。

　たとえ政商に雇われていようが、多少いなくなったところで、皇国は動かないのだ。

「皇国が動かぬように慎重に事を運ばなければならない。だからこそ、傭兵は行方不明であるべきなのだよ。まぁ、置き土産程度を残さねば彼らも気づけないだろうから、『証』はサービスと言うべきかな？」

「面倒なのだがな、あれは。死体そのものを晒した方が俺としては楽なのだが」

「流石に死体が出れば、皇国も動くだろう。面倒なのは判るが、その分の報酬は出しているはずだ。ならばオーダーに従ってもらおう。否と言うのならば、あの槍を返してもらうことになるが」

　商会へ行方不明となった者達の証を残していく作業を思い出したのか、うんざりした様子のダインに、セザンは尚も言い含める。

　そして、槍と言う言葉に、ダインはさもいやそうに顔をしかめた。

「……わかった。仕方ないが、もう暫くお前の依頼をこなしてやる」

「ああ、そうしてほしい。何、君に貸し与えたあの宝珠と槍さえあれば、問題はないだろう。報告では、さしものあの会頭も傭兵内での噂話を止められなくなっていると聞いている。もうあの商会に雇われる者も居なくなるはずだ。そうなれば、最後の一押しを行うだけになる」

「そう願いたいものだな……うん？」

　先に部屋の外の様子に気付いたのは、ダインの側であった。

　このセザンが主である部屋に、何者かが近づいてきたのを察したのだ。

　そう間を置かれず、ドアがノックされる。

　主であるセザンが許可を出すと、家人らしき者がやって来た。

　そのまま、主へと耳元で何か伝える。

「どうした、何があった？」

　思わずダインが問うたのは、セザンが何かの報せに如何にも不愉快そうな色を浮かべたからだ。

「困ったことに、思った以上に傭兵の中には愚かな者が居たらしいのだ」

　そういうと、セザンはダインへと眼を向ける。

「グラメシェルに護衛の押し売りをした傭兵が居るらしい。ダイン、仕事をしてもらうぞ」
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　それが、つい昨日の事であった。

（セザンめ……悠長なくせに臆病なのだ、あいつは）

　ダインは、早朝に『証』を商会に届ける仕事を果たした後、自身の拠点で身を休めていた。

　この拠点は一見ごく普通の家屋であるが、入り口が存在していない。

　普段は隠された地面の下にだけ入り口があり、手下である土の精霊使いのカーティスの力が無ければ容易に入り込めないのだ。

　何故ここまで厳重に隠されているかと言えば、この拠点には傭兵たちから奪った武器や装備他の物品の保管場所でもあるからだった。

　本来ならば仕事中に得た傭兵たちの装備は売り払うなどの処分をしたい所なのだが、今行っているセザンの仕事の途中はそれができない。

　ダインらが手にかけた傭兵たちは行方不明でなければならず、もし装備を売りに出した場合に辿られる可能性をセザンが憂いたのだ。

　事が全て終われば手放しても良いと言われてはいたため、全てこの拠点に集めてある。

　他にも拠点はあるのだが、この入り口の無い拠点が最も保管場所として優れているのは明らかだった。

　セザンの仕事を受けるようになってからは、ダインは複数の拠点を手に入れていた。

　それは主に裏仕事の為に必要であったからであり、例えば死体の処理に使用している地下室もその一つである。

　今ダインとその手下たちがこの拠点に居るのは、思いのほかあの傭兵の餓鬼が持っていた装備が質の良い物だったからだ。

「すげぇ……兄貴、この杖と服はとんでもない代物ですぜ！」

　あくまで武器の扱いに長けるだけのダインではわからなかったが、精霊使いのカーティスが言うには、術者向けの装備としてあの餓鬼の身に着けていた装備は破格であったらしい。

　普段なら他の動きやすい拠点で次の仕事までの時間を過ごすのだが、直ぐに装備を保管しないと心配だとカーティスがわめいたのだ。

　ダインとしては、何か事があった場合に動きにくいこの拠点で過ごしたくは無かったが、カーティスの心情も理解はできたので許容していた。

　今はセザンからの制限で自分達のモノにすることも、売り払う事も出来ないが、事が終わったらカーティスは自分のモノにするつもりのようだ。

　ダイン自身も、傭兵たちから奪った装備の中の幾つかは、後々自分のモノにするつもりであったのでそれは構わない。

　とはいえ、武器は求める必要は無いのだが。

　ダインは、寝る間も傍に置いた、今は愛用となった槍を見る。

　この槍を手にしてから、元はただの流れの傭兵であるダインは変わったのだ。




　セザンが言うには、この槍は殺した相手の力を奪うのだと言う。

　実際、今まで多くの傭兵を殺して来たが、その度にダインは己の力が増していったのを実感している。

　昔は、大剣使いのベンと大きく実力は変わらなかったものだが、今では圧倒的な差が開いていた。

　同時に、今のダインは大きく変貌したモノがある。

　それは心だ。

　強さを求める衝動が、己の中で際限なく膨れ上がっている実感がある。

　それは、槍への依存と同時に殺人衝動にもつながっていた。

　だからこそ、商会の者も殺そうとセザンへ何度も持ち掛けたのだ。

　だが、あの雇い主は首を縦に振らない。

　とんだ臆病者だと、ダインはあの黒ひげを断じていた。




　ダインにとって、セザンという男は素晴らしい槍をもたらした恩人とも言っていい。

　ある日流れの傭兵として皇都にやって来たダインとその仲間を、あの男は好待遇でまずは護衛として雇ったのだ。

　しばらくごく普通の仕事をやり取りした後、セザンはダインにこの槍を渡して来た。

　そして、グラメシェル商会相手の工作を依頼してきたのだ。

（皇国の政商とやらは、そんなに欲しい地位なのか？）

　あくまで流れの傭兵であるダインには、セザンがそうまでして政商の地位を求める理由は判らなかった。

　そもそも、セザンと言う男は領地持ちではないとはいえ、あの男は貴族の一人なのだ。

　確か子爵であり、同時にグラメシェルが退いたのであれば、皇国一の政商を狙える程度に力のある商会を抱えているのだ。

　政商でなくとも、十分な力を持っているようにも思うが……

（それとも、あの男も俺と同じなのかもしれない）

　ダインは力を手に入れた今も更なる力を求めている。それと同じく、セザンも力を求めているのではないか？

　そして、力を求めていると言えば、もう一人だ。

「…………」

　つい最近仲間に引き入れた、腕利きの弓使い。

　丁度ひとつ前の仕事で獲物を狩ったばかりのダイン一行に、この男はどうやって気づいたのか話しかけてきたのだ。

　怪しい男だったが、あの獲物の動きを止める矢や、他にも狩りに都合の良い技を見せたこの男は、ダインたちにとって有用なのは確かだった。

　幾らかの葛藤の後に、ダインはエフとだけ名乗ったこの男と組むことにしたのだ。

　このエフを名乗る弓使いも、ダインには力を求めている様に思えた。

　まるで、失った力を取り戻そうとしているような……。




　そんなことを考えていると、

「っ!?」

　不意に空気が肌に刺さるような感覚を覚えた。

　同時に、盗賊のアバルが慌てたように周囲を見回す。

「何だ!?　何が起きているってんだ？」

「判らねぇ!?　急に空気が変わりやがった！」

「クソッ！　そんなの決まっている！　敵だ！」

　慌てたように騒ぐ手下たちを横目に、ダインは槍を構えた。

　この拠点には窓も無く、出入り口は土の精霊に命じて開かせる地下道だけ。

　だが、変わってしまった空気が、敵がどこからでもやってくると言う確信をダインに抱かせていた。

　それが正解だとでもいうように、弓使いのエフは、弓を手に壁に向かって構えている。




　そして、そいつらは現れた。




　まず始まった変化は壁だ。

　弓使いが矢を向けた先、壁の向こうから微かに何者かの声が聞こえたかと思うと、拠点の壁が身じろぎした。

「何!?」

　訳も分からず見やる事しか出来ないダインの前で、拠点の壁が動き、変化し、ヒトガタを為した。

　ズン、と思い足音を響かせて、元はレンガ混じりの土壁であったそれは、重厚な戦士の姿に変じていたのだ。

　即座に弓使いが矢を放つ。

　放たれた矢は、ヒトガタの横をすり抜けその背後に吸い込まれようとするものの、

「チッ！　厄介な！」

　素早く動いたヒトガタの手に阻まれた。

　そして、壁が人型になり失われたならば、その向こうが見えるのは必然であり……

「……見つけたぞ、お館様を辱めた賊めが」

　凄まじい怒気を放つ一団がそこにいた。

　あの商会に護衛の押し売りをしていた者たちが。

　そして、その者も。

「お、お前はなぜ……確かに殺したはずだ」

「……いい趣味しているな、オイ」

　何故か女ものの服を着ている、殺したはずの者を見て、ダインは自らの目を疑った。

　弓使いは、その女装少年の姿を、意外そうに嘲笑う。

　同時に今は少女でもある少年は、女体化の偽装が全く通じていないことに絶望し、某大魔王へ内心で恨み言をひたすら連ねるのだった。
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　正直なところ、僕を襲った襲撃者達を探すのは、それなりに骨を折ったのだ。

　幸い僕自身は襲撃してきた男たちの顔を見ることができていた。

　そして、襲われた傭兵たちも、死んでいた間の記憶は無いにしても、襲撃の記憶は残っていたのだ。

　同時に、その素性も知る者も。

「連中はダインって奴がリーダーの流れの傭兵のチームだ。間違いない」

　そう語ってくれたのは、レオナルドも信を置いていたという長く商会で専属の護衛をしていたフェリドというハルバード使いだ。

　話を聞くと、傭兵仕事の斡旋所で確かに顔を見た事があったらしい。

　チームの内訳も、精霊屋のカーティスに大剣使いのベンと元盗賊のアバルと、襲ってきた連中としっかり合致する。

　ただ、その情報にも、『プレイヤー』らしい弓使いの話は無かったので、やはり最近行動を共にするようになったのだろう事しか分からない。

　そこからは早かった。

　被害にあった傭兵たちも同業者の情報はある程度握っていたのだ。

　しばらく前からダインのチームは余り姿を見せなかったそうだけれど、これはグラメシェル商会の護衛が襲われ出したころと一致する。

　そしてその姿を見せなくなる前に、彼らが専属で仕事を受けていた相手が浮かび上がってきた。

「なるほどなるほど、ペリダヌス家と。いやはや、これはこれで捻りがない」

「知っているんですか？」

「ええ、ペリダヌス家は貴族なのですけどね、商売もしているのですよ。領地を持たない法衣貴族が俸給以外も家の力を増そうと商売に手を出すのはままあることなのですけどね。その中でも成功している家の一つです」

　何でも、南西の陸峡地域の先、中近東諸国との貿易で財を成したらしく、最近では新興のグラメシェル商会に追い抜かれたものの決して侮れない力を持っているとか。

　同時にグラメシェル商会が現在皇国に特に重用される現状に不満を持っているらしいとも。

「とはいえ、ペリダヌス家が黒幕である決定的な証拠は現状有りません！　仮にも貴族相手に証拠不十分の状況で逆撃するのは無謀！　となると実行犯を先に押さえてそこから辿るのが筋と言うモノ！　……と言う事で、皆さんに依頼をしたいのですけどね？」

　そういえば、レオナルドに僕達は雇われたまま。

　昨日の段階ではまだ特に何をすると言うのは無く、仕事を受けると言う契約だけ結んでいた状態だった。

「実行犯の確保をお願いしましょう。できれば、五体満足で」

　とはいえ、その言葉は仲間たちにとっては少々受け入れがたい物だったようだ。

　僕を殺した襲撃者達を、ゼル達は決して許す気はないらしく、今朝僕の生首を見たときのような殺気が僅かに溢れている。

　だけど、レオナルドはそんな皆に対しても引かない。

「色々言いたいことはあると思いますが、ここはこちらの顔も立てていただきたい！　何しろ、恨みを晴らしたいのは貴方たちだけではなくこちらも同じ！　ならば恨みを晴らす為の『元』を、『初めは』十全に確保するべきとは思いませんか？」

　彼の視線の先には、僕と同じくダインという傭兵チームに殺された商会に雇われた傭兵たち。

　彼らは死んでいる間の記憶はないけれど、襲撃された記憶は残っている。

　確かに、彼らも恨みは晴らしたいのは理解できる。

「それに、まだ正気の時点で色々話してもらわなければ、糸を引いていたであろうペリダヌス家を叩く証拠になりません！　資金のある貴族を相手取るには万全の状況と証拠が必要なのですよ！」

　そう言われてしまうと、仲間たちも思いとどまらざるを得ない。

　実行者だけに恨みを向けた結果が、裏で手引きした者の放置というのは、確かにいただけないと言える。

　勿論力ずくでそのペリダヌス家を叩くこともできるけど、それはここまで極力僕達『プレイヤー』の力を隠してきたのが無駄になる。

　そうなると、取り得る手段は限られていて、レオナルドの言うとおりに襲撃者を捕縛するのが最適と言えるだろう。
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　こうして、僕達はダインという槍使いを探すことになった。

　レオナルドと復活した傭兵たちは、そのまま商会本店に戻っている。

　復活した傭兵は身ぐるみはがされていたので面倒を見なければいけないらしいのと、レオナルドもペリダヌス家を相手取るのに準備が必要だという事らしい。

　実際、一緒に行動されると僕達の動きや能力も制限されるから、これは有難かった。

　何しろ、この広い皇都で特定の人物を探すのに、普通の方法では時間がかかり過ぎるからだ。




　襲撃者達は、槍使い以外はさほど強くは無かったけれど、自分たちの痕跡を消すことにかけては優秀だったのだ。

　僕の血の匂いをよく知る吸血鬼のマリィが、襲撃後僕の後を追えなかったのだから。

　彼女の話を聞くと、血の匂いで僕を追おうとしても、皇都のあちこちで匂いが途絶えて追跡が難しかったそうだ。

　それは無理もないだろう。僕の首をあの槍使いに運ばれている間、幽体としてその行動を見ることができていたけれど、あの襲撃者達は巧みだった。

　移動中に何度もＰｖＰ用空間を展開して人込みや人目を避け、ときには精霊使いの力で地中を移動するなんてことを駆使していたのだ。

　かつてのＭＭＯＲＰＧ アナザーアースでのＰｖＰ用空間は、大規模戦闘専用空間のように周囲の状況を完全に再現した仮想空間を作り出すモノだった。

　そして、その中で移動した後通常の空間に出ると、通常の空間側でも移動した先に出現する仕様だったのだ。

　これでは聞き込みをしても行方が分かるはずもないし、血の匂いもあちこちで途切れてろくに追跡も出来ないだろう。

　だから僕を、そしてグラメシェル商会に雇われていた傭兵たちを襲った者達を探すには、別のアプローチが必要になる。




「さて、足取りを巧妙に消している相手だけど、だからこそ手掛かりはあるんだよね……ここの、精霊術の痕跡を辿れる？」

「無論ですえ、主様。仙術にて陰陽五行の気を辿るは基本でありますれば」

　あのダインたちは、足取りをＰｖＰ用空間と土の精霊術での移動で隠蔽していた。

　逆に言うと、精霊の働きが強く残る場所は、あの襲撃者達の移動経路に関わるという事。

　九尾の狐であるここのは、その実陰陽術の系統の高位称号〈仙術師〉を修めた仙女でもある。

　土行の気もまた彼女の扱う五行術の中の一つだ。

　あの精霊屋と呼ばれた精霊術師は土の精霊術を得意にしていた。

　この皇都は大規模な都市ではあるけれど、逆に言うと土の精霊が強く影響を残すと言うのは珍しい。

　つまり土の精霊の痕跡を追っていけば、足取りをいくらか辿れると思ったのだ。




　ただ、それだけでは完全に足取りを辿れない。

　皇都は都市である以上、主な道路は石畳で舗装されている。

　そしてそういう場所は人目も多く、襲撃者達は別空間であるＰｖＰ空間を展開して通り抜けたらしく、足取りが途絶えるのだ。

　これも、逆に言えば判り易い。

　現実に重なる別の空間を展開するような強力な術である以上、何らかの魔力の痕跡は残る。

　僕の仲間には、その存在が魔力と強く結びついた悪魔であるリムが居るし、今は大魔王であるラスティリスまで同行して居るのだ。

　皇都全体に守護の魔法がかかっている関係上、痕跡もある程度の時間で消えてしまうらしいけれど、１日程度なら十分に追える。

「ミロード、此処ですわ。ここでミロードの匂いが途絶えます！」




　そして、僕の血の匂いの痕跡が途絶える区間を別方法で補完できたリムは、皇都の片隅のとある一軒家にまでたどり着いていた。

　彼女が言うには、この家の手前で最後の痕跡が途絶えているのだと。

　実際、その家は少々怪しい。

　ぱっと見は何の変哲もない家なのだけれど、入り口が無いのだ。

　何処か別の家と地下で繫がっているのかと思う所だけれど、これは違うのだろう。

「確かに土の気が大きく変化した名残がありますえ。主様、件の土の式使いの仕業かと」

　ここのが言うには、この家の出入りには精霊を使って地下を行き来する必要があるのだとか。

　用心深いと言うかなんというか……

　ただ、この家には入り口がないだけで、小ぶりな窓や僅かな隙間などはあるようだ。

　なら、もう少し確かめてみよう。

　僕はグラメシェル商会に設置した〈魔法の目〉をここでも作り出す。

　ピンポン玉程度のこの魔法の目なら、僅かな隙間からこの家の中に入り込めるだろう。

　実際三角屋根の端に僅かに隙間があって、目はそこから中に入ることができた。

　ずっと視点を動かしていくと……居た。

　何とも嬉し気に僕の着ていた服や杖を振り回す精霊使いと、そんな男を呆れたように見る剣使いと盗賊崩れ。

　あの槍使いはそんな三人には我関せずと、愛用にしているらしき槍を手入れしている。

　特に目を引くのはあの槍だ。

　槍使い本人は目がギラついている以外は特に特徴は無いのだけれど、槍だけは改めてみても異様な雰囲気を放っている。

　変な言い方をすると、槍使いはあの槍に奉仕しているような、そんな印象まで持ってしまう。

　実際、そういう持ち主を操るような魔剣の話はかつてのアナザーアースでもクエストの種として存在していたし、最近ではナスルロンのフェルン侵攻で妙な指輪が持ち主を変貌させた話もある。

　あれは、持ち主よりも槍そのものを警戒するべきかもしれない。




　そこまで見たところで、僕は魔法の目を消した。

　もう、必要なものは見た。

　今槍使い達は休んでいるけれど、何時動き出すか判らない。

　なら先制するなら今だ。

「今なら、不意を打てる。足止め役を作って壁抜きするから、みんなは各自で捕縛を頼むね？　ホーリィさんは〈見果てぬ戦場〉を最小範囲で」

「了解よ～」

　仲間たちに告げると、僕はとある魔法を詠唱する。

　同時に、ホーリィさんは念のために持ってきていた〈見果てぬ戦場〉で、大規模戦闘専用空間を展開する。

　これは、向こうが〈殺戮劇場〉を展開するのを妨害するためだ。

　同じ系統で別空間を展開する〈見果てぬ戦場〉と〈殺戮劇場〉だけど、同じエリアに別空間は両立しないと言う制限があった。

　つまり、先に大規模戦闘専用空間を展開してしまえば、ダインたちはＰｖＰ用空間を展開して離脱するのが困難になるのだ。

〈見果てぬ戦場〉も、最小範囲なら家一軒程度のエリアに設定できるし、戦闘の影響を他に及ぼさずに済む。

　そろそろ辺りも暗くなってきたので、天界の発動と消滅時のエフェクトも目立たないはずだ。




　そして僕は、創造魔術系の魔法を唱える。

　この魔法を僕はＭＭＯの時代、何度も使ってきた。

　効果は、周囲の素材を元に１戦闘用の前衛を作り出す、簡易ゴーレム作成魔法。

　この場合の周囲の素材は、ダインたちがいる家の壁だ。

　見る間に外壁といくらかの周囲の地面を巻き込んで、レンガと石と土で出来た魔像が立ち上がる。




　その魔像の先、四人の襲撃者達を見つけて、僕の仲間たちは一気に殺気を放ち始めた。




　さぁ、お礼参りと行こうか！
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（ちっ、こいつらが何だかは判らないが、付き合っていられるか……）




　ダインは、死んだはずの者が居たことにあっけに取られては居たが、すぐさま行動に移っていた。

　目の前に立ちふさがるのは、明らかに手練れの者達と、壁から変化した得体のしれない石の像。

　力を得た己はともかく、手下達では荷が勝ちすぎる。であるならば、即時に撤退するに限るだろう。

　利き腕に愛用の槍を構えながら、もう一方の手は懐の魔法の宝珠を握り締める。

　セザンから借り受けたこの宝珠は、持ち主が望んだ者だけを不可思議なもう一つの世界へと送り込む。

　本来の世界とそっくりなその世界を利用して、ダイン達は誰にも知られずに移動し、傭兵たちを狩って来たのだ。

　今とて宝珠に念じれば、もう一つの世界へと行けるはず。

　そう思って宝珠を手にしたダインだが、一向に何も起きる気配がない。

（馬鹿な!?　何故何も起きない!?）

「兄貴、ヤバイですぜ……さっさとズラかりやしょう……兄貴？」

　困惑の色を浮かべるダイン達へ、殺したはずのガキの声がかかる。

「ああそれ、今は使えませんよ？　ここは既に別の世界ですから……さっき世界が変わった事に、気が付きませんでしたか？」

　確かに、ダイン達も感じていた。

　壁が石の像に変わる寸前、空気が全くの別な様相へと変じたことに。

「ああいう世界は、そう幾つも重ねられないものなんですよ。その様子だと、知らなかったみたいですね……そんなわけで、逃がしません」

　殺す前は少年であった少女の告げてきた言葉を理解するにつれて、明らかに狼狽するダインとその手下達だが、状況は既に動き始めていた。

「どこを見て居る狼藉ものめが!!」

「…ッ！！！」

　唸りを上げて上段から振り下ろされる大剣を、ダインは咄嗟に両手で槍を構え辛うじて受け止めた。

　ギリギリと己の眉間に迫る刃は、全力で支えねば一刀の下に切り伏せていたであろう。

　手練れと思しき者達の一人、大剣を構えていた男の踏み込みはそれほどであった。

　仮にも力を得たダインをしても、冷や汗が噴き出るほどに。




　同時に、他の者達もダインの手下たちに向かって動き出していた。

　いずれも見目麗しい女ばかりだったが、今この時は見とれていられるものではない。

　むしろ目を引く美貌に浮かぶ冷徹な殺意は背筋を凍らせるばかりだ。

　都合三人。精霊屋のカーティスには何やら紙束を手にした術師らしき女が、大剣使いのベンには鎧を纏い剣と盾を構えた女が、盗賊崩れのアバルには黒い法衣を着た女がそれぞれに向かっていた。

　更には、壁の穴には殺したはずの餓鬼と不気味な石の像、そしてもう一人見た事もないような醜女がいる。

　そしてもう一人、奥に居るメイスを構えた女がいる。

　だがそっちは、新入りの弓使いが凄まじい勢いで矢を放っていた。

　腕利きである弓使いのエフの執拗な狙いから、あの女がこいつらの要だという事なのだろうか？

　エフの放った矢は、悉く石の像が阻んでいるものの、その狙いが正確な為か後ろにいる連中はそれを防ぐのに躍起だ。

　とはいえ、ダイン達も使い手を一人封じられているも同然とも言え、これはダイン達を決して逃がさないと言わんばかりの布陣であった。




　力量に優れるダインが仮に手下を見捨てて逃げようにも、未だ何をするでもなく状況を見守っている醜女が気になる。

　見目は悪いが隙が見えないあれに足止めを受けようものなら、背後から大剣使いの男に切られるのは明らかだ。

　仕方なくダインは目の前の男に集中する。

　背後から早々に手下たちの悲鳴が聞こえ始めるが、構っている余裕などない。

　大剣を握る大男の圧力は凄まじいものなのだ。

　ダインがこの槍から力を得ていなければ、到底支えられるものではなかった。

　必死になってこらえるダインを見て、大剣使いの大男……ゲーゼルグは何が不満なのか、圧力をかけたままため息を漏らす。

「お前、何を……」

「同じ槍使いでもここまで差が出るもので御座るか……」

　それは完全に当てが外れたと言うような物言いであり、ダインを激高させた。

　この槍を手にし、力を得て以来、こうまでとるに足らぬというような言われようは初めてだったのだ。

　しかし幾ら怒ろうが、大剣はビクともしない。

　むしろ今もジリジリと圧力を増してきていた。

「先だっての戦にて、至高の槍使いと刃を交えたが……かの御仁と貴様を一瞬でも比べた我が愚かであった」

「何を、訳の分からない、事を……っ！」

　ゆっくりと押し込まれ、押されていく。

　一瞬でも力を抜けばそのまま切り伏せられるのが明らかであるために、ダインは力をいなす事も出来ずにいる。

（このままでは……押しつぶされる?!）

　内心に浮かんだ予想図に慄きながら、ダインは必死に槍を掲げ圧力に抗った。
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　精霊屋と呼ばれるカーティスは、運よく見つけた『門』の中で、精霊の使役法についてかかれた書物を得た精霊使いだ。

　特に土の精霊と相性が良く、相手の足元を封じたり、自在に土中を移動したりするなど、その力を使いこなしていた。

　だからこそ、カーティスはダインの手下の中でも自尊心が強く、同時にダインすら内心下に見ていたこともあり、宝珠の力が封じられたとわかると、他の全員を見捨てて一人逃げ出そうとしたのだ。

　この拠点の本来の出入りにはカーティスが精霊を使役して土の中を通る必要がある。

　逆に言うと、カーティスだけなら一人でも逃げられる。

　他の奴らは逃げられないだろうが、ただ腕っぷし頼りだけの連中と有能な自分とでは価値が違う。

　そう嘯うそぶいたカーティスは、一人だけ逃げ出そうとしたところを、金髪の女に回り込まれていた。

「そなたが精霊使いじゃな？　まったく手間取らせてくれたものよ……」

「な、何だてめぇは!?　邪魔するんじゃねぇ!!　土よ！　こいつを押し包め！　地の底へ引きずり込め!!」

　どうもカーティスと同じように、門の中で術を得た傭兵女の様だ。

　何やら文様が描かれた紙を手にしているが、何のつもりだろうか？

　構わず、カーティスは土の精霊に命じる。

　回り込まれたが、土の精霊に全身包まれてしまえばどうという事もないだろう。

　その隙に逃げだせばいい。




　そう思っていたのだ。

　しかし普段カーティスの言葉にすぐさま応える土の精霊が、一向に反応しない。

　まるで怯えて息をひそめているかのように。

「お、おい！　土の精霊！　何してやがる!?」

「無駄よ。そなたの得意とする土の精霊は力を振るえぬ。妾が土克符を手にして居るがゆえにな？」

　慌てるカーティスへ、金髪の女、九乃葉が無慈悲に告げる。

　彼女が修めている仙術は、非常に汎用性が高いが同時に事前の準備が必要となることが多い。

　特に符と呼ばれる術を込めた紙の護符を事前に作成することで、実際の術の行使の際の詠唱や集中を極端に簡略化することが可能だった。

　今、彼女が手にしているのは、仙術における属性術である五行術の一つ。土行を克する木行の力を込め、周囲の土の属性を封じる符であった。

「そ、そんな馬鹿な!?　俺の力が……」

「そなたの力ではなく、土の精霊の力であろう？　……さて、では手早く片付けるとするかの」

　追い詰められた鼠のように落ち着きをなくしたカーティスに、懐より新たな符を取り出し歩み寄る九乃葉。

　その姿は、獲物をいたぶる狐そのものであった。
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　大剣使いのベンは、手の中のモノを見つめて呆然としていた。

　使い慣れた愛用の大剣、それが柄だけになっていた。

「は……？　え、何だこりゃ？」

「その剣でミロードに切りかかったんですってね？　……そんな剣、存在する必要も無いわねぇ？」

　ただの無造作な片手剣での一閃でそれを為した女は、声色だけは優し気に、それに反して一切の温かみの無い視線でベンを見据えていた。

　こんなはずはない、とベンは呻く。

　愛用の剣は、ダインの槍と同じく例の男から与えられたものだ。

　この剣は当たりさえすれば、いかなる鎧さえ切り裂ける魔力を秘めていた。

　今でこそリーダーであるダインが槍の力で実力を増しているが、もし仮にダインとベンが戦う事になっても勝てると考えていた。

　その自信の源である魔剣が、根元から断ち切られていた。

「何を考えているかは知らないけど、中級位階が扱える剣なら、そんなものよ？　その剣は防具へダメージを与える魔力があるみたいだけど、同じような力で上の位階の武器とぶつかればこうなるのは自明よね？」

　そう告げるのは、鎧と片手剣と盾と言うオーソドックスな装備構成の女だ。

　彼女リムスティアは、普段こそ種族である淫魔のイメージ通りの煽情的な露出度の高い服を好むが、こと真剣に戦いの場に赴くときは、騎士系称号である〈闇騎士〉の装備を身にまとう。

　闇騎士は、装備の効果により、敵対相手への物理的な妨害効果を多く発動できる。

　今回の例でいえば、相手の武器の耐久値に直接ダメージを与えたという事になる。

　特に彼女の装備はかつて夜光が入念に選んだ上級位階の最高クラスのものだ。

　この世界の人間は基本的に中級位階までしか至らない以上、装備可能な武器もそれに準じる。

　装備の格差で鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、ベンの大剣は一撃で耐久値を消し飛ばされたのだ。

「く、来るな！　来るんじゃねぇ!!」

「そんなこと言わずに遊びましょう？　貴方は楽しめないでしょうけど、いいわよね？」

　せめてもの抵抗に柄だけの剣を掲げるベンだが、本来のリムスティアが相手ならば、そのような機会すらない。

　リムスティアは、かつて彼女の主を傷つけた悪徳衛視のように一目でベンの意識を奪い、終わらない悪夢へと閉じ込めることも可能なのだ。

　しかし今相対しているのは、彼女の主を殺した者達だ。

　ならば意識だけではなく、相応に肉体も罰を受けるべきだと彼女たちは考えていた。

　何、多少欠損したところで、レオナルドなる男に引き渡す前に五体揃って居れば問題ない。

　久しく振るう事の無かった闇騎士の技を振るいながら、リムスティアはそんなことを考えていた。
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　エフと名乗った弓使いは、ただ一つの意識に縛られていた。

（殺す！　コイツを殺せる!!　やっぱりこいつも此処に居やがったんだ!!）

　次々と様々な効果を持つ矢を放つ。

　その全ては、ホーリィへの急所へと違えず突き進み、

「させない！」

「これ位なら!!」

　夜光の操る簡易魔像やそしてホーリィ自身の防御によって、悉く阻まれていた。

　だが、エフを名乗った弓使い……いや、かつて初心者狩りを愉しんでいたＰＫプレイヤーキラーの一人、フォルテというキャラを操っていた男にとって、そんな事はどうでも良かった。

（ようやく、俺を通報したやつを、俺の邪魔をしたあの女を殺せる!!）

　その一念に縛られていたのだ。




　かつて男は、日常の鬱憤をモニターの向こうの世界の悪質プレイで発散する一人のプレイヤーだった。

　それも、通常のモンスターではなく、現実に操る人間がいるプレイヤーキャラを甚振ることで、発散するタイプの迷惑プレイヤーだ。

　万が一逆襲されないように、強さに差がある初心者プレイヤーばかりを狙っていたこの男は、最終的に運営からアカウントを停止されることになった。

　更に、それだけでは無い。

　そういったプレイを行っていた事を、仄めかしていたためにＳＮＳのアカウントが炎上、リアルの生活にも影響が及び、心を病むこととなったのだ。

　その結果、男はアナザーアースの多くのプレイヤーに、特に手にかけた初心者プレイヤーやそれに関わるであろう者達に強い怨みを向けるようになった。

　この時問題だったのが、この男がそのＰＫプレイヤーキラー行為を映像などで記録していた事だった。

　一種の勲章めいて自己のＰＣにその様子を動画として保存していたため、恨みを向けるキャラクターの名前等の記録が有り、そこから入念に復讐相手を調べる事が可能だったのだ。

　所属していたサーバーや、公式ページのキャラクター情報、更にはそこからＳＮＳのアカウントとの関連性を調べて行ったこの男は、最終的に何人かのプレイヤーを特定するまでに至っていた。

　特に、契機になったのが、アナザーアースのＶＲＭＭＯへの移行に伴うコンバートだ。

　フレンド間で移行後のサーバーの選択をやり取りする情報は、アカウントとＳＮＳとの紐づけを容易にしてしまった。

　そして、アナザーアース終了の夜が来る。




　傍から見れば逆恨みとしか言えない動機からの凶行は、とあるプレイヤーの自宅への強襲にはじまり、紆余曲折を経て、被害者がとあるファミレスに逃げ込んだことで更なる運命の悪戯を引き起こす。

　腹を刺され倒れたウェイターに、投げられたナイフに背を貫かれたウェイトレス。

　男の叫びに反応した両者は、奇しくも男がアナザーアース内で殺し、同時に報復として倒された相手達だった。

　そして男もまた、同じ運命をたどる。

　恐慌をきたした初めの被害者に、落ちていたナイフで刺されたのだ。




　そして、その男が気付くと、この地にたどり着いていたのだった。

　停止されていたアカウントのままに、フォルテと名付けた自キャラの姿となって。

　男は混乱したものの、結局外の様子を見るために、そして空腹に耐えかねて『門』の外に出、そしてこの地が男の知らない異世界だと知ることとなる。

　運が悪かったのは、門の外の様子を見るためにマイルームを開けた際、その隙をついて忍び込んだ者がいたことだ。

　ひとしきり付近の町まで足を延ばし、マイルームに戻って来た男の目に飛び込んできたのは、がらんどうになったマイルーム。

　そこから、何の伝手も無く、また過去の拡張の頃にアカウントを停止されたせいでこの世界でも絶対者とは言えない程度の力に留まったフォルテは、自分の装備を追い求めて流れに流れ、遂に辿り着いたのが皇都であったのだ。

　そう、フォルテがダイン一行に近づいたのは、彼の元々使用していた装備やアイテムを追っての事だった。

　そして、自身の過去と同じような手口を使うダイン達に興味を持ち、何らかの形で利用できないか、そう考えていた矢先に夜光が獲物となった。

　その手練にひとまず利用価値を認め、今後を考えていた際に、この襲撃が起きたのだった。




　そこで、フォルテは見る。

　忘れもしない、初心者狩りの際に邪魔だてし、更には男を通報したであろう女を。

　潰し屋聖女ホーリースマツシヤーなんて気取った通称で呼ばれていた女を、男は忘れるはずも無かった。

　瞬間、頭に血がのぼる。

　こんな訳の分からない世界に来たのも、アイテムを失い苦労したのも、そもそも楽しく初心者狩りをしていたのを邪魔されたのが原因だと。

　故に、

（殺す！　殺してやる！！！）

　フォルテは他の者が見えないほどに、荒れ狂う。狂ったように……いや、とうの昔に男は狂っていたのだろう。

　だからこそ、その時はやって来た。
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　仲間たちがそれぞれに獲物を定め向かう中、マリアベルは違和感の中にいた。

　彼女が向かったのは、愛しきマスターへと毒のダーツを投げつけたという、汚らわしき盗賊じみた男だ。

　蘇らせた被害者たちから話を聞くと、精霊使いの足元からの拘束とこの男の麻痺毒で何もできなかったものが殆どであった。

　精霊使いには精霊術の封印を行える九乃葉が押さえに向かい、こちらの毒使いは種族特性から毒が効かない吸血鬼のマリアベルが向かうと事前に決めていたのだが……

（おかしいわ……こんなこと、有り得ない）

「………どうした、俺に何かするんじゃねぇのか？」

　軽薄そうな笑みを浮かべる男の前で、マリアベルは吸血鬼としての感覚が告げる事実に、気付いてしまったのだ。

（この男、もう、死んでいる!?　表面的には生きているように見えるけど、この男からは命の匂いがしないわ!?）
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　マリアベルは、真祖吸血鬼である。

　多彩な吸血鬼としての能力と、吸血鬼にとっての致命的な弱点である太陽等を克服した真祖は、アンデッドとして生者を自然に感知する能力がある。

　それは主に血の匂いとして認識されるのだが、その感覚が告げていた。

　目の前の男は、死んでいるのだと。

　一見呼吸もしているし、体温も脈もあるように感じるだろう。

　しかし、血の匂いは偽れない。

　生きているように見せかけているだけだ。

　まるで同様に生者を装うマリアベルのように。

　だが、マリアベルとこの男とでは明らかに違う点があった。

　吸血鬼の能力には、視線を合わせた異性を意のままにする〈魅了の視線〉があるが、それも効果がない。

　この男に効かないのではなく、意志も意識もない死体だからこそ無意味なのだ。

　故に、だからこそ……マリアベルは困惑する。

　目の前のコレはいったい何者なのか？

　生者であるかのように振る舞い、言葉を話しているように擬態した死体とは？

「ははっ、その様子だと気づいたか。いいぜ、それで良い。ようやくかかった極上の獲物なんだからな……雑魚に付き合って来たかいがあるってもんだ」

「……何者なの？　他のお仲間はお前に気付いていないみたいだけど……よく隠し通せたものね？」

　マリアベルが自身の様子を察したと見たのか、盗賊の男は楽しげだ。

「ああ、この身体に関しては気にするな。適当に操っているだけだからな。今まで気づけた奴は碌に居ない節穴ばかりで、いい加減飽きてきたのだが……丁度、良い身体も見つけたところだ。これで俺も動き出せるってもんだ」

「操っている……？　もう一度、聞くわ。何者なの？」

　目の前のモノは、明らかに侮ってはいけない存在だとマリアベルの直感が告げていた。

　密かにほんの少し体勢を変えると見せかけて、自らの背後に愛しきマスターを隠す。

　そんなマリアベルの様子を知ってか知らずか、盗賊の男を装う死体は、懐から短剣を取り出した。

　抜き身の短剣は、刀身にうっすらと暗緑色の液体を滴らせている。

　それはかつてのアナザーアースにおいても度々見られた、毒生成の魔力を持つ魔法の短剣に見えた。

　だがその滴る毒とは別に、おどろおどろしい不穏な色合いの淡い光が、柄に埋められた宝石に宿っても居た。

「ああ、紹介しよう。コレが今の俺だ。ついでに言うと、この身体はもう捨てるから好きにしていいぜ？」

「なっ!?　何を!?」

　次の瞬間、盗賊めいた死体は目にも留まらぬ速さで腕を振るった！

（投擲!?　マスター!!）

「ギャァッ!?　な、何しやがるアバル!?」

　男が短剣を投げつけると見たマリアベルは、とっさに身構え主へ害が及ばぬように身を盾にせんとして、目を見張った。

　続けて聞こえた悲鳴は、今まさにリムスティアに全身を浅く切り裂かれて、甚振られていた大剣使いの男から。

　その腕に、先の短剣が深々と突き刺さっていた。

　同時にドサリと響いた音に振り返れば、盗賊の男が地に倒れ伏している。

　マリアベルには判る、その男の身体は生者の偽装を解かれたのだと。

　以後どれほど経っているのか。数舜前までみずみずしく見えていた肌は、毒々しい紫へと変じていた。




　だが悠長に死体を確認している状況にはない。

　変化は未だ終わっていないのだと知らせる悲鳴が、大剣使いの口から洩れ出で、悲鳴へと変わる。

「アバルの野郎！　下手にも程があるだろうが！　……な、何だっ?!　お、俺の腕が!?」

　短剣が刺さった二の腕が、見る間に紫色へと変じていく……まるで、今倒れ伏した盗賊のように。

　その変化はあまりに早く、一呼吸程の間を置かずに大剣使いの顔まで紫に変じる。

　それまでリムスティアの猛攻に恐怖を浮かべていた顔は、今は一切の表情が抜け落ち、目は裏返り、穴と言う穴から緑の液体を滴らせていた。

　恐らくは、毒とあの禍々しい気の両方が、それを為した。

　未だつばぜり合いと言う名の緩やかな圧殺劇を演じていたゲーゼルグとダインを始めとして、この場にいる全員がその変化を目撃していた。

　そして大剣使いは、何事もなかったように顔を上げる。

「あ、あ～……なるほど。思った通り、コイツの身体も大して性能は変わらないな」

「オイ、ベン!?　お前、何を言って……」

　直前まで異様に変じていたはずの顔が、まるで普段のように。

　だが精霊使いには、判った。

　大剣使いが浮かべている表情は、盗賊が浮かべていたモノだと。

　何が起こっているのか、理解が及ぶ前に、更に大剣使いは動き出す。

「ああ、気にするなよ、カーティス。次はお前にしてやる」

「なっ、何を言って!?」

　流れるように自らの腕に刺さった短剣を抜き取ると、今度は狼狽えるカーティスへと投げつけたのだ。

　だが、飛来する短剣の行く手を、半透明の壁が遮る。




「ええい！　世話が焼けるわ！　何故妾が貴様などを庇わねばならぬのか!!」




　手にした符を投げ、空中に障壁を張った九乃葉が、無様に尻もちをついた精霊使いを尻目に不満を漏らす。

　本来彼女達夜光の仲間にとって、襲撃者達は主の仇であり、その命を守らねばならぬなど不満でしかない。

　とは言えこの者達は手下に過ぎず、大本の指揮命令者を叩くには情報を吐ける口は多い方がいいという事情がある。

　九乃葉の目から見ても、既に倒れ伏した盗賊まがいと、同じように短剣を投げつけた直後に倒れた大剣使いは既に事切れていた。

　好むと好まざるとにかかわらず、これ以上生きて語れる口を減らすわけにはいかないのだ。

　蘇生魔法で無理やり復活させる方法もあるにはあるが、蘇生魔法は高位の奇跡になろうとも蘇生対象の生前の善行や悪行という『業カルマ』が多大に影響を及ぼす。

　多くの傭兵たちを殺して身ぐるみを剝いでいた襲撃者達では、悪行の影響が大きすぎて蘇生が困難であろうことは容易に予測がついていた。

　故に夜光の仲間たちは、怒り狂いながらも襲撃者達を殺すまでは追いやらなかったのだ。




　しかし状況は未だ悪い。

　九乃葉の張った障壁に弾かれた短剣は、宙を舞って居たかと思うと、見えない手で投げつけられたかのように、向きを変えて一直線に空気を切り裂き飛んだのだ。




　ザグッ！　と重く濡れた音とともに、その者の胸元から、刃が生える。

　ゲーゼルグにつばぜり合いを強要され、全力で圧力に抗っていた槍使いのダインの胸元から。

　奇しくもそれは、夜光がダインに刺され致命傷を受けたのと同じ場所。

　つまり、槍使いの命は此処で尽きるのだ。

「ケフッ!?　そ、そんな……俺の、力……」

　最後の言葉さえ力を求めながら、大剣使いと同じように槍使いのダインは膝から崩れ落ちた。

　違いがあるとするなら、刺さった短剣がひとりでに抜け、槍使いの周囲をゆっくりと回っていることだ。

　つばぜり合いしていたゲーゼルグは飛びのき、今は夜光の傍で警戒を続けている。

　最早襲撃者は精霊使いのカーティスとそして、もう一人。

「しネッ！　死ねやクソ女！」

　一心不乱にホーリィを狙う弓使いのフォルテのみ。

　そして、射線は通っていた。

「しネッシッ……あ？」

　ズブリと、鈍い音が響く。

　短剣は背中から、弓使いを貫いていた。
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「これはちょっと想定外というか……」




　僕は立て続けに起きた殺人劇にあっけに取られてしまった。

　あの短剣、どうもかなりの厄物のようだ。

　多分ある種の知性ある剣インテリジエンス・ソード、それも持ち主の意識と肉体の支配を乗っ取る明らかに魔剣妖剣の類だ。

　質が悪いにもほどがある。

　とは言え手をこまねくわけにもいかない。

　このまま放置するわけにもいかないし、そもそもあの短剣が言わせたと思われるセリフで、僕達を獲物と認識している風だったのだ。

「ここの！　その土使いはこっちに保護！　他のみんなは何時ものフォーメーションで」

　とにかく、レオナルドから依頼されている襲撃者達の身柄引き渡しの為にも、あの短剣から精霊使いを守りつつどうにかしなければ。

「おお、イキがいいじゃねえか。それだけ気が張れるんなら、お前たちを殺した時の力も質がよさそうだなぁ、オイ」

　僕達の様子を見て、弓使いの身体を乗っ取ったらしい短剣が、その顔をニヤつかせる。

　見る者が自然と不快感を抱いてしまうような、厭な、笑い方だった。

「あら、どうやら〈知性ある剣〉みたいですけど、そこに転がっている剣みたいな運命をお望みかしら？」

　その笑みから僕を守るように、黒騎士装束のリムが前に出て僕をかばう。

　大剣使いの剣を斬ったように、リムの手にする魔剣〈牙折フアングブレイカー〉なら、それも可能だとは思う。

　だけど今弓使いの身体を操るそいつは、こう言ってのけたのだ。

「〈知性ある剣インテリジエンス・ソード〉？　はっ！　的外れたぁこの事だ！　俺様はそんな雑魚じゃねぇ！　俺は滅びそのモノなんだよ！」

　滅び。

　そうだ、僕は直接見なかったけれど、ナスルロン連合のホッゴネル伯爵も、何か指輪のようなものに半ば操られていたと。

　まさか、こいつも……。

　そう僕が考える中、こいつは決定的な名を口にしたのだ。

「俺の名は貪欲アバース！　全てを殺し奪い終わらせる滅びの獣だ！」

　皇都の片隅、重なり合った世界で、滅びの獣がまた一匹、雄たけびを上げた。
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　弓使いの身体を操っているらしい短剣の宣言は、僕達を警戒させるのに十分だった。

「滅びの、獣？」

「まぁ、この世界の連中に話しても分からんだろうがな……いや、そうかお前らもコイツと同じ異邦人というやつか」

　呆然と呟けば、貪欲と名乗ったモノは、そんなことを告げてくる。

　ああ、もしかすると、この『獣』は僕達の事をあまり理解していなかったのか。

　だけど、あの弓使いの身体を得たことで、『プレイヤー』についても知識を得たと。

　そういえば、同じく滅びの獣に影響を受けていたらしいナスルロンの軍のホッゴネル伯爵は、フェルン侯への執着こそあるけど、門の中の『プレイヤー』へ特別に何か意向があるわけではなかったらしいのを思い出す。

　ライリーさんはその力を利用されていたけれど、それは便利で強大な力として扱われただけだ。

〈大地喰らいランドイーター〉も、森の中に出現した門こそ食べてしまっていたけれど、逆に言えばその中にはノータッチだった。

　むしろ、名指しで接触してきた〈傲慢アロガンス〉の方が明らかに異常だったと言える。

（つまり、この獣は単独で動いているだけ？　少なくとも、傲慢と連絡を取り合ってなどいないと考えるべきかな？　コイツのいう獲物というのは、単に力が強いという選定基準に合致しただけということ……？）

　相手は正体こそ何となく察せられたとしても、依然詳細は未知数だ。

　ほんの数言漏らしたセリフから、僕は相手を知ろうと必死に思考を巡らせる。




「〈貪欲アバース〉……貪り飽くことを知らない欲望。そんなモノを名乗るんですね」

「ああそうさ。俺はあらゆる物を手に入れる。それこそが俺だ。お前らも奪いつくしてやろう。お前たちほど力を持っているなら、持ち物も質がいいだろうさ。餓鬼、お前の装備も極上だった。他の連中の物も期待できるだろう？」

　……ある意味、分かりやすい存在みたいだ。

　とにかく、殺し、奪う存在なのだという事が、ほんの少し話しただけでも十分に伝わって来た。

　まさしく強盗そのものの思考と在り様と言うべきか。

　ただ、それだけの存在でもないのは言うまでもないだろう。

　何しろ、世界を一つ滅ぼす直接原因の一翼を担う存在だ。

　僕が遭遇した〈大地喰らいランドイーター〉や、ホッゴネル伯爵を異形化させた指輪、そして〈傲慢アロガンス〉と名乗った男。

　それらと同類であるならば、今までのように特異な力を持っているとみて間違いないだろう。

　大地喰らいであれば、あらゆるモノを捕食して自身の肉体である銀の液体に変えていた。

　ホッゴネル伯爵は、元の自分より力ある者と戦う事により無限に力を得ていた。

　傲慢を名乗った男の力は判らないけれど、僕に関しての情報を事細かに把握していたことから見て尋常な存在ではなかった。

　そして、貪欲アバースを名乗ったコイツは、今までの状況からして殺した存在を操るようなことができるようだ。

　実に厄介だし、本体が短剣だと言うのも厄介に思える。

　かなりの力を持っていても、意志を持つ生者であるなら、マリィやリムの精神魔法や魅了で抑えられるし、効かなかった場合も多大なデバフを掛けられるから大きな脅威とは言えない。

　しかし、どうも本体が短剣だと言うと、どう戦えばいいのか、少々迷ってしまう。

　リムの装備耐久を減らす魔剣なら、直接短剣を狙うのも有効だろう。

　だけど今短剣は一度崩れ落ちた弓使いの手に収まっていた。

　毒で殺されたはずの弓使いの身体は、軽やかに矢を放つと同時に、何時でも片手の抜き打ちで毒の短剣を投擲できるだろうと思わせた。

　同時に、下手に短剣を直接狙おうとしても、その確かな身のこなしで、こちらに短剣を的として狙わせないだろうとも。

　何しろ、プレイヤーの身体だ。どんな隠し玉があるか判ったものじゃない。

「……厄介で御座るな。あの弓使い、元の実力ならば、かつてのお館様程の力も無く、どうとでも始末しえたで御座ろうが、今は我に比肩しうるかと」

「……ミロード、それだけじゃないみたいですわ」

「マスター、お気をつけて。相手は減ってなどいないみたいです」

　警戒したゼルの言葉に、リムとマリィが同じように余裕をなくした声で答えた。

　彼女達も、再び相手と見定めた襲撃者と向かい合っていたのだ。

　先ほどまでと同じ相手。一度は死者となり地に倒れ伏した盗賊男と大剣使いは、紫の顔色のまま立ち上がっていた。




　大剣使いは、倒れている内に拾ったのか、刀身の根元で断たれた大剣の刀身を手にしている。

　どういう理屈なのかは不明だけど、短剣から漏れていたのと同色の淡い光が分かたれた柄と刀身を包んで、断たれる前のように振るえるようになっているようだ。

　盗賊の男は、投擲用のナイフを両手に構えていた。

　よく見れば、服のあちこちに投擲ナイフを無数に忍ばせていたようだ。

　どれも刃の部分が濡れていて、恐らくは毒を塗ってあるのだろうと予想できる。

　その身のこなしは、槍使いと同様に完全に別物へと成り果てていた。

　槍使いも同じだ。一度貫かれた傷口がふさがって、代わりに全身から槍から漂っていた力の波動を溢れさせている。

　かつての世界の最高位階に至ったゼル達をして、決して油断できない領域にあったのだ。

「見ての通り、俺は別に身体を一体しか操れないわけじゃない。生きているように見せかけているときは厳しいがな」

　巧みに、そして鋭く槍を操りながら、槍使いのダインの身体はどこか人形めいていた。

　対してゼルは、先刻までと違って本気だ。

　本来なら一太刀振るうだけでも一苦労な大型両手剣〈泰山如意神剣〉は、ゼルの膂りよ力りよくであれば小枝のように自在に振るう事が出来る。

　そのゼルが、完全に抑えられていた。

　純粋な腕前なら尚ゼルの腕が上なのは明らかなのだけれど、時折弓使いから放たれる矢が的確に動きを封じようとして来る。

　質が悪い事に、その矢は弓につがえられてすらいない。弓使いの周囲を取り巻き、動作の予兆も無く飛んでくるのだ。

　ゼル以外の動きも牽制するその矢に翻弄され、僕等は実力を発揮できない。

　また、短剣自体も宙に浮いて僕らを虎視眈々と狙っていた。

　短剣の鋭さや毒は、そういった属性に耐性を持つ竜王であるゲーゼルグには碌に効かないのだが、今は見ていることしかできない僕やホーリィさんにとっては必殺の刃だ。

　その為、時折僕の方へ向かおうとすることもある短剣を、ゼルは無視できずにいるのだ。




「この！　汚らわしいこと！」

　マリィも同様の苦境に立っていた。

　計八本投げつけられた毒付きの投げナイフと、無数の投げ針が、まるで生きているかのように宙を踊ると、彼女へと襲いかかる。

　その挙動は、羽虫の群れが群がろうとしているかのように見えた。

　透き通るようなマリィの白はく皙せきの肌に刺さろうとする投げ針は、まるで浅ましい蚊のようだ。

　だが、吸血鬼はその身体を霧に変化できる。

　ナイフや針が突き刺さりそうになる箇所だけ霧に変え、同時に長く伸ばした鋭い爪で盗賊の男の死体を切り裂かんとするマリィ。

　盗賊の死体も、両手に握ったナイフでこれに応戦する。

　どちらも疲れ知らずの死者だけに、この戦いは長引くように思われた。




　リムは、立ち上がった大剣使いと斬り合っていた。

　先ほどまでは早々に相手の刀身を切り飛ばしたため、切り結ぶと言うには一方的に過ぎる状況であったが、今は確かに刃の応酬と言えた。

　おまけに、厄介な状況も発生していた。

「何度斬り飛ばせば良いんですの!?」

　先ほどと同じように、実は大剣使いの剣は、何度も刀身を断ち切られていた。

　リムの魔剣は未だ力を万全に発揮して持ち主の期待に応えていたのだ。

　しかし不可思議なオーラが大剣を包み、何度断ち切っても切断面を疑似的に繫いでしまうようなのだ。

　更に言うなら、リム自身は未だ傷を負っていないものの、その愛用の装備は所々で深い損傷を晒していた。

　大剣使いの持つ剣は、防具の耐久を大幅に削る魔力を持つ。

　先刻までは発揮しえなかった力が、今リムに牙をむいていた。

　大剣使いの死体も剣捌きの技量が増しているため、魔王を名乗るリムをして窮地に立っていることを認めない訳には行かなかった。




　起き上がった襲撃者達の死体は確かに強敵だった。

　この世界の住人であれば、あの短剣が言うように僕達は命を奪われ、そしてあらゆる装備を奪われていただろう。

　だけど僕の仲間は、僕がずっと手塩にかけて育て上げた仲魔はこの程度では倒れない。

　貪欲アバースはそれを察したようだ。

「流石に性能のいい体は梃て子こ摺ずるな。俺のモノになると思えば意欲も湧くんで良いんだが」

「手にしても居ない獲物の算段とは、滅びの獣とやらは頭の出来までケモノ程度で御座るか？」

「何、事実を言っているだけだからな。それにまぁ、こんなこともできる」

　貪欲アバースを名乗る男が意味ありげに笑うと同時に、壁の向こう、隣の部屋から何かがガシャリと金属音を立てた。

「!?　皆、伏せよ！！！」

　同時に、何かを察知したゼルが叫び、その言葉に訳も分からず伏せた僕達は、とんでもないものを目にした。

　暫く隣の部屋から物が乱打されているような激しい音が響いたかと思うと、壁を突き破って、無数の武器が飛び込んできたのだ！




　伏せた僕達の頭上を刃の群れが通り過ぎ、そして勢いを保ったまま上空で弧を描くと、今度は真上から銀光の雨の様な軌跡で降り注いでくる！

「っ！　魔像ゴーレム、皆の盾に!!」

　とっさに僕は、この家屋の壁から作り出した簡易魔像インスタントゴーレムに命じてみんなの盾にする。

　魔像ゴーレムは命令のままに僕達に覆いかぶさり、その生まれの通りに壁となった。

　まるで機関銃のような鋼の雨から、魔像は僕達を守ってくれたけれど、見る間にその身体が削られていく。

　魔像だけでは持たないと、ここのが周囲に障壁を重ね、更にホーリィさんとマリィの二人の神官が保護の奇跡を願う事で、僕達はようやく刃のスコールを完全に防ぐことができていた。




　だけど同時に、その猛威は襲撃者の死体にも襲い掛かっていたのだ。

　ここのに保護され、守られた精霊使い以外は、一瞬で赤黒と紫の液体をまき散らした後、引き裂かれ擦り潰された革袋のような有様へと成り果ててしまう。

「おい、うそだろ兄貴たち……うぁ……」

　精霊使いの声だけが、うつろに辺りに響く。

　あっという間の事だった。

　今や元々襲撃者達の拠点であった建物は、戦地の廃墟そのものと成り果てている。

「これを防がれるとはな。厄介な獲物だ」

　ヒトのカラダの様な複雑なモノを動かすより、こっちの方が数を動かせて楽なのだがな、などとそんな声だけが響く。

　その出どころは、言うまでもなく宙に浮かぶ短剣だ。

　その周囲には何本もの武器が宙を旋回していた。剣に槍に斧、矢やハンマーなどの武器に加え、盾や鎧も浮かんでいた。

（厄介なのは、どっちだ……っ！）

　物を貪り奪うという、この滅びの獣の能力を前に、僕は内心で短剣に向かって罵るのを抑えられなかった。
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（そう、ルーフェルトが言っていたのは、こういう事だったのね）

　無数の武器や器物が荒れ狂う嵐のように飛び交う光景を目の当たりにして、ラスティリスはその時が来たのだと自覚した。

　ラスティリスは、相対した者の表層の意識を、色恋や嗜好に関わる部分であれば自然と読み取ることが可能だ。

　その感覚が告げていた。目の前の短剣がいかなる目的で人を狩るのかを。

　理解したからこそ、あの高慢を司る大魔王がラスティリスに何をさせたいのか理解できてしまったのだ。

　同時に、彼女がこの災厄を抑えるのに最も適任である理由も。




「我らがマスターは、皇都で２度の死の危機に瀕するだろう。１度目は、取りあえず置くとして、問題は２度目だよ。この死は何があっても避けなければならない」

　夜光達が皇都に向かう前、七大魔王の主席であるルーフェルトは、ラスティリスにこう告げていた。

　ルーフェルトが他者へ語る未来は、概ねもう動かしようの無い内容ばかりだ。

　変にそれ自体が起こらないように動こうとする方が、状況が悪化し全体として破滅に向かう事となる。

　ラスティリスに語る以上、それは夜光に無理に皇都行きを断念させる方が不味い事となるのだろう。

　国内の貴族が集まる御前会議や皇国の首都そのものの見分をこの機会に行わない訳にもいかず、同時にその期間皇都に赴くと夜光に災厄が降りかかる。

　ならばこそ、ルーフェルトはそれに対抗し得る者に、その暫定的な未来を告げるのだ。




　強力な未来予知が可能なルーフェルトだが、無差別にその力を振るうわけではない。

　未来を告げるのは、その未来を変えられる者にだけ。

　彼が象徴するのは高慢。己の力をとるに足らぬ事情にまで割くなど我慢がならないのだ。

　自身の去就に関わらない予知などそもそも意識などしないし、大概の事象であれば強大な力を持つルーフェルトの脅威ではない。

　逆に言えば、ルーフェルトが予知を他者に告げると言うのは、余程の破滅が迫っているときと言う事になる。

　故にかつてのアナザーアースでは、ルーフェルトの予言によって世界を揺るがす破滅へ対抗する始まりとなるクエストがいくつも存在した。

　世界の破滅に対して、自分が動くでもなく問題に対処できる冒険者に未来を告げるその姿は、『プレイヤー』の多くから『高慢』ではなく『怠惰』を司っていると言われたものだ。

　もっともそれらのクエストは、事前にルーフェルトに関わるクエストを幾つもこなして彼の興味を引いておく必要があったのだが。

　起きる破滅も規模が大きく、多くがエンドコンテンツ枠として設定されていたため、手ごわい冒険を求めた『プレイヤー』の多くが彼の居城がある魔界へと何度も赴く羽目になっていた。




　この場合も、それに該当するのだろう。

　大魔王達を仲魔化することで世界の破滅から彼らを保護したマスター、夜光。

　本質的に『プレイヤー』とは、上位世界の存在である。その『プレイヤー』たる夜光は、ただの死ならば状態異常に過ぎない。

　だからルーフェルトが問題視する死は、通常のモノではないと言う事になる。

「２度目の死、これは特殊でね。私が見たところ、その死は、死した身体と所持物の支配権の一切を殺害者が奪い取る、そういう事らしい」

「……一切の、所有物なのん？」

「そう。この場合、私達も、この我等を救ったこの世界すら該当するだろう」

　つまり、大魔王達は誰とも知れない相手を主と仰ぐことになり、この世界もまた同じ。

「私はね、あのマスターを気に入っている。正しく私達の課した試練を乗り越え、私達を救った彼をね。その彼を殺して成り代わろうとする者は、正直な所愚劣で我慢ならぬモノであり不快だ。だからこそ、ラスティリス、君に頼みたい」

　ルーフェルトは重ねて、彼女に告げる。

「君の力ならば、この相手に対処できる。だから、我らのマスターの皇都行きに同行してくれたまえ」

「……まぁ、良いわよん。あの子を見ているのは楽しいからねん……でも、働く以上報酬もほしいわねん」

　ラスティリスとしても、ルーフェルトが語る未来は我慢がならぬ状況だ。

　正しく彼女の試練を潜り抜け、同時に試練に際して（本人が望まずとも）心の奥をさらけ出した夜光の事を、彼女も気に入っている。

　だからこそその危機に対処するのに異存はないが、だからと言って彼女も大魔王であり、ただ働きさせられる程安くはないのだ。

　そう告げたラスティリスに、ルーフェルトは貴族然とした美貌に、実にいい笑みを浮かべてこう答えていた。

「ああ、それならば、こういうのはどうだろうね？」

　彼女に開示されたのは、とある未来につながるある切掛けのタイミング。

　それを以て、ラスティリスはルーフェルトからの依頼を良しとしたのだ。

　そして……




「夜光ちゃん、い～い？　勘違いしちゃだめよ？　あの貪欲ってのはあの短剣も本体じゃないの。ここにいても無駄に消耗するだけなのよん」

　滅びの獣〈貪欲アバース〉を名乗る毒の短剣と、それを中心に宙を舞い荒れ狂うアイテムの旋風。

　この者の力の秘密の一端を、彼女はルーフェルトから聞き出していた。

　更に相対する者の精神をある程度察せられるからこそ、彼女は目の前の存在の真実をつかんでいた。

　本体のように振る舞うあの短剣も、実際はその周囲を漂う無数の装備と同じく本体が操るだけのモノに過ぎないのだと。

　そして精神を感じ取れる彼女をもってしても、この場に本体の存在を感知できない。

　つまり、この場に留まること自体が無駄なのだと。

「夜光ちゃん、此処は任されてあげるわん」

「ラスティリス!?」

　だからこそ、ラスティリスは、荒れ狂う刃の旋風を前にしていた。

　背に主たる夜光を庇い、立ち向かう。

　嵐のような武器の群れに対して、彼女は一見すると見目麗しいだけの女性に見える。

　夜光のパーティーモンスター達のように、戦装束を身にまとっても居ない、ただの薄手の服を身にまとっただけの妖艶な美女、それだけに見える。

　しかしその実、普段見えている姿は仮初であり、見る者次第で見え方が全く異なる。

　例えば、仲間である夜光達には今の見目麗しい姿そのままに見えるが、先刻まで相対していた襲撃者達には、主である夜光を殺めた罪深き者として、美しい姿を見せるのも惜しいと見るに堪えない醜女に見える様にしていたのだ。

　更に言えば、見目麗しい姿も彼女のその真なる姿では無い。彼女は大魔王なのだ。

「久しぶりにあの姿になれば、あの程度はどうにでもなるわん。その間、夜光ちゃん達は本体を探してねん」

「……わかったよ、ラスティリス。ここは任せるね？」

「良い子ねん。なら、始めるわよん？」

　彼女がそう告げると同時に、ラスティリスは、弾けた。

　内から急激に膨らんだかと思う間もなく、一瞬で弾けたのだ。

　血肉が溢れるかに思えたが、ラスティリスが立っていた場所からあふれ続けるのは淡い水色の液体の濁流であった。

　旋回する貪欲を名乗るアイテムの群れを押し流すかのような粘液の津波。

「な、何だコレは？」

『あらん、スライムは初めてん？　なら、私が初めての女って所ねん』

〈貪欲アバース〉を名乗った短剣が驚きの声を上げ、何処からともなく聞こえるラスティリスの声がそれに答える。

　濁流は見るまに周囲を覆い包む巨大な水滴と化していた。

　淡い水色の粘液の中で、無数のアイテムが藻搔く様に動こうとするが、粘液に絡め取られて遅々とした速度でしか動けていない。

　この巨大な水滴こそ、色欲の大魔王ラスティリスの真の姿であった。




　かつて、色欲の大魔王の試練には、幾つもの段階があった。

　フェイズ１では、戦闘前の質問で明らかにされたプレイヤーの理想の異性の姿を取る。

　また質問の回答によって導き出された性癖ごとに、彼女が戦闘中に使用するデバフの性質が強化されるというギミックが存在した。

　ある程度ダメージを与えた後のフェイズ２では、彼女は配下を呼ぶ。

　その配下の姿も性癖準拠の姿となっており、配下毎に設定されたデバフの種類が、フェイズ１に加えて強化される仕様になっていた。

　そして、フェイズ３から最終フェイズまで、彼女は普段明かさない真の姿を取る。




　ラスティリスが司るのは、色欲。

　その本質は、無差別の生殖である。

　生殖とは、生命の根源的な行動である増殖と進化に関わる行いであると言えた。

　もっとも根源的な生殖を司る、最も根源的な命の形。

　ラスティリスの真の姿は、その在り様に相応しい、もっとも原始的な生物に酷似しているのだ。

　分類的には、女王粘液魔クイーンスライムに該当するが、同時に色欲の魔王として淫魔サキユバスとしての側面も持っていた。

　膨大な体積を持つ彼女の粘液状の身体は、部分部分で自由に形態を変化させ、擬態も可能。

　スライムとして思い浮かべるような物を溶かす能力は無いが、逆に言うと取り込んだ者の力や活力の吸収能力や、淫魔としての多彩なデバフ能力、そして単純な体積の膨大さからくる耐久性と、非常に倒し難い能力を持ち合わせている。

　攻撃面でも、魔王としての高い魔力と、無数の口を表面に擬態で生成しての多重詠唱で高位魔法を乱打し、擬態した無数の腕での物理攻撃など、非常に厄介であった。




　この場においても、その力は十全に発揮された。

　一瞬で宙を舞う武器は制圧され、淡い水色の水滴の中を蠢うごめくばかり。

　辛うじて、貪欲を名乗った短剣が、その身に宿した禍々しい黄と毒の分泌で周囲の粘液を変質させているモノの、それ以上の抵抗は出来ていないようだった。




　その光景を見て、夜光達は安堵しつつも動き出す。

「ここはこのままラスティリスに任せて、僕達はあの滅びの獣の本体を探しましょう」

「畏まりまして御座います、お館様。しかし、本体とはいかに見つけ出すべきでござろうか？」

「そこは、手掛かりがちゃんといるでしょ？」

　夜光の視線がある一人に向く。

　襲撃者の中でただ一人生き延び、怯えた表情を周囲の者達へ向ける精霊使いの男が。

「教えてくれますよね？　あの短剣、何処で手に入れたんですか？」

「言葉で聞いているうちに話した方が、身の為よ？」

「ひっ！　ひぃ……お、教える！　教えるから命だけは！」

　最早完全に心が折れていた精霊使いのカーティスは、なめらかにその男の事について語った。

　ペリダヌス家の中で、商売の面を任されている男。

　現ペリダヌス子爵の弟、セザンネル・ペリダヌスについてとその居場所を。
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　上空から見下ろす皇都の夜は煌びやかだ。

　ＭＭＯであるアナザーアースは、『プレイヤー』の視認性と言う意味で、開始都市の王都を夜間でも明るさを維持していた。

　そのアナザーアースの王都を写し取ったかのようなこの都は、彼方此方に据えられた街灯に照らされて、眠ることがないみたいだ。

　現実の大都市の夜景を彷彿とさせる無数の輝きの上空を、僕達は飛ぶ。

　僕の仲魔は皆飛べるし、飛べない僕やホーリィさんは〈重さ軽減〉の魔法で軽くしたうえで皆に手を引いてもらっていた。

　こんな時で無ければこの夜景を堪能したいところだけれど、残念ながらそんな余裕は無い。

　一刻も早く、滅びの獣〈貪欲〉の本体を探し出さないといけないのだから。

「当然向こうには、さっきの状況は筒抜けよん？　ワタシ達がアッチを見つけるまでの時間的な猶予があるから、万全の態勢になって待ち構えるでしょうねん。あの力に時間を与えるのは危険すぎるわん」

　そう言って先頭を行くのは、普段のラスティリスの姿をした彼女の分身だ。

　彼女の本体は、未だ貪欲の支配下にある無数のアイテムを封じ込めている。

　ラスティリスはその本性である膨大な容積の粘液体から、ごく一部を分離させて分身とすることもできるのだ。

　総合能力的には落ちるし、分身は大魔王としての真の姿を展開する事は出来ないが、それでも離れた場所での意思疎通や人間体としての姿の戦闘力は発揮できるため、十分な戦力だった。

　今も、本体が抑えている毒の短剣の状況を伝えてきている。

　毒の短剣が変に動きを見せないのは、恐らく向こうには焦りは無いのだろうと。

　それを受けて、僕達は急いだ。

　その場で手早く身支度を整えると、大規模戦闘専用空間を解除し、通常空間に戻ってくる。

　この付近は都の外れに近く近隣の住民はわずかで、〈見果てぬ戦場〉の展開と解除は気取られなかったようだ。

　一見戦いのあった拠点だった建物も、何も変化がないように見える。

　ただし、実際の拠点は大規模戦闘専用空間内の戦闘の余波でボロボロでほぼ廃墟にされていた。

　今建物に見えるモノは、ラスティリスの魔王としての本来の姿が、変化し擬態した姿なのだ。

　その内側には今もぎっしりと粘液が満ちていて、中で動こうとする無数の装備を絡め取ったままだ。

　少なくとも本体を叩いて動かなくなるまでは、このままにしておく必要がある。




　ダインと言う襲撃者達に魔法の武器を与えたのは、セザンネル・ペリダヌスという、レオナルドが言っていたペリダヌス家の重鎮だと言う。

　その中には、〈貪欲アバース〉が仮の身体としていた毒の短剣も含まれている。

　ただそのセザンネルが、〈貪欲アバース〉の本体である可能性は低いだろうと、僕達は予想していた。

　ナスルロンの侵攻でのホッゴネル伯爵が怪しい指輪に操られていたのと同じように、セザンネルと言う男が間接的に利用されていた可能性は低くないのだ。

　ただ〈貪欲〉の能力の特性上、理想的な狩を襲撃者にさせて居た以上、セザンネルと〈貪欲〉は無関係であるとは思えない。

　やはりまずは足掛かりとして、セザンネルの居場所であるペリダヌス家の別邸に向かって居るのだ。

　そこは商家としてのペリダヌス家の本拠であり、ダイン達襲撃者が彼に接触するのにも使っていた場所だ。

　どの貴族も本邸は皇城近くに構えているものの、商家をしている家は別邸も構え、比較的離れた場所に存在していることもある。

　ペリダヌス家も同じように、比較的商業地区に近く大規模な倉庫も併設する港の一角を押さえていた。

　厄介なことに、襲撃者達の拠点はその場所から遠く、下手に街中を走っては時間がかかり過ぎた。

　だからこうして、僕達は空を駆けている。

　幸い今は夜であり、夕方からかかり始めた雲のおかげで、上空は暗い。

　上空を行くにも、街灯りに照らされないようにマリィの霧で皆を包んでもらえば、偽装は十分だった。

　だからこそ、僕達は待ち構える存在に向けて気を引き締める。

「〈貪欲アバース〉の能力って、ルーフェルトの忠告とあの短剣から僅かに読み取れた思念からすると、『殺した相手の所有権があるモノを全て自在に操れる』ってことなのよねん。一気に襲ってきた武器は、殺された槍使いと大剣使いが手に入れていた略奪品なのだわん」

　話を聞くほどに、恐ろしい能力だと思う。

　死体を操っていたのは、命を失った肉体も『物』として扱われてしまうという事だろう。

　同時にあの宙を舞っていた装備は、元の持ち主である傭兵たちが復活していたのに操られていた。

　恐らくは所有に関しては本人たちの認識が大きく影響するのだと思う。

　ただ、幸いだったのは僕の装備は操られなかった為に、あの後すぐ回収できていた事だ。

「……夜光ちゃんの装備は、そこの子が『自分の分！』していたから無事だったのかもねん」

　放置することも出来ずに荷物扱いで運搬されている精霊使いの男だけど、そういう事なら一応礼を言ってもいいかもしれない。

　何しろ、身ぐるみはがされてしまった装備の中には、『同盟』のメンバーの証であるユニオンリングも含まれていたのだ。

　一度同盟を作ってしまえば、リーダーとして駆使できる機能は、意識下のメニューで操作できるけれど、だからと言って失いたいモノじゃない。

　槍使い達は特に魔力を帯びるでもない指輪には見向きはしなかったようで、だからこそ助かったけれど、これに関しては内心背筋が凍る思いだった。

　精霊使いにしても、関屋さんの所謹製の杖や保護服に意識が向いて、指輪に関しては良く調べもしなかったようだ。

　その精霊使いは、今は色々限界なのか気絶してしまっているけれど、あとで処遇位は考えても良いかもしれない。

　この世界で土の精霊をあそこまで扱えるというのは中々見所があるし、レオナルドに上手く使い倒されれば良いのではないだろうか？




　そんなことを考えている内に、港が近づいてくる。

　川船からの荷を下ろす為の倉庫が立ち並ぶ一角と、商業地に差し掛かる中間の、ひときわ広い敷地のその邸宅。

　アレこそが目的地のはずだ。

「……あの様子からすると、どうやら間違いないわねん」

「変に探し回らなくて済みそうかな、これは……ああ、もう！　やっぱりコレが必要になった！」

　目指していたペリダヌス家の別邸、そこに巨大な何かが生まれ、立ち上がろうとしていた。

　港はまだ人が行き交い眠る気配がないけれど、だからこそ未だ大きな音を立てていない何かに気付いていない様だった。

　なら、まだ間に合う！

　僕はさっきも使用していた〈見果てぬ戦場〉を発動し、大規模戦闘専用空間にその巨大な何かを僕達毎取り込んだ。

　その発動の瞬間のエフェクトに気付いたものは極僅か。

　この夜最後の戦いの舞台は、こうして整う事になった。
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〈見果てぬ戦場〉が展開されるしばらく前。

　ペリダヌス家当主の弟、セザンネルは苦渋の表情を浮かべていた。

「ダインめ、一体何をしていた!?　グラメシェルに嗅ぎつけられるとは……！」

　夕刻の事だ。現在セザンネルが追い落としを画策していたグラメシェル商会の会頭が、このペリダヌス家の別邸に訪れたのだ。

　現在裏でグラメシェル商会に攻撃を加えているペリダヌスではあるが、表では穏当な範囲の取引相手でもある。

　それぞれの商会で得意分野や取引先が異なる以上、有益な商品のやり取りは内心どう考えようと行うのが商人と言うモノだ。

　実際この夕方の取引は問題なく終了していた。

　セザンネルも、内心先の護衛の押し売りをした傭兵の件で思うことが有ったものの、取引用の笑顔のままで握手を交わしたのだ。

　しかし問題は帰り際にあった。

　レオナルドは、思い出したように新しい護衛を紹介したいと言い出したのだ。

　そしてやって来たのは、セザンネルも良く知る男。

　かつてグラメシェル商会の専属の護衛を長く続けていた男。そしてセザンネルがダインを利用して殺したはずの男だった。

「確かに、あの男は死んでいたはずだ！　何故、生きている!?」

　初回は念のために、ダインに殺した証である体の一部、特徴的な刺青が彫られた腕を直接確認したのだ。

　更には、地の底へ残りの死体を片付けたと報告も受けていた。

　それが明らかに生きていた。

　セザンネルに向けた傭兵の目は、明らかに怒りと憎しみの色を湛えていた。

　つまりあの男を殺した者達が誰の手引きであったかを理解しているのだ。

　となれば引き合わせたレオナルドもまた、その情報を得ていることは間違いない。

「こうなればダインを切り捨てるより他ないか……頃合いでもある」

　あの男はよく働いたが、力を得てそれを鼻にかける様になってきたこともあり、切り捨てるにも惜しくは無かった。

　ただしあの四人──いや、一人増えて五人か──を切り捨てるにしても、相応の実力が必要なのは確か。

　何しろあの内の精霊使い以外の三人に与えた魔法の武器は強力だ。

　並みの傭兵なら、今まで四人が狩ってきた者達と同様に殺されるだけだろう。

　そこにもう一人腕利きが加わっているとなると、更に手強くなるのは道理。

　だがセザンネルは問題にすらしていなかった。

　真に頼るべき男は手元に抱えているのだから。

「フェルド、仕事をしてもらおうか。ダインを始末しておけ」

　呼び出したのは、ペリダヌス家の中でも、重要な仕入れなどを任され、家内ではセザンネルの右腕として目されている男だ。

　ペリダヌス家の家令の家系に生まれ、幼少期よりセザンネルと共に過ごして来たこの男は、特に重要な仕事を任されてきた。

　特に貴重な『門』の中の物品を管理しているのがこの男であり、ダイン達に渡したのもその中のいくらかであった。

　更に言うならばペリダヌス家の中で最も『門』の中の物品を使いこなせるのがこの男、フェルドなのだ。

　普段も護衛として傍に置いていて、この男もダインの事はよく知っていた。

　最後にダインと打ち合わせていた際に、グラメシェルの状況を知らせたのもこの男だ。

　ダインが殺した敵の数に応じ、持ち主の力を増す魔槍を幾ら駆使しようと、このフェルドの相手にすらならない、そうセザンネルは確信する。

　事実、その通りだった。

「ご安心を、旦那様。先ほどダインの命は奪ってあります」

　告げられた主の言葉に対して、フェルドと言う男は、事も無げにそう告げたのだ。

「……早いな、既に動いて居たか。流石はフェルドだ」

　期待以上の仕事の早さに、セザンネルは頷く。

　実際夕刻のグラメシェルとの商談があった以上、セザンネルがそう命じるのも予測の範疇だろう。

「それで、他の手下共も始末したのだろうな？」

「大剣使いのベンに盗賊崩れは済んでいます。新入りの弓使いも。ただ、残念ながら精霊屋のカーティスには逃げられまして」

　しかし、段々と様子がおかしくなる。

「土の精霊で地面にでも潜られたか!?　いかん、奴をグラメシェルに押さえられでもしたら、隠した死体もすべて暴かれるぞ!?」

「……旦那様をダイン様は悠長と評されましたが、まさしくその通りかと。夕刻にあの死んだはずの男が現れた以上、死体は全て掘り起こされていると考えるべきでしょうな？」

「な、何を言っているフェルド!?」

　表情を変えぬまま、主へと告げるとは思えぬ言動へと、その男の言葉は続いて行く。

「既にあのレオナルド会頭は全て把握し、手遅れ……そして、あちらも此方に向かって居ります。つきましては、お暇と退職金を頂きたく存じまして」

「あちら？　暇!?　お前、何を言って……!?」

「旦那様は、本当に悠長でいらっしゃる」

　フェルドの言葉と同時に、スト、と静かな音を立てて刃がセザンネルを貫いていた。

　体の中心にある心臓を、細く鋭い短刀、スティレットが正確に。

「この短刀〈死神の指〉は、旦那様もご存じの通りに刺された者を即死させます。この身体の長きにわたる主であった以上、慈悲はかけましょう。痛みなく逝かれるが良いかと」

　その言葉の通りに、セザンネルは既に事切れていた。

　何が何やらと判らないように、虚空に視線をやったまま。

　フェルドは主だった男が完全に息絶えたのを確認すると、懐から赤黒く輝く奇怪な宝石を取り出した。

　するとフェルドの身体は崩れ落ち、宙に宝石が浮いたまま。

『……まだ育つだろうと収穫の時を待っていたら、こうなるとは。中々思い通りにはいかないものだ。まったく、政商の座さえ手に入ったなら、一気に皇国全てが手に入るところまで見えていたものを』

　それは崩れ落ちたフェルドの言葉ではない。

　鼓動を打つように赤黒の光を放つ宝石そのものが放つ思念であった。

『だが事ここに至ってはもう動くより他ない。都合の良い事に、異邦人の身体も手に入った……ペリダヌス家の全ての物が今この手にある。奴らが来るまでにアレらを……同じ獣たちを倒せる体を作らねば、取り込まれるのは此方だ!!』

　瞬間、その宝石に向かって、部屋の中のあらゆる物品が吸い寄せられるように集まっていく。

　いやその部屋だけではない。

　ペリダヌス家の別邸の全ての物品が一つに集まっていくのだ。




　それは世界が変わったような変化をその宝石……〈貪欲アバース〉の核が察知しても続く。




　かくして、皇都の夜に滅びの獣は降り立ったのだ。
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　とっさに展開した大規模戦闘専用空間は、十全に目的を果たしていた。

　今までと同じように、展開した場所の地形を、今回は広大な皇都の街並みを模した空間に、生まれかけている巨大な影を取り込む事に成功していた。

〈大地喰らいランドイーター〉の時のように他の余分なモノは取り込んでいない。

　これならば、周囲の被害を気にせずに思う存分戦えるだろう。

「な、何だあれは!?　お、俺は一体何を見ているんだ!?　いや、そもそも飛んでいる!?」

　騒がしいと思って視線を向ければ、ゼルが米俵のように担いだ荷物、精霊使いのカーティスとか言う男からだった。

　気絶から目が覚めたら、自分は空を飛んでいて、目の前では化け物のようなモノが生まれ出る真っ最中となれば、混乱するのも無理はない。

「あら、猿さる轡ぐつわを忘れていましたわ」

　もっとも、騒がれても邪魔だ。

　事実耳元でうるさくされているゼルは顔をしかめていた。

　これから滅びの獣と言う強大な相手と戦わないといけないのに、気分を下げさせないで欲しいものだ。

　僕と同じく鬱陶しく感じたのか、リムが手早くカーティスの口を封じていた。

　まぁこの後激しく動く関係上、舌をかまないようにして上げるのは情けの範疇だと思う。




　そんな事をしている内に、ペリダヌス家の敷地で生まれようとしていたモノが、遂に立ち上がった。

　第一印象は、ガレキで出来た巨人だ。

　敷地内にあった建物が建材に分解されて、その上で実に大雑把なヒトガタに組み直したような、そんな姿。

　あれが滅びの獣〈貪欲アバース〉の本体なのだろうか？

　ダイン達にいくつもの魔法の装備を渡したというセザンネルと言う男を、ペリダヌス家の別邸から探し出すつもりだった。

　だけどああも屋敷が瓦礫になっているという事は、あの〈貪欲〉が持つという能力から察すると、あの屋敷の持ち主が殺されたか、乗っ取られていることは間違いない。

　つまりあの敷地内の全てのモノが、〈貪欲〉の支配下にあるという事だ。

　あの巨人は、その膨大な量のモノを使って作り上げた殻と言うべきだろうか？




　目を引くのは、頭に該当する部分で輝く赤黒い光だ。

　まるで目を輝かしているようで、そうなるとガレキで出来た一つ目の巨人サイクロプスとでもいうべきだろうか？

　同じ巨人の括りで比較するなら、かつてアナザーアースの最後の三か月の際に苦労して契約した炎の巨人の王のスルトよりも更に体格が大きい。

　頭頂までは60ｍを超えるだろう。

　つまり僕の魔像ゴーレム、ギガイアスの体高55ｍを超える巨大さだという事だ。

　皇都の街並みを模した結果、まばゆく夜闇を照らす街灯の灯りが、うっすらと巨人を雲一つない闇から浮かび上がらせる。

　まるで怪獣映画のような光景に、サーチライトが欲しくなる、などと考えてしまった。

「あら、不味いわねん。ワタシの本体は動かせないから、ワタシではあんなにおっきいの相手にできないわん」

　確かに、アレは人間サイズには荷が勝ちすぎる。

　大魔王としての本体が手いっぱいなラスティリスの分身体では、アレは対処できないだろう。

　今の僕達で相手取れるのは、即大型化可能なゼルとここの位だろう。

　他のメンバーは、支援は出来ても直接戦闘は難しい。

　それに全身を瓦礫で作り上げたあの姿は、かつてのアナザーアースで遭遇したことのあるモンスターの一種を彷彿とさせた。

　そのモンスターの名は、『塵塚怪王』。

　ゴミ捨て場のゴミが寄り集まり、巨大な一つの化け物と化した妖怪分類のモンスターだ。

　大きな都市のゴミ処理場等で湧くモンスターで、各都市毎に付近のモンスターの姿に微妙に擬態する特性を持っていたのを覚えている。

　実は僕のマイフィールドの各町にも配置してある。ゴミ処理エリアに配置すると、ゴミを食べてくれるのだ。

　能力としてはゴミの集合体だけに悪臭が由来らしい毒ガスのブレスや、身体を構成するゴミを投擲してくるなど厄介な特性を持っていた。




　似た姿を持つモンスターは、何かしら似たような攻撃方法を持っているものだ。

　同時に先刻のダイン達の拠点での戦闘を思い起こせば、遠間で何をしてくるかは明らかだった。




　一つ目のような頭部の赤黒い輝きが、僕達を見た。

　そう感じた途端、僕は叫んでいた。

「来るっ！　全力回避!!」

　僕の叫びと仲魔達の行動、そして巨人が身を震わせると同時。

　次の瞬間口と思われる場所が開き、無数の何かが溢れ出した。

　それは先の戦闘でも見せた武器などの装備の投射攻撃。

　武器だけではなく瓦礫も交じったそれは、質量の濁流とでもいうべき破壊だ。

「おまけにっ！　追尾して！　来るとか!!」

　厄介なことに、ただ直線的に吐き出されるだけではなく、避けた後も旋回して戻ってくる。

　当然だ。あの瓦礫もすべて先ほどのように〈貪欲〉の力で支配下に置かれているのだ。

　それも延々と。

　空中を自在に泳ぐ大蛇の様な追尾性瓦礫のブレスに、僕達は回避するだけで手いっぱいだ。

　このままでは幾らなんでも不味い。

　これを解消する方法はただ一つだ。

「ゼル、その荷物をこっちに渡して！　ここの、一緒に大型化で時間を稼いで！」

　何より問題は、空を飛べない僕やホーリィさん、そして荷物のカーティスが完全に足手まといになっていることだ。

　今の僕はマリィに、ホーリィさんはリムに手を引かれて空を飛んでいる。

〈重さ軽減〉で負担は少ないはずだけど、だからと言ってこんな空中戦で不利にならないはずがない。

　だからこそ、飛べない僕達が安全を確保する一手。

「……来い、ギガイアス!!」

　相手が巨人で来るなら、こっちも巨人だ。

　僕の命を受けたゼルとここのが大型化するのを見ながら、僕はもう一人の頼りになる仲間を頼った。
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「御下命、承ったで御座る！」

「主様のお求め、お待ちしておりました！」

　夜光の命令に従って、ゲーゼルグと九乃葉が瞬時に大型化する。

　巨大な大剣を構え胸当てを身に着けた竜武人と、九つの尾を持つ巨大な金毛白面九尾の狐。

　どちらも30ｍ級の巨体だが、瓦礫の巨人はその倍以上だ。

　体格差で言えば、人間の大人と子供のソレよりも尚分が悪い。

　だが二人とも、自身よりも巨大なモンスターとの戦いには慣れきっていた。

「巨体ではあれど、総身に知恵は回らぬと見えるの」

「瓦礫の息を操る間、本体はなぜ動かぬ？　貪欲と名乗る輩が、手を抜いて居る訳でもござらぬであろう!!」

　竜武人が翼をはためかせ、大剣を振りかぶり一気に間合いを詰める。

　頭部にて輝く目の如き赤黒い光。そこへめがけて振り下ろされんとした大剣を前に、巨人の身体から白銀に輝く伸びた腕が遮った。

　ギィィ！　と響くのは、まさしく刃と刃が打ち合った音そのもの。

　白銀の腕をよく見れば、それは無数の剣で出来ていた。

　瓦礫の巨人のカラダを形成する中でも、特に武器などをよせ集めた腕であった。

　更には真下から迫る何かを感じ、竜武人は咄嗟に真下へ踏みつけの蹴りを振るう。

　ゴォン!!　と巨大な鐘のような音が周囲に鳴り響いた。

　ゲーゼルグの脚は、壁の如く広り迫っていた巨人の腕を蹴り受けていたのだ。

　こちらの腕は、頑丈な盾や鎧で出来上がっていた。

　更には、瓦礫の巨人の身体のあちこちで、街の明かりを反射する何かを感じ、ゲーゼルグは盾腕を蹴った勢いに身を任せ飛びのく。

　一瞬前までゲーゼルグが居た空間を、無数のバリスタの矢が射抜いていた。

　上空に逃れたゲーゼルグを、瓦礫の巨人が赤黒い光を瞬かせ、不満そうに見上げるようだ。

「中々に芸が多彩で御座るな。されど、やはりその力、ある程度制限はあるようで御座る」

　ゲーゼルグの上空からの言葉に、何かを思い出したかのように瓦礫の巨人は赤黒い光を他方へ向ける。

「ほほほ、こちらの瓦礫の蛇が急に動きが拙く雑になったえ？　封ずるのは容易かったわ」

　そこには巨大な属性を帯びた尾に絡め取られた瓦礫の塊があった。

　炎の尾で溶かされ、氷の尾で凍てつき、土の尾に取り込まれ、水の尾で流れに巻き取られる。

　他の属性にもさらされ、最早宙を走ることも出来なくなった瓦礫のブレスは、完全に無力化されていた。

「先の戦でも、短剣を投げた身体がその瞬間には崩れ落ちるなどしていたで御座るな？　動かし得るモノの切り替えや、同時の操作には一定の限界があると見たで御座る」

「ならばこうして別々の対処を強いるならば、対応しきれぬであろ？」

　二体の巨大なモンスターの問いかけに、瓦礫の巨人は応えることは無い。

　だが事実として、ゲーゼルグとの接近戦に気を取られた際、〈貪欲〉の瓦礫のブレスの操作は甘くなったのだ。

　それは瓦礫の巨人の明確な弱点であった。

　……だが、それで瓦礫の巨人が無力化されたわけではない。

「む？」

「何ぞ!?」

　赤黒い目が再び瞬く。

　すると上空に異変があった。

　本来の空の様子を再現した大規模戦闘専用空間の上空は、厚い雲に覆われている。

　その一角、ペリダヌス別邸の上空に、なお一層黒い何かが現れたのだ。

　それは現れた後急速に高度を落とし、地上へと迫る。

　高度が下がり街灯に照らされたそれの正体を見たゲーゼルグは、思わず叫んだ。

「教会、だと!?　グッ、ヌォォォォッ！！？」

　上空から降って来たのは、そびえる尖塔を真っ逆さまに地上へと向けた荘厳な教会だった。

　尖塔をゲーゼルグに向けて落ちてくる様は、巨大な槍の如く。

　とっさに身をひるがえしたものの、ゲーゼルグは巨大な弾丸の如き協会の落下を避けきれず、吹き飛ばされる。

　更には落下で吹き飛んだ瓦礫が、新たな弾丸となってゲーゼルグへと襲い掛かった。

　吹き飛ばされ体勢を崩されては無数の瓦礫も完全にはよけきれず、ゲーゼルグは少なくない石礫をその身に受ける。

「ええい、よもやよな！」

　とっさに九乃葉の尾が伸び、ゲーゼルグへとなおも襲いかかる礫の群れを防ぐも、残りは逆に瓦礫の巨人へと吸い寄せられ、その身を更に膨らませていた。

「一体、今のは何で御座るか!?」

「……恐らくは、主様が語られた、『都市拡張せっと』とやらであろうな。この皇都がそれで作られた以上、何処かに似たようなモノがあっても不思議ではなかろ？」

　九乃葉の推測に、ゲーゼルグの竜顔が驚愕に歪む。

「かつての妾達の世界の物品を抱える大店となれば、建物や屋敷程度の物なら一つ二つ手に入れていてもおかしくなかろ？　アレはその所持品をすべて操れるとなれば、こうもなるわよな」

「おまけに砕こうとも彼奴の身体となるか！　むぅっ！　また来るで御座る！！！」

　再び頭上の異常に二人が目を向けると、今度はなおさら巨大な影が覆っていた。

　再び落下する影は、今度は無数の尖塔を抱える建物。

「城!?」

「いかん！　この規模はお館様をも巻き込むで御座る!!」

　慌てる二人の視界に、さらなる異常が飛び込んでくる。

　だが、それは二人にとっては見慣れたものだ。

　空に描かれる、光り輝く巨大な魔法陣。

　その中から飛び出した巨大な何かが、今まさに落下する城を、横合いから貫き、吹き飛ばした!!

　その勢いのまま大きく旋回し、二体の後方上空に差し掛かると、その巨体は皇都の光に照らされ、ゆっくりと降下しながら変じていく。

　巨大な怪鳥の如き飛行形態から、存分に力を振るえる巨人の形態へ。

〈超合金魔像ハイブリツドメタルゴーレム〉ギガイアス。

　それは彼らの、多くのモンスターが忠誠を誓う〈万魔の主マスター・オブ・パンデモニウム〉、夜光の最大戦力。

　滅びの眷属である瓦礫の巨人の前に、力強き鋼の巨人が、今降り立ったのだ。
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　轟音を立てて、落下して来る城を貫き吹き飛ばした飛行形態のギガイアスが、僕達を庇うように降下して来る。

　巨大な怪鳥の様な形態から、巨人の形態へと。

　あの瓦礫の巨人に匹敵する巨大な威容は、何とも頼りがいがあった。

「みんな、乗り込もう！」

　さっきまでゼルとここのが戦ってくれていたけれど、同時にサイズ差で戦力にならない僕達をガードもしていたために、思うような戦い方にはなっていなかった。

　実際近接戦闘に意識を向かせて、人間サイズの僕達では致命傷になりかねない瓦礫のブレスの操作へ負荷をかけてくれ、ブレスを無力化するなど、防御寄りの立ち回りだった。

　だけど、僕達が強固なギガイアスの中で守られるならば、二人も全力で戦えるはずだ。

　僕達は、いつも利用する胸部上方の搭乗口からではなく、背中側にある入り口から乗り込んでいく。

　この入り口は、正確には使用済みの精霊石の排出孔だ。

　ギガイアスのような魔像ゴーレムに多彩な魔法装置を搭載する場合、そのエネルギー源として精霊石の中の力を消費する。

　力を全部消費し切ったら、軽量化として使用済みの石を排出するのだけれど、これも場合によっては攻撃に転用できるのだが……今は横に置こう。

　胸部の入り口からなら指揮者用の空間に直結しているから直ぐに辿り着けるのに対して、背中からは本来の入り口では無いから少々手間がかかる。

　具体的には内部に収められた多様な魔法装置の合間に無理やり体をねじ込むことになるのだ。

　僕のこのアバターは少年……いや、今は少女体だから小柄だし、吸血鬼として体を霧化できるマリィや本性がスライムなラスティリスなら、問題なくたどり着ける。

　リムも着こんでいた闇騎士装備さえストレージに収めれば苦労はしないし、ホーリィさんも手にしたメイスが時折通路に引っかかったが問題は無い。

　一人酷い目にあったのは、未だにす巻き状態のカーティスだ。

　荷物状態のために自分では動けす、〈重さ軽減〉の魔法で変に軽くなっているせいか、持ち運ぶ際に勢い余ってぶつかるなどしたのだ。

（～～～～～～～～～～～っ！）

　声にならない糾弾の叫びが聞こえるような気もするけれど、これも今は横に置く。

　何しろ僕達がギガイアスの中に入った直後から、僅かな振動がひっきりなしに起きているのだ。

　多分、〈貪欲アバース〉もギガイアスが本格的に動き出す前に対処したいのだろう。

　あの速射砲のような瓦礫の投射を、既に仕掛けているのだと予想できる。

　事実今までのギガイアスなら、命令者の声が届かない限り動き出すことは無い。

　だけど、それは今までそうだっただけの話だ。

「っ!?　動き出したみたいだ！」

　急に発生した横殴りのＧに、通路を行く皆の動きが一瞬止まる。

　ゴン、と鈍い音を立てたカーティスの頭は放置だ。

　今の横殴りのＧは、側面噴射での急速回避だろう。

　先のライリーさん達の魔像とやり合った時にも使った装備だ。

「初めに浴びせられた、瓦礫のブレスを避けたかな？」

　例えばあの盾をよせ集めて作った腕で殴られたなら、もっと違う衝撃のはずだ。

　回避も上手く行ったようで、追加の衝撃は無い。

　うん、中々に悪くない指示をしてくれているみたいだね、彼女たちは。

「初実戦、上手く行っているみたいね～」

　ホーリィさんが告げる様に、ようやくたどり着いた搭乗用の空間に、彼女たちは居た。

「ハーニャ、回避はこちらが手動で噴射をかけますので、そのまま攻撃の指示を」

「判っているわ、ターナ！　ギガイアス様、〈噴進鉄拳ブーストフイスト〉を！　命中したら同時に〈破軍衝サドン・プレツシヤー〉を!!」

　主である僕専用の席ではなく、普段マリィやリムが座る補助用の席に座った二人の女性型モンスター。

　一人はゴシックな本格的メイド服で首元から足元まで完全に着こなした妙齢の女性。

　僅かに顔の輪郭部に漆黒の甲殻をのぞかせ、ホワイトブリムの陰から触角を覗かせたのは、僕のマイルーム万魔殿のメイド長兼ギガイアス整備長の〈蟻女女王アントレデイクイーン〉のターナ。

　そしてもう一人は、黄色と黒のストライプ模様の甲殻鎧で身を包んだ、どこか怜悧な印象を漂わせる女騎士。

　こちらも兜の陰から触角を伸ばし、背には折りたたまれた翅はねをもっている。

　彼女もまた万魔殿の衛視長である〈蜂女女王ホーネツトレデイクイーン〉のハーニャ。




　僕が不在の中、ギガイアスに指示を出していたのは、二人だった。

　いまも外界表示モニターに映る瓦礫の巨人の猛攻に対して、初陣ながら見事に戦えていた。




　そもそも彼女たちがこうしてギガイアスの運用をしているのは幾つかの理由がある。

　この世界に来てから、いまだギガイアスを直接僕の魔法で呼び出すことには成功していない。

　自分の作成した魔像ゴーレムとは言え、今現在の僕の実力よりも強い存在の直接召喚は莫大な消費魔力と事前の召喚用魔法陣の準備が必要で、実用的ではないのだ。

　そもそもサイズと重量が問題だ。

　召喚用の魔法陣は、呼び出す対象がスムーズに通れるだけのサイズが必須になる。

　ギガイアスの巨体が自由に通れるような魔法陣を用意するのは、どうしたって手間だった。




　だからこそ、ギガイアスの力が必要な場合は、万魔殿で待機中の彼に乗り込んで直接乗って目的地に移動するという方法をとっていたのだ。

　しかし最近、一つの抜け穴を発見したのだ。

　ギガイアスのメンテナンスは、ターナを始めとする蟻女アントレデイのメイド隊に一任してある。

　その際、ギガイアスがターナの呼びかけに応じて態勢を変えたり、変形機構を作動させたりすることが可能だとわかったのだ。

　ターナの協力が有れば、ギガイアスを遠方に居ながら発進態勢を取らせて、地下の魔法陣で僕の元へ直接送り込むことが可能なのだと。

　実際事前の実験で、簡易的にとは言えターナはギガイアスに乗り込み、ある程度の行動をとらせることができていた。

　戦闘経験は一切無いために、攻撃の命令等は上手く出せなかったのだが、ギガイアスが搭載する各種の魔法装置は、むしろ全て整備していることもあり、巧みに操って見せたのだ。

　更に、その実験を見ていたハーニャもまた、乗り込んでギガイアスに指示を出せることが判った。

　こちらは魔法装置に関しては戦闘用の幾つかしか覚えられなかったようだけれど、その分限られた魔法装置への的確な指示が可能だった。

　つまり、僕が乗り込む前でもターナとハーニャが指示して、ギガイアスはある程度戦えるようになったのだ。




「お待たせ、二人とも。よく持たせてくれたね？」

「夜光様、お待ちしておりました！　ああ、でも早く指揮を代わってくださいまし！　メイドには荷が重すぎますわ!?」

「貴方様!!　アレは何ですか!?　私達は一体何と戦って居るのですか!?」

　力を尽くしてくれている二人の女王に、僕は労いの言葉をかける。

　しかし、振り向いた二人は必死の面持ちだ。

　あ～うん、いきなり化け物中の化け物な滅びの獣と戦わされることになったら、それは文句の一つも言いたくなるよね？

　それは仕方ない。

　昆虫系モンスターは人に近い姿の場合でも顔色とかが判り難いのに、真っ青になっているのが良く解る。

　うん、これは無理強いできない。

「じゃあ、二人は魔法装置の制御でサポートを頼むね」

　余程緊張していたのか、僕の声で戦闘中だと言うのにターナとハーニャは崩れ落ちそうだ。

　いやまぁ、ゼルとここのが僕達を守る必要がなくなっている分、攻勢に出ていてこちらにはまだ本格的に攻撃を仕掛けていなかったみたいだけど……それは言わない方が良さそうだ。

　ともあれ普段の定位置に僕とマリィとリムが着く。

　今回はそれ以外にも搭乗者は多いけれど、幸いギガイアスは巨大なだけに座席には余裕がある。

　だけどホーリィさんとラスティリス、ターナとハーニャが補助用の席に着けば、流石に一杯だ。

　可哀そうだけれど、荷物として連れてきた精霊使いのカーティスと言う男には、荷物らしく床に転がって貰った。




　さて、外界表示モニターには、依然暴れまわる瓦礫の巨人が映っている。

　今の状況は、先のカーティスたちが居た拠点で毒の短剣が見せた、無数の装備を旋回させて時折その範囲を広げる攻防一体の攻撃方法みたいだ。

　横殴りに重機関砲じみた無数の瓦礫や装備を飛ばしてくるようなもので、これにはゼルやここのも苦しめられている様子。

　先ほどの側面噴射での回避も、回転する装備の方向から斜めに大きくかわすための物だったようだ。




　更には、瓦礫の巨人が振りかぶると、小屋程度の瓦礫の塊を投げつけて来た。

　だが、これは僕にとっては願ってもない攻撃だ。

「ギガイアス、〈破軍衝サドン・プレツシヤー〉で迎撃！　消し飛ばせ!!」

　ギガイアスの両腕両膝に計４基据え付けられた衝撃波発生魔法装置、〈破軍衝サドン・プレツシヤー〉。

　これの威力はすさまじく、小屋程度の物体なら粉々に消し飛ばすほどの威力がある。

　そして、うなりを上げて飛来する小屋ほどの瓦礫も、〈拳聖〉の称号を持つギガイアスの拳は、容易く貫いて続く衝撃波で一切を消し飛ばす。

「核がどこにあるにせよ、まずはその邪魔な瓦礫の鎧をはがすところから、だよね！」

　あの瓦礫の巨人は、恐らく核であろう赤黒い光にたいして、防御をしっかりと固めている。

　ここまでの戦いでも、ゼルの鋭い一撃やここのの９本もの自在に操る尾でも、その守りを貫けていない。

　ならば、その防御の由来である莫大な容積の瓦礫を削っていくまで。




　ギガイアスが魔像故の疲れ知らずの拳の連撃すべてに〈破軍衝サドン・プレツシヤー〉を乗せて暴れまわり、時折ゼルが既に何本にもなった瓦礫の巨人の腕を斬り飛ばす。

　ここのは物品を燃やしつくして消滅させるのを主眼に置き、９本の尾、その全てを炎に統一して巨大な炎の渦を生み出していた。

　対する瓦礫の巨人もまた、天空にマイフィールド用家屋設営アイテムを呼び出し、落下による押しつぶしと自身の身体を構成する瓦礫の補充を狙う。

　こうして、瓦礫の巨人の攻撃の合間を縫っての持久戦が始まることとなったのだ。
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「不味いな……向こうの膨張を止めきれない」

　お互い激しく戦いつつも、双方が装甲の固さや再生能力などを持ち合わせている為に膠着状態になる中、僕は次第に不利になりつつあると理解していた。

　あの瓦礫の巨人が、次第にその大きさを増しているのだ。

　ゼルとここのと共にあの巨体を形成している瓦礫を属性攻撃などで削っているのだけれど、修復と膨張速度の方が僅かに早いようだ。

「原因は、あれね。瓦礫の嵐の一部を街に飛ばしているみたい。アレで壊した皇都の街並みを、自分の身体にしているのね。やっくん、どうするの？」

　ギガイアスに指示し術等でのサポートで忙しい僕等では気付かなかったその理由を、ホーリィさんが見つけてくれていた。

　普段のゆっくりとした口調も消えているので、流石に先輩にも余裕は無いのだろう。

　とはいえ、見つけてくれた原因は、厄介極まりなかった。

　この大規模戦闘専用空間は、発動して世界を展開する際に、通常空間の地形をそっくりそのままコピーする。

　今回は皇都の街並みを再現したのだけど、これをあの瓦礫の巨人は利用していたのだ。

　この空間は僕らが展開したものだけど、中の地形は誰の所有物でもない。その状態であの〈貪欲〉の能力を適用しようとすると、所有者の居ない物品は破壊さえすればあの巨人が奪い取った扱いになるようだ。

　ホーリィさんの指摘で気づいた後も、対処は難しい。

　そもそも今までがギリギリのラインで戦って居た僕達だ。

　自分たちに迫る瓦礫の豪雨に対処するだけでも精いっぱいの所を、全く別方向に投射された瓦礫までフォローしろと言うのは無茶にも程がある。

　何時しか周辺からかなり遠方まで、皇都の街並みは破壊を尽くされている。

　その際に発生した瓦礫で明らかに膨張速度が上がり、今では巨人は高さで１００ｍを優に超え、横幅も広がってまるで動く山のようになっていた。

　あの赤黒い光すら、瓦礫に埋もれて既に見えなくなっている。

　こうなってくると、僕達は防戦一方だ。

　ギガイアスにしても、ゼルやここのにしても、戦える相手としての想定サイズは同等から精々倍程度。

　それ以上となると、大々的な破壊を及ぼす範囲攻撃手段が無ければ、ダメージもろくに通らないようになる。

　ゼルの奥の手の全力ブレスなら一度は通るだろうけど、その後は大型化のスキルが強制的に封印されてしまうために、現状では危な過ぎて使えない。

　ここのにしても、この規模の相手だと属性を帯びた尾を最大限まで伸ばしても体に巻き付けることも出来ずに表面を少し削れる程度。

　ギガイアスも〈破軍衝サドン・プレツシヤー〉を打ち合わせて広範囲に攻撃する〈破軍衝陣サドン・ノヴア〉でならあの巨体を削れるけれど、この技はギガイアス自身にもダメージが入るので多用は出来ないのだ。




　一応、かつての僕達なら、広範囲の破壊が可能な攻撃方法を持ち合わせていた。

　それが、僕の役割だったのだ。

　魔術師系の最高位称号、〈大導師メイガス〉に至っていた僕は、大規模戦闘においてのフィニッシャーであり、文字通り天を割り地を裂く大魔術で多くの敵を打倒した。

　残念ながら今の僕、中級位階では、パーティー単位の戦闘で扱うような〈火球フアイヤーボール〉〈雷撃ライトニングボルト〉程度を扱うのが精いっぱいだ。

　到底あの瓦礫の山をどうこう出来るような規模の魔法は扱えない。

（……いや、一応手段は有る。有るけど……）

　脳裏をよぎるのは、切り札の一つ。

　今の僕達でも、恐らくその手を使えば、広範囲に威力のある破壊魔法を扱うことができる。

　ただそれはあの瓦礫の山にもバレるような、あからさまで隙だらけな状態を晒す必要があった。

　少なくとも先ほどゼルやここのがやってくれたような時間稼ぎを、もっと長くそしてギガイアスを抜きに、更にはそのギガイアスを守りながらやって貰わないといけない。

（どうすれば……だけど、直ぐにでも手を打たないと！）

　今の僕の手札、その中で出来ることは何か？

　必死に探る僕に、その声は投げかけられたのだ。

「やっくん。時間稼ぎが必要、だよね？」

　決意の色を伴った視線を僕に向ける、ホーリィさんから。




[image: ]




　ホーリィこと堀内聖美の心は、今までずっと晴れないままだった。

（私って、ずっとやっくんの足を引っ張ってしかいないよね……）

　そんな想いを抱き続けてきた。

　それはこの世界に来てからの話ではない。

　記憶の中にある彼、夜光であり古くからの知り合いである、刈谷光司との関係そのものにおいてにも。

　彼とは極近所に住む幼馴染でありながら、学区の境が丁度両家の間を通ると言う偶然により、通う学校を別にする関係だった。

　学校は違うものの、近所に住んでいる以上、交流はある。

　早くから成長が早かったせいで逆に体を動かすのが苦手であった光司と、小柄な見ためとは真逆にエネルギッシュで活発な聖美は、１歳違いの年上という自負からもお姉さんぶった少女とそれに振り回される少年と言う関係に行き着いていた。

　傍から見ると微笑ましい光景ながら、聖美の内心では少し事情が違う。

　小柄ではあるが容姿は優れていた彼女は、常に他者の視線を感じ怯えていたのだ。

　だからこそ体格が良くそれでいて昔から馴染みである夜光の傍に居ることで、他からの脅威から逃れていたのだと。




　しかしその関係も、小学生も終わろうという頃には事情が変わってくる。

　光司の体格が大きくなり過ぎたことと、聖美の小柄さが依然変わらなかった事が、彼女達への視線の質を変えていた。

　中学に入学する頃には既に成人男性の平均を大きく超えるほどになった少年と、未だ小学生然とした中学生の少女。

　事情を知らなければ、事案を疑われる外見であることは否めない。

　光司自身は体格の大きさ故の視線の集中と流している節があったが、視線に敏感な少女は、その視線の意味に気付いてしまったのだ。

　光司を頼りにしていた聖美にとって、自身が光司の負担になっているという事実は余りに衝撃的で、さらにとある事件が起こる。

　結果二人は疎遠になり、中学生の頃には関係は途絶えていたのだ。

　その二人の距離が再び近くなったのは、光司が聖美の通う高校に一年遅れで通うようになってからだった。

　恵まれた体格に反して運動神経は結局発達しなかった光司は文系の部活に所属し、そこで聖美と再会したのだ。

　その際に紆余曲折あったのだが、結局二人はとある切っ掛けで一定の関係を築くことになる。

　それが、かつてのＭＭＯアナザーアースであった。




　アナザーアースは、聖美にとって最も自由な場所だった。

　彼女の小柄さを揶揄するものもなく、光司の大柄さを揶揄う者も、そしてその二人が行動を共にしても、何も誰も疑問に思わない、そんな居場所。

　先に『プレイヤー』になったのも、光司をアナザーアースに誘ったのも聖美の側。

　そしてその後高校から大学を通じて、リアルとＭＭＯの双方で二人は先輩と後輩、良き友人であり続けた。

　大人と子供にしか見えない男女の奇妙な関係ではあるが、それでも何処か居心地がよく、つかず離れずの位置が、光司への負い目が内心に残る聖美には心地よかったのだ。

　このまま、腐れ縁で終わるのも良い。そう思っていた矢先に、この奇妙な世界にやってきてしまった。




　そこからは、内心の負い目がひたすらに増すばかり。

　せめてそんな鬱屈した面は表に出さないように努めて気楽なふるまいをしているものの、何処まで誤魔化せているものか。

　少なくとも、心を読めるという大魔王には筒抜けなのは、皇都の宿での短い問答ではっきりとわかっていた。

（ずっとやっくんばかりがいろいろ背負っていくのを、私は見ているばかり……ううん、もっと悪いわ。今だってずっとついて回って足を引っ張っているだけ。これじゃ、あの頃と変わらないじゃない……）

　そんな想いを抱えたまま、流されるように皇都への旅路に同行していた。




　そして今、光司である夜光が、強大な化け物と戦って居る中でも、傍らで見て居る事しか出来ない。

　何処まで行っても、自分は光司の重荷にしかなれないのかと沈む中、

（ねぇ、力を貸してあげましょうかん？）

（……っ!?）

　密かに語りかけてくる者が居た。

　聖美……ホーリィと同じく、この巨大な魔像の中に在っては所在なげにしていたラスティリスだ。

　ホーリィの内心を凡そ全て察しているであろう大魔王は、まさしく堕落に誘う悪魔のように甘く優しい口調で彼女に囁きかける。

（私も分身体だと大して働けないけど、代わりにひとつ、面白い手があるのよん。その手を使えば、ホーリィちゃんは一時的に前と同じ力を出せるわん）

（前と同じ～？　……それって、まさか）

（そうよん。ホーリィちゃんが潰し屋聖女ホーリースマツシヤーなんて言われていた頃の力ねん）

　戦闘に集中する夜光を妨げないように、お互い声を潜めたままのやり取り。

　少々嫌な思い出を想起させる呼び名はともかく、その頃の力、つまり成長限界まで至った伝説級の頃の彼女の力なら、この局面でも力を発揮することも可能だった。

　しかし、流石に直ぐに頷けない。何しろ大魔王の誘惑なのだから。

（そんな事が出来るなら、やっくんにしてあげた方がよくない～？）

（それだと、最終的に手が一手減るのよねん。それに、デメリット付きだから契約者の夜光ちゃんには使えない手なのよん）

（……デメリット、あるのね～？）

（中級位階のホーリィちゃんが、伝説級位階の力を出すのに、代償が不要な訳ないのよん。でも、今の夜光ちゃんを助けるためなら、ホーリィちゃんにとって安い代償だと思うわよん）

　実際ラスティリスの言うとおりだった。

　散々足を引っ張り続けて居る自身が力になれるのなら、ホーリィは多少の代償など気にはしない。

（……わかったわ。どんな手をつかうの？　その代償は何？）

（簡単な事よん。手段も代償も同じなのん）

（だから、それは？）

（ワタシとホーリィちゃんで、合体するの）

（が、合体!?）

　言葉の意味を理解する前に、ホーリィの唇は塞がれた。同じく大魔王ラスティリスの唇に。

（ふぁ、キス!?　それも舌を入れて!?）

　頭のどこかで、既に夜光とのファーストキスを済ませていてよかったなどという、どこか場違いな考えがよぎる。

　ありていに言えばホーリィは動転し、その間に大魔王は更なる行動を起こす。

　キスをしただけではなく、ホーリィを情熱的に抱きしめたかと思うと、大魔王の身体が崩れたのだ。

　本性であるスライム体がホーリィの身体を包み、覆う。

　奇しくも夜光の背後で行われたその所業は、彼が前方に集中していなければ気づけたであろうが、残念ながらそうはならず。

　その光景を目撃したのは、床に転がされていた襲撃者の一人だけだ。

　粘液の塊は時置かずして、何事もなかったように、もしくはホーリィの身体に染みこんだかのように消えていた。

（な、何が…？）

（（ふふん、上手くいったわん））

　自らの身体に何が起こったのかと混乱するホーリィの心に、別の思念が木霊する。

　それは先ほどまで密かに語り合っていたラスティリスの物だ。

（相手の願望通りに変身する能力と、スライムの吸収融合能力の合わせ技よん。今なら、ホーリィちゃんはワタシ基準の伝説級の力がつかえるわん）







[image: ]







（そ、それなら、やっくんの力になれるわ!!）

（ただし、デメリットもあるわん。今は詳細を省くけど、後遺症は覚悟してねん）

（……どんな後遺症～？）

（後のお楽しみよん。ほら、夜光ちゃんが悩んでいるし、今は力を貸してあげましょうねん）

　恐ろしい事を告げられながらも、ホーリィは溢れる力に一つ頷く。

　そして外界表示モニターに映る蠢く瓦礫の山を睨みつける夜光へ告げるのだ。

「やっくん。時間稼ぎが必要、だよね？」
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　僕は心底驚いた。ホーリィさんが何故か全盛時の力を取り戻していたのだ。

「一時的だけどね～」

　そういう彼女は、手早くストレージの底で眠っていたらしい、伝説級の頃の愛用の装備に身を包んでいく。

　全身をくまなく覆い、魔法と大地母神の加護を付与されたフルプレートメイル。

　あらゆる状態異常に高い耐性を持つものやオートヒールが付与されたモノ等複数のアミュレットに、所持者の周囲を浮遊して自動的に防御を行う大楯。

　愛用の武器は、このギガイアスの中ではかさばり過ぎて取り出せないみたいだけど、それ以外は完全武装だ。

　アナザーアースで何度も見た、彼女の完全戦闘形態だった。

「それじゃ、行ってくるね～。やっくんがアレを使う準備位は時間稼いできてあげる～」

　止める間もなく胸部側の入り口から飛び出していくホーリィさん。

　そして……戦場に、光が降臨する。




　巨大なギガイアスのその胸部から、ホーリィさんが平然と飛び降りていくのが見える。

　普通なら落下死を心配するところだが、何も問題は無い。

　一瞬の間もなく落下する彼女の背から、３対６枚の純白の翼が広がったのだ。

　落下から滑空に変わった軌道の中、ホーリィさんは欠けていた最後の装備、愛用の武器を取り出す。

　それは、余りにも巨大で武骨な、大鉄塊ジヤイアントメイス。

　神々の鍛冶場で金床として使われていたという、巨大な如意神珍鉄オムニメタルの塊に、柄だけ括りつけたという無茶極まりない代物だ。

　だがその威力は見た目以上なのだ。




　瓦礫の巨人が飛来する人影に気付く。

　すると、急に荒れ狂ったようにホーリィさんを狙いだした。

　無造作に振るわれたいくらかの瓦礫の塊は、羽虫を追い払おうとでもしているかのようだ。

　しかしホーリィさんは羽虫ではない。

　あんなおっそろしい人が羽虫などであるモノか。

　彼女が大鉄塊ジヤイアントメイスを振りかぶると、そこに聖なる気が宿り爆発する。

　大鉄塊ジヤイアントメイスを核として、巨人を殴り倒せそうなほどに巨大な光のハンマーが形成されたのだ。

　そして、無造作な一振り。

　その軌道の途中にある一切は、浄化されながら光に還っていく。

　巨大な瓦礫の山の一部が、スプーンですくい取られたかのように抉られていた。

　ああ、そうだ。アレこそ、僕の自慢の先輩。〈潰し屋聖女ホーリースマツシヤー〉のホーリィさんの姿。

　僕は久々に見る光景に、心震わせた。
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　巨大な光のハンマーが縦横に振るわれる度に、その軌跡の途中にあるモノは、全て浄化され光の粒子となって消えていく。

　３対６枚の翼を羽ばたかせて、ホーリィは〈貪欲アバース〉の身体を構成する瓦礫の山を削り取っていった。

「う～ん！　自分の身体でやるのは初めてだけど、大きなハンマーを振り回すのって、やっぱり楽しいわ!!」

　現実の彼女の身体は成人しても子供じみた小柄さで、それがＭＭＯの中でのアバターに普段の自分とは真逆の成熟した身体と力強さという願望を反映していた。

　それは子供の頃から成長が急激で子供らしい小柄な体格とは無縁だった夜光が、アバターに少年の姿を選んだのと同じでもある。

　現実と真逆な在り様は、アナザーアースでの戦闘時の関係にも言えた。

　術師メインの後衛である夜光と、守り癒すタンクヒーラーである前衛であるホーリィと言うのは、大柄な光司に小柄な聖美が守られていた子供時代の反転。

　現実では出来なかった聖美の密かな願望、姉的存在として光司の面倒を見るという望みを、仮想世界は叶えてくれた。

　それがこの世界に来てからずっとかつての現実のように再び守られる側となった事で、ホーリィは色々と溜まっていたのだ。

　ここに来てかつての力を振るえるとなれば、爆発するのも必然と言えた。

「やっくんは……こーくんは、私が守ってあげるんだから！　邪魔、しないで!!」

　リアルバレの恐れもあって、普段はしない子供時代の光司の呼び名を、ホーリィは思わず口に出すほどに彼女のテンションは跳ね上がっていた。

　その盛り上がった心を反映するように、光のハンマーが一層輝きを増し巨大化する。

　この光のハンマーは、伝説級の神官称号持ちが誓願し得る、〈神の鉄槌〉という攻撃の奇跡だ。

　本来なら敵の頭上に光のハンマーが顕現し振り下ろされるという単発の攻撃奇跡なのだが、ホーリィの場合は少々扱いが違う。

　彼女が手にする大鉄塊ジヤイアントメイスは、神々の鍛冶場で金床として扱われていたという設定から、神聖な力を保持できるという特性を持っている。

　具体的には、自身が使用可能な攻撃の奇跡を、通常攻撃の追加効果として一定時間付与できるのだ。

　つまり最上位の神官称号である〈女教皇〉が扱う時、この大鉄塊は神の鉄槌そのものを振るえることになる。

　大規模戦闘で登場する大型モンスターにさえ、人間サイズでの攻撃が通用するのだ。

　ホーリィは休むことなくその巨大なハンマーを振るい続ける。

　その暴れっぷりは凄まじく、少し前までは瓦礫の巨人の膨張を抑えられなかったが、今では拮抗するほどになっていた。

　これはもちろん続けて戦闘を続けていたゲーゼルグと九乃葉の働きも大きい。

　ホーリィのハンマーでなら瓦礫を消滅させ得るとわかった為に、二人は消しやすい瓦礫塊を巨体から切り分けるなどのアシストに舵を切っていたのだ。

　同時に皇都の街並みそのものも大まかな破壊が済み、〈貪欲アバース〉側の材料となる瓦礫の供給が減少し始めてもいた。

　かくして、戦況は新たな局面を迎えていく。
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〈貪欲アバース〉は苛立っていた。

　ダイン達の身体で相対したあの集団、単なる獲物と見ていた存在が、こうまで自身に対応できるとは想定外だったのだ。

　ゲーゼルグたちが指摘したように、〈貪欲アバース〉は操れる物品に制限がある。

　人体のような複雑な構造のモノを操り、精密に物品を動かすと言うのは、その操作可能な数に限界があるのだ。

　現在の瓦礫を寄せ集めたような姿の場合、一定の瓦礫をひと固まり、もしくは無数の物品の波としてまとめて意識することで操っているだけで、個々の武器装備と言った区分での操作は困難となる。

　その結果が、現在の拮抗状態であった。

（そもそも、何故アレを無視できない!?　脅威は奥の巨人だと言うのに！　アレは一体何なのだ？）

〈貪欲アバース〉は今更ながらに疑問に思う。

　そもそもダイン達の拠点で相対した時からおかしいのだ。

　鋼の豪雨と言うべき武器の旋風など、普通の人間では為す術も無く全身を穴だらけにされるだけのはずだ。

　事実操っていたダイン達の身体はそうなった。

　だと言うのにこの者達はそれを凌ぎ、有ろうことか訳の分からぬ粘液であの場で操った無数の武器を封じたのだ。

　この場においても、そうだ。

　ペリダヌス家の全ての所有権を奪い作った巨体ならば、卑小な人間では為す術も無く蹂躙されるだけだったはずだ。

　所が大剣使いの傭兵と術師服の女は巨体の異形となり〈貪欲アバース〉が作った体を削り出すという異常事態。

　さらにはどこからか現れたあの巨人は、〈貪欲アバース〉の作り上げた身体をもってしても破壊できるかどうか怪しいと思うほどの力を持っていた。

　さしもの〈貪欲アバース〉も、相手を倒すよりも身を守る方が先決と、皇都の破壊を以て瓦礫の身体を拡張しようとしたのだ。

　その実ここでも〈貪欲アバース〉の思惑は外されている。

　ここが本来の皇都であったのなら、皇都に暮らす人々や御前会議のために皇国中から集まった貴族たちが居り、彼らを瓦礫の雨で殺戮して一気にその所持物を奪い一気に体を拡張できていたのだ。

　しかしこの場は夜光達が生成した世界であり、この場に生きる存在は彼らと〈貪欲〉のみ。

　結果いくらかの瓦礫で直接皇都の街並みを破壊することでしか瓦礫の身体を補強することもできなかったのだ。




　そして〈貪欲アバース〉の前に更なる脅威が立ちふさがる。

　あの巨人より飛来した翼を持つ者に対し、当初人間のサイズで何ができるとせせら笑った〈貪欲アバース〉であったが、直ぐに衝撃を以て笑いを叩き潰されたのだ。

　滅びの獣たる権能に、何者かが干渉していた。

　これは、確か異邦人たるあの弓使いの意思だ。

　あの翼をもつ者を見てから、とうに取り込み切ったはずの弓使いの意志が、荒れ狂っているのだ。

　さらに取るに足らないと思われたあの輝く戦鎚は、これまでの中で最も強烈に瓦礫の身体を抉り取った。

　一振りごとに己の身体として操るモノが消えていく。

　今は拮抗しているものの、もし皇都の瓦礫を取り込み切って身体を拡張できなくなった際にはどうなるか。

　考えるまでもない事だ。




　だから、貪欲は決断した。

　安全策ではなく、攻撃に。

　完全に埋もれていた赤黒の光が、分厚い瓦礫の層を貫いて周囲に漏れる。

　次の瞬間、瓦礫の山は爆発した。
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（様子がおかしいわん！　回避よりガードよん、ホーリィちゃん!!）

「っ!!　〈大地の守護天蓋〉!!」

　魔力の高まりを感じ取ったラスティリスの警告に、ホーリィは咄嗟に防御の奇跡を展開する。

　彼女が進行する大地母神カーラギアは、信徒に大地の加護を与える。

　大地の守護天蓋は強固な岩盤のような結界を味方全体に付与する防御の奇跡の中でも最高位の防御力を持つのだ。

　それが幸いした。

　順調に削り取っていた瓦礫の巨人から赤黒い輝きが溢れたかと思うと、その身を構成する殆どを無数の砲弾と化して周囲にばらまき始めたのだ。

　ホーリィが味方と判断したゲーゼルグや九乃葉、そしてギガイアスの巨体にも守護天蓋は展開され、瓦礫の砲弾を受け止める。

　滅びの獣が操るとはいえ、個々の瓦礫そのものは何の変哲もない建材などだ。

　飛散速度こそ凄まじいものの、魔力を込めるなどしない限り伝説級の奇跡の防御を崩せるものではない。

　結果強固な障壁は瓦礫を易々と受け止め全員を無事に守ったが、同時に再び攻守は逆転していた。

　この瓦礫の飛散は、途切れる事が無いのだ。

　守護天蓋にぶつかり砕け散る瓦礫は多いものの、今まで瓦礫の巨人として拡張し続け取り込んでいた瓦礫の量は膨大だ。

　その殆どを攻撃に回したことで、圧倒的な物量が牙をむき始める。

　多少瓦礫が障壁で砕けたところで、幾らでも残弾はあると言わんばかり。

　その在り様は瓦礫が津波となり、大渦となっているかのようだ。

　これではホーリィ達も攻勢に出る事すらできない。

　特にホーリィは全員への障壁を維持し続けることになり、負担は最も大きい。

　そもそも防御の奇跡というモノは、何時までも維持し続けられるモノではない。

　元々がＭＭＯでのスキルである以上、効果時間と再使用のインターバルが存在している。

　となれば完全に防御し切れる時間は残り幾ばくも無く、次いで幾らか効果の落ちる障壁へと切り替えていかねばならない。

　そして最後には防御の奇跡を使い切り再使用可能になるまで一切防御できない空白期間がやってくる。

　そうなったとき、果たして味方全員無傷で居られるだろうか？

　ホーリィの脳裏に不安がよぎる。




　その時だ。

　夜闇に沈んでいた皇都を模したその空間に、光が差し込んだ。

　まばゆい輝きが辺りを昼間のように照らし出す。

　同時に爆風にも似た熱風が、瓦礫の津波の勢いを押しとどめ、引かせていく。

「!?」

　瓦礫の大波の中心、大半の瓦礫を攻撃に回したことで再び顕わになった赤黒い輝きから、動揺の思念が広がっていた。

　巨人の目のようなその輝き、その視線の先は皇都の一角、その上空。




　そこには輝く太陽があった。




　太陽の真下には、いつの間にか存在していた、奇妙な建造物がある。

　大地よりそびえる４本の支柱と、それらを繫ぐ台座。

　各部から無数に魔法陣を浮かび上がらせたたずむ姿は、まるで異教の祭壇の如く。

　上空の燃え上がる巨大火球とも相まって、それは太陽神の神殿にさえ見えたかもしれない。

　そしてホーリィは、その祭壇の中心に彼を見た。

　周囲に祈りをささげる四人の美女を従え、中心で天に向かって両手を掲げるその姿を。

「あはは、やっぱり私って、最後はどうしてもこーちゃんに守られちゃうんだな～」

　そうあの時もそうだった。

　あの夜、最終的に刺されたものの、彼は……刈谷光司は、何時でも堀内聖美たる彼女を守ってくれていたのだ。

　彼女の幼馴染にしていつかは結ばれたいと願っていた彼の姿に、ホーリィは羨望の眼差しを送った。
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　縦横に走る光の軌跡は、いままで膨張し続けた瓦礫の山を、一気に削り取っていく。

　記憶の中にあるカンスト状態の姿そのままのホーリィさんだけど、どうやらいつの間にか姿を消していたラスティリスの分身が何かしたらしい。

　急激な強化はどう考えても代償が伴うだろうけど、今はあの力に頼るしかない。

　純白の翼で宙を舞い、光のハンマーで瓦礫の山を削り取るホーリィさんの雄姿をいつまでも見て居たくもあるけど、貴重な時間を稼いでくれている以上、僕も為すべきことを為さないとね。

　僕は意を決すると、信頼すべき巨人に語り掛けた。

「ギガイアス、モード変換。魔術祭壇形態マジツクブースターモードへ」

　僕の呼びかけに、ギガイアスは直ぐに応える。

　拳を握り身構えていた状態から、一旦直立不動に。

　そこから、まず肩と股関節部が稼働する。

　人間でいうなら、肩と鎖骨のある部分が展開し、引き伸ばされた。

　同様に股関節部も大きく横に開き、腰部分ごと左右に割れる。

　のけぞるように胸部を天に突き出すと同時に、伸びていた腕がついには大地に届く。

　その姿は妙に長くなった手足から、４本の脚のタカアシガニを思わせる。

　天に突き出された胸部にもまた、変化が生じていた。

　前部装甲が開放され、夜光達の姿があらわになる。

　胸部以外も稼働した結果、手足から変じた４本の支柱と、それらを繫ぐ胴体から変じた台座という姿に変形していた。

　変形し終わると、今度は各部位の魔術儀装が稼働する。

　いくつも宙に浮かぶ魔法陣は、台座の中央、夜光の座る玉座を中心に、幾重にも重なり連動し合う、多重積層魔法陣を形成していく。

　そして、ひときわ巨大な魔法陣が輝くと、４本の支柱の末端と中央の玉座とで頂点を持つ巨大な光のピラミッドが一瞬姿を現したのだ。




　これを以て、超合金魔像ギガイアスは、一時魔像としての役割から外れる。

　今ここにあるのは、大規模戦闘レイド用魔術祭壇、ギガイアス・アルター。

　僕の魔術を、大規模戦闘レイド規模に拡大増幅する、一大魔術装置であり魔術祭壇なのだ。




　かつて、ＭＭＯアナザーアースにおいて、大規模戦闘レイドの際、通常の人間単体相手の魔術やパーティー単位を対象とする魔術は、軍団規模を相手にするのには範囲が狭く向かないという問題を抱えていた。

　位階を上げれば大規模戦闘レイド規模の対軍団用や対要塞用の魔術を覚えられるものの、それは聊か敷居が高い。

　大型モンスターや軍団を相手にする大規模戦闘レイドはアナザーアースの売りどころでもあった。

　そのため、ゲームを開始してまだ間もなく、キャップ開放クエストを経ていないような魔術師系統のＰＣでも大規模戦闘レイドに参加できるギミックとして運営が用意したのが、魔術祭壇であった。

　これは主要な大規模戦闘レイド専用エリアに配置され、この場所で行使する魔術は規模と効果範囲が大規模戦闘レイド規模に拡大されるという効果を持っていた。

　パーティー規模用の魔術が軍団を飲み込むほどに大型化するようになり、大型モンスターはその威力が飛躍的に上昇するようになるのだ。

　勿論そのような強化された魔法が戦況に与える影響は大きく、大規模戦闘レイドでは単純な兵力のぶつかり合いとは別に、こうした特殊な効果を持った地形の奪い合いといった側面も存在していた。

　拠点をいかに早く抑えるか、もしくはいっそ地形破壊効果を持つ技で、そういった拠点を破壊してしまうのか、いろんな戦略をプレイヤーは駆使して大規模戦闘レイドを楽しんでいたのだ。




　そして僕も、その大規模戦闘レイドを楽しんでいた一人だ。

　僕の場合、既に据えられている魔術祭壇を使用するよりも、自前で用意する方を選んでいる。

　手塩にかけて仕上げた超合金魔像に、魔術祭壇へと変形する機能を組み込んだのだ。

　これにより、元々魔術祭壇の無い大規模戦闘レイドの舞台に祭壇を持ち込めるようにもなり、アナザーアース最後の三か月の多くの試練でも大きな力になっていた。

　ギガイアスの場合、形態を変えるごとに、設定してある能力値が入れ替わり、各形態で最適な能力に変化すると言う機能がある。

　通常の人型形態ならば筋力耐久力が最も高く、飛行形態なら敏びん捷しよう性が最も高くなる。

　祭壇形態の場合、最も高くなるのは知力だ。

　これは祭壇形態の場合、僕の魔術行使に祭壇毎に設定された知力補正が上乗せされると言う仕様の為だ。

　通常の魔術祭壇に設定された知力補正は固定値だけど、ギガイアスの場合知力を伸ばせば伸ばすほど補正値が上昇する。

　人型形態時の圧倒的な巨大さからくる筋力と耐久性を、全て知力に置き換えることで、恐るべき魔術増幅補正がかかるようになったのだ。

　だけど、これには一つ大きな制限がある。

　術の増幅が可能なのは、ギガイアスの制作者である、僕が行使した魔術のみだと言う事。

　これはたとえ同じパーティーメンバーのリム達でも受け付けない、かなりの強度の拘束だった。
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　そのギガイアスの中心、祭壇部の中央である玉座で、僕は詠唱を始める。

　周囲には、リムとマリィ、そしてターナとハーニャ。

　四人はそれぞれに小魔法陣の中心で祈り、僕の魔法の補助を担ってくれている。

　魔術祭壇での魔法の行使は、通常よりも消費するＭＰが多いのだ。

　特に今の僕は中級位階であり、カンスト域である伝説級の頃でも苦労した消費ＭＰを到底一人では賄いきれない。

　四人は魔力の増幅と同時に、僕の消費魔力の肩代わりもしてくれている。

　アナザーアースの頃なら、ターナとハーニャの位置にはゼルとここのが居て祈りをささげる配置になっていた。

　周囲の守りは仲間たちや僕が呼び出した魔物の群れで固めて、詠唱完了までの時間稼ぎをするところだ。

　だけど今はホーリィさんを含めた三人での時間稼ぎ。

　他に手段がない以上、ここは皆に頼るしかない。

　皆の無事を祈りながら、詠唱を続ける。

　四方に伸びた支柱から、大地の魔力が流れ込み、この祭壇で渦を成していくのが手に取るように感じ取れて来た。

　うねりを伴った奔流が、空中に寄り集まって、球状に圧縮されていく。

　不意に、周囲の空気が変わったと感じるが、今の僕はひたすら詠唱する事しか出来ない。

　魔力の奔流の向こう側、僕らの頭上に輝くドームが現れたかと思うと、荒れ狂う瓦礫の爆発から僕らを守ってくれていた。

　ホーリィさんの守護の奇跡だ。

　この祭壇形態、術者はむき出しの状態なので、ホーリィさんの助けがなかったら危なかったかもしれない。

　本当にホーリィさんには頭が上がらないな。

　だからこそ、その働きに報いなければいけない。

　幸い、このホーリィさんの守護天蓋は何度もかけてもらっている。

　その効果時間は判っているし、それまでには、詠唱は終わる。

「……極大増幅完了。術式、起動」

　前準備は、すでに整っていた。

　僕はその魔術を発動する。

　瞬間、頭上で轟と炎が渦巻いた。

　球状に収束していた魔力をなぞるように、炎が渦巻き球体となり、煌々と燃え盛る。

　本来の世界がそうであるように、今この世界は夜に包まれていたが、それが一気に引き裂かれた。

　そこにあるのは巨大な太陽。

　元のギガイアスですら容易く飲み込むほどに巨大化した、直径１００ｍを超える灼熱の塊だ。

　余りの熱に空気が爆発したかのように拡散していく。

　これが、元はただの中級位階で習得可能な〈火球フアイヤーボール〉だと誰が信じられるだろうか。

　本来アナザーアースでの〈火球フアイヤーボール〉は、投射後に着弾箇所を中心とした10ｍ程をダメージ範囲とする対パーティー用の攻撃魔法だ。

　投射する段階の魔力塊である炎の玉も、精々サッカーボールほどの大きさに過ぎない。

　だが、大規模戦闘用に拡張され、ギガイアスの知力補正の上乗せ、そして複数の補助詠唱者による増幅効果が、ここに破壊の化身を生み出していた。

「堀内先輩!!　ゼル!!　ここの!!　後方退避！！！」

　僕は全力で呼びかける。

　起動した真夜中の太陽の余波で、〈貪欲アバース〉の瓦礫の操作が甘くなっている。

　今なら隙をついて皆は退避できるはずだ。

　幸いホーリィさんの守護天蓋に守られているのもあって、皆は無事に退避する。

　残るは、今の段階でも太陽の輻射熱で炙られる瓦礫の巨人だけ。

　巨人は怯えでもしたのか、じりじりと後ろに下がろうとしている。




　僕は頭上の火球を仰ぐように伸ばした腕を、振りかぶる。

　瓦礫の巨人もまた、僕の動きに同調したかのように、何かを振りかぶるように大きく身をよじっていた。

　まるで何かを投げようとしているような……そう思った瞬間、瓦礫の巨人は実際に何かを投げ飛ばしていた。

　太陽のような〈火球フアイヤーボール〉の明かりに照らされながら、なお赤黒い光を瞬かせる一塊の瓦礫を。

　はるか後方へ向けて投げつけ、逃走を図ったのだ。

　だけど無駄だ。

　そもそも、拡大されているのは威力だけじゃない。投射距離も増幅されている。

　多少逃げたところで、この大規模戦闘専用空間全てが射程範囲である以上、逃げられるものか。

　絶対に逃がさない！

「行け!!　〈極大増幅火球オーバーブーストフアイヤーボール〉っ！！！」

　遠ざかる赤黒い光を伴う瓦礫の塊へ、巨大な太陽……特製の〈火球フアイヤーボール〉を投げつけた！

　余りの巨大さに球の形状を保てずに歪みながら飛んでいく火球は、投射速度も強化されているのか、一瞬で瓦礫に追いつき、着弾する。




　瞬間、世界が閃光で染まった。




[image: ]




　その時、未だ狂乱の中に居たフォルテの意識は見た。

　太陽の如き炎が、己に迫る様を。

　そして、祭壇の上に立つ少年を。

　そして、狂った男は思い出した。

　己がかつてゲームの中で殺した初心者の一人を。

　同時に、ふとした確信がよぎる。

　リアルでの最後の記憶、あの潰し屋女への復讐を邪魔した、図体がデカいだけの男が、あの子供のような姿に何故か重なった。

（お前は……）

　だが、男の意識はそこ迄だった。

　太陽の如き炎が、男の意識ごと全てを焼き払った。
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　余りの爆音に鼓膜が音として認識できずに無音となり、続いて拡散した爆風が、ホーリィさんが張ってくれた守護天蓋の残り耐久値を凄まじい勢いで削っていく。

（やっくん、ちょっと無茶し過ぎよ～!!）

　もう耐久が消えるかと思うタイミングで、そんな泣き言が聞こえたような気がするのと同時に、幾分効果の劣る追加の防御奇跡が再度届き、何とか僕らは自分の魔法での爆死という不名誉を回避できていた。

　いや、現実化した魔術祭壇で全力の増幅を行った結果此処までになるとは、想定以上だ。




　僕は、爆心地を見る。

　依然熱風交じりの爆風の余韻が残るものの、それ以外は直径５００ｍほどが綺麗さっぱりと完全に更地になっていた。

　地面に光沢が見えるのは、高熱でガラス状になった建材や瓦礫の類だろうか？

　無数の瓦礫すら、まとめて消し飛んだのか残っていない。

　あれほどの巨体であった瓦礫の巨人を、僕はその身体を構成する瓦礫そのものを消し飛ばし消滅させるのに成功したようだった。

　ただ何か違和感のような、引っ掛かりを僕は感じていた。

「……まだ、終わってない？」

　最早瓦礫すら無くなった皇都を模した世界を、僕は密かな確信を抱えて見続けるのだった。
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（俺はいったい何を見せられたんだ!?　こいつら一体何なんだよ！？？）

　精霊屋と呼ばれた男、襲撃者の最後の一人であるカーティスは、己が目の当たりにした一連の出来事を理解できずに居た。

　荷物のように扱われ、襲ってきた傭兵が伝説に語られるドラゴンや巨大な魔獣へと変わり、異形の巨人と鋼の巨人がぶつかり合い、光の鎚が荒れ狂い、最後に巨大な太陽が皇都を焼き尽くした。

　その一つ一つがカーティスの理解が及ばぬ領域にあり、目の当たりにしながらも夢を見ているかの様だ。

　僅かな痛みさえ伴いキツく拘束されている感覚が無ければ、悪い薬でも無自覚にキメた果てに見た幻覚だと思えたかもしれない。

　しかし現実は無情だ。

　破壊され尽くして街灯も残らず消し飛び、辛うじて６枚の翼を持つ女が纏う光に照らされるだけの跡地となった皇都は、幾ら目をしばたかせても変わることがない。

　尚も最悪なのが、これらの天変地異を引き起こした者達がカーティスを拘束していることだ。

　カーティスの頼みの綱である土の精霊術を容易く封じたこの化け物共は、何の目的があってかここまで彼を連れまわしたが、何時その気が変わって殺されるか分かったモノではない。

　なんて化け物共に喧嘩を売ったのかと、カーティスは己の所業を恨んだ。

　特に最後に巨大な炎の塊を放ち、皇都を消し飛ばしたソイツ。

　何故か今は小娘になっているガキが、この化け物共の中心だと言うのは見ていれば容易に判る。

　そのガキを、カーティス達は殺したのだ。

　今ソイツは生き返っているとしても、相応の報復がこの先待っているのはどんな馬鹿でも解ることだろう。

　現状でも荷物として凄まじく雑に扱われているが、到底それだけで済むとは思えない。

　戦々恐々としていると、その小娘になっているガキが、不意にカーティスに眼を向けた。

　そいつは一瞬思案気に目を伏せ直ぐに何かを思いついたのか、周囲の化け物女達にカーティスには判らぬ指示を下していく。

（何だよお前、俺を見て何を思いついたんだよ!?）

　カーティスの声にならぬ呻きが響く中、この戦場の最後の局面が訪れようとしていた。
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　僕が祭壇の片隅に転がる精霊使いの男に視線をやったのは単なる偶然だ。

　皇都ごと消し飛ばした瓦礫の巨人の消滅を確認しても、なお消えない違和感に戸惑い何かヒントをとさ迷わせた視線の先に、たまたま居ただけの事。

　だけど、その姿を視界に収めた時、脳裏に閃くモノがあった。

　精霊使いの男が居た、あの拠点での出来事。

　曖昧だった違和感が明確な疑問に変わった。

「ラスティリス！　ラスティリスは居る？」

　僕はいつの間にか姿を消していた色欲の大魔王に呼びかける。

　彼女を通じて、確認しなければいけない事を思い出したのだ。

「はぁ～い、夜光ちゃん、お呼びなのん？」

　呼びかけに答えたのは、未だ６枚の翼をはためかせたホーリィさんだ。

　彼女の全身を覆う鎧は兜も完備している為に、聊か聞こえにくい。

　だけど僕がホーリィさんの声を聞き間違える訳も無く、その声がラスティリスのものだと気が付いた。

　その状態に色々聞きたいことはあるけれど、今は横に置く。

　何よりも先に確認しなければいけないことが有るのだ。

「例の毒の短剣は、今どういう状況？　動きは止まった？」

　そう、あの襲撃者の拠点で襲い掛かって来た毒の短剣。

　ここで倒した瓦礫の巨人、特に目立っていた赤黒い光を放つ核と思われる部分。

　アレが本当に〈貪欲アバース〉の本体なのだとしたら、毒の短剣も挙動を止めるはずだ。

「それがね、まだワタシの本体のナカで動いてるのよん。ヤンチャで困っちゃうわねん」

　しかし返って来たのは、未だアチラは健在と言う事実。

　今思い返すと、あの毒の短剣には、特徴的な赤い宝石が柄に埋め込まれていた。

　そう、赤黒い不穏な色合いの光を湛えた宝石が。

　あの宝石こそが〈貪欲アバース〉の力の起点だとして、似たような光を放つ物が複数ある以上、力の大小は別としても本質的には同じだと考えることが出来る。




　此処から導き出せる仮定は三つだ。

　一つは、あの毒の短剣に付いて居た赤い宝石も含めた、一種の群体である可能性。

　つまりあの宝石を全て破壊しなければ、〈貪欲アバース〉は倒せないと言う仮定だ。

　あれほどの力を持つ宝石が他にも存在する可能性はあるけれど、ある意味これは話が早い。

　これから取って返してあの拠点跡で封じられて居る毒の短剣を破壊して、その魔力の痕跡から同様の存在を探索する〈不逃の標的〉等の追跡魔術で探せばいい。

　ここまでの力を発揮する他の宝石が無いとも限らないけれど、やることは単純なだけに話は早い。




　一つは、あの赤黒い光は本体ではなく、分身の一つだったという可能性。

　つまり、あの赤黒い光を放つ宝石を生み出せる本体と言うべき存在が別に居るという可能性だ。

　この場合最悪だ。

　先に挙げた仮説の場合、増える事が無いと言う仮定で考えていたから終わりも見えていたけれど、こちらの場合は延々と生み出される宝石の対処が必要となるし、本体は魔力の質が違い追跡魔法で追えない可能性もある。




　そしてもう一つ。

　これはある意味最もシンプルな話だ。

　あの本体として仮定した赤黒い光が、まだこの場で健在である可能性。




　思えば違和感は、あの瓦礫の巨人を倒す前からあったのだ。

　ホーリィさんの猛攻に晒されたあの瓦礫の巨人は、じり貧になりかけた状況を打開しようと自分の身体を爆発する勢いで四散させた。

　その膨大な体積を構成する瓦礫のほとんどを攻撃用の弾丸に転じたのだ。

　だけど、ここで疑問が残る。

　そもそも攻撃に転じるなら、爆発のように全方向に瓦礫を振りまく必要はない。

　四方を囲まれていたならともかく、あの瞬間は攻め込むホーリィさんとその補助をするゼルとここのという構図だ。

　瓦礫の山が攻撃を向けるべき方向は限られていた。

　だと言うのに、あの攻撃は全方向に振りまかれていた。




　もしそれが、逃げの手でもあったのなら？




　一度は瓦礫の山に隠れて見えなくなり、爆発後にこれ見よがしに再び輝いたあの光。

　最後の瞬間に赤黒い光を伴った瓦礫を見せつける様に一方向に投げていたのも、怪しく思える。

　もっともここまでは全て仮定だ。

　だから、後は確認の時間になる。

「ギガイアスは巨人形態へ。マリィは〈不逃の標的〉で、魔力の痕跡を追って。リムはこの場に他の『ココロを持つモノ』が居ないか確認。ホーリィさんもゼルもここのも、一旦ギガイアスの中に来て欲しい」

　この場に〈貪欲アバース〉の本体が未だ居るなら、あの溢れるほどに放っていた魔力を追えば見つかるはずだ。

　同時に魔力を抑えて息をひそめるにしても、精神魔法に秀でるリムが『ココロを持つモノ』を見逃すはずもない。

　同時に、まだ戦闘があるのなら、何時までもこの祭壇状態は不味い。

　魔法を投射する関係で術者本人がむき出しになって居るし、弓などの射撃武器や射程の長い魔法には、この形態は弱点だらけなのだ。

　先の瓦礫の巨人の爆発でも、ホーリィさんの障壁がなかったら最後まで魔術の詠唱を終えられなかっただろう。

　攻撃に転じたと見せかけて、守りに転じていた〈貪欲アバース〉と、守りを捨て去って完全に攻撃に傾けていた僕。

　だから、これは必然だったのかもしれない。

「!?　居ます、至近に!?」

「何で!?　いつの間に!?」

　探知を始めた二人が即座に驚愕の声を上げ、

「?!　こーくん危ない!!」

　ホーリィさんの悲鳴と同時に何処からともなく飛来した一本の短剣が、僕の胸に刺さったのだ。
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　滅びの獣の一柱である〈貪欲アバース〉の在り様は、結局の所シンプルだ。

　生き延び、より多くを手に入れる。

　その一点をひたすら突き進む。

　殺した相手の全てを奪うという力はその在り様に最適だったものの、無差別な殺戮では望む様な結果が得られないことを〈貪欲アバース〉は知っていた。

　有象無象を殺したところで得られるモノは少なく、殺害を重ねるほどに獲物たちの警戒は強まる。

　だからこそ、〈貪欲アバース〉は多くのモノを持つ獲物をかぎ分け、最小の殺害にて多くのモノを得ようとしたのだ。

　この時もそうだ。

　相対する者達の中心、最も多くのモノを持つ者が何者か、〈貪欲アバース〉は戦いの中で見抜いていた。

　あの拠点でも中心となり、この戦場に巨人を呼び出した子供。

　あれこそ、あの者こそ、殺した際に得られるモノの最も多き者。

　恐らくは皇国一国全てすら上回る莫大な『物』を、〈貪欲アバース〉にもたらすはずだ。

　だからこそ、仕込みは入念にしなければならない。

　これまでこれ見よがしに見せつけていた赤黒い宝石は、確かに〈貪欲アバース〉の本体であった。

　巨大な血を思わせるような色合いのルビーこそ、その正体。

　毒の短剣に埋め込まれて居たものは、一部を分割させたまさしく分わけ身みであった。

　そして今夜光に突き立った短刀、その柄にも、ごく小さいモノが埋め込まれていたのだ。

　夜光の読み通り、爆発の後に見せた赤黒い光は、確かに本体であるものの見せ札でもあった。

　本体こそ先の爆発にて灰かい燼じんに帰したものの、分わけ身みが欠片さえ残っていれば〈貪欲〉は健在なのだ。

　そして本命は、この短刀。

　刺した者に即死効果をもたらすこのスティレットは、セザンネル・ペリダヌスを殺害した際に使用したものと同じ。

　柄に埋め込まれた微小な欠片の表面を蓋するように微小な瓦礫で覆い、爆発に紛れさせて飛散させ、密かに機会を窺っていたのだ。

　そして時は来た。

　完全に戦闘が収まり、あの者達の気の抜けた所でゆっくりと近づいた。

　何やら思いついたらしいあの子供が指示を出し始めるが、既に間合いであった。

「!?　居ます、至近に!?」

「何で!?　いつの間に!?」

「?!　こーくん危ない!!」

　何人かが悲鳴を上げるが、それもむなしく、スティレット〈死神の指〉は、子供に不釣り合いな豊かな胸へと突き立った。

　即座に発動する即死効果。

　そして莫大な富が、物が、者が、モノが、〈貪欲アバース〉のモノとなる。




　その、はずだった。




「ざ～んねん。はずれよん？」

　子供の口から溢れた声は、平然としたものだ。

　次いで辛うじて感じ取れたのは、短刀の刺さった場所が泥の様に融け崩れた事。

　何？　と思う間もなく、

「オイタする悪い子には眠ってもらうわん。それだけ小さな身体しか残ってないなら、抵抗力も弱くなっているでしょうねん」

　いつの間にか〈貪欲アバース〉である短刀をてにした女から精神魔法が放たれ、その意識は闇に囚われた。

　もう一方の分身である毒の短剣側も含めて。
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　ああ、びっくりした。

　何に驚いたかと言えば、飛来した短剣が刺さった事もそうだけど、その突き立った場所である女体化した僕の胸の部分が融け崩れた事だ。

　僕の身体を覆っていた女性の部分が崩れて、短刀を巻き込んだまま一か所に固まったかと思うと、次の瞬間には妙齢の美女、ラスティリスの姿になって居た。

　その手には、僕に突き立った短刀が握られている。

「ほんと、保険かけて置いて良かったわん」

　精神魔法で〈貪欲〉の意識を奪ったらしいラスティリスは、何とも得意げにほほ笑んだ。

　余りにもまぶしいその笑顔こそ、この一連の〈貪欲アバース〉との戦闘の終結となったのだった。
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〈貪欲アバース〉との戦いが終わり、僕はその本体を手にしていた。

　赤黒い光を湛えた宝石、恐らくはルビー。

　今は意識をラスティリスの精神魔法で断たれているせいか、溢れるほどに放たれていた光は宝石の中央で僅かに瞬くだけだ。

〈極大増幅火球〉で焼き尽くされたかに思えていた核の部分は、何と傷一つ無く残されていたのだ。

　よく見ると、見事にカッティングされているのに、一部不自然に欠けている箇所がある。

　もしやと思い僕に刺さった短刀の柄に埋め込まれた小宝石を合わせてみると、その一つにぴったりだ。

　心配になってよくよく調べると、他に欠けて居そうな場所は一つだけだった。

　多分、あの毒の短剣に埋め込まれていた部分だろう。

〈貪欲アバース〉の能力から考えると、もっと分身部分を増やしても良さそうなものだけれど、何か制約があるのかも。

　他者を操る能力も、何かしら制限がある風だったので、能力の起点が増えるほどに混乱するのかもしれない。

　ともあれ、コレは早々に何らかの封印なりしておくべきだと思う。

　恐らく、この強度からすると、〈大地喰らいランドイーター〉の核のように破壊が困難で、なおかつ殺した者を操る特性があるはずだ。

（でもこれ、初めの一人はどうやって殺したんだろう？　……宝石の核を直接動かしての撲殺か何かだろうか？）

　あんまりな絵柄が脳裏に浮かんだけれど、完全に余談なので横に置く。

　コレを封じるにしても、毒の短剣に埋め込まれた部分もまとめないとあまりに厄介だ。

　以前の〈大地喰らい〉の核のように〈料理長の食糧袋〉に入れて、早々に隔離しておかないと。

　そう考えて、僕はこの後の事を考える。




　見渡すと、大規模戦闘用の空間、皇都をコピーした周囲は、僕らの戦いの結果完全に破壊され尽くしていた。

〈貪欲アバース〉が自らの身体の補強の為に大々的に破壊した上に、僕の強化した火球の魔法で完全に焼き尽くされている。

　無事なのは、魔法で強固に保護された皇城と、同様の教会、そして元の世界では冒険者ギルド本部の立地にあるグラメシェル商会の建屋位なものだ。

　ギルドの建屋も魔法で保護されていたので、この世界の同じ建物であるグラメシェル商会も同様なのだろう。

　興味深くはあるけれど、今はそれも横に置こう。

　今探したいのは、襲撃者達が使っていた拠点の場所だ。

　この大規模戦闘専用空間を解除して直ぐにあの短剣を回収しておくために、あらかじめ同じ場所に移動しておきたい。

「更地になり過ぎて判り難いけど、あの辺り、だったかな？」

「安心してん？　どのあたりかは、ワタシが判るわん」

　応えたのは、ラスティリスだ。

　彼女は今、短刀の柄から引きはがした分も含めて、宝石を粘液状にした腕で包んでいてくれている。

　毒の短剣の時と同じようだ。

　同時に、〈貪欲アバース〉が意識を取り戻そうとする前に精神魔法を打ち込んで弱らせ続けてくれても居る。

　思えばこの戦いの前から、ラスティリスのお世話になりっぱなしだったように思う。

　女体化も、実際には意味があったので大きなことは言えない立場でもあるのだけど……

　お礼を言いたくもあるけれど、心情として少々素直に言いにくい。

「あの偽装としては意味の無かった女装が、実は護衛だったなんて……一言言ってくれたらよかったのに」

「言ったら保険が保険で無くなるわん。それに、夜光ちゃんは一人で好きに動くのに周りを見てないんだものん。周りのみんなは大変なのだし、秘密の護衛位いいでしょう？」

　うんまぁ、そう言われてしまえば何も言えない。

　だから、少し話題を変えよう。

「そういえば、さっきはホーリィさんと合体していたようだけど……」

「ああ、あれねぇん。ちょっとしたプレゼントよん。ねぇ？　ホーリィちゃん？」

「ぁ……うん、やっくん……そんな感じ……ぅ……」

　ホーリィさんは、さっきからこんな調子だ。

　さっきは少し驚いた。

　ホーリィさんの鎧の隙間から、にゅるりと粘液が溢れたかと思うと、僕を覆っていたラスティリスの分身と融合していたのだ。

　直後にホーリィさんは崩れ落ちていた。

　意識はあるようだけど、身動きが取れないらしくへたり込んでいる。

　多分ラスティリスと合体したことで大きな力を振るった反動なのだろう。

　どうも回復の奇跡も余り効き目がないようなので、今はそっとしておいた方が良さそうだ。

「……体調が酷いようなら、いっそターナやハーニャと一緒にギガイアスに乗って一旦僕の万魔殿に戻る手もありますけど……」

「そ、それは駄目！　だ、大丈夫だから……」

「？　わかりました。　じゃぁ、ターナ、ハーニャ、二人はギガイアスに乗って戻ってほしい。そろそろこの空間も解除しないといけないけど、流石にギガイアスを皇都の傍に出現はさせられないから……」

「わかりました。では、私達はこれにて」

「また何かあればいつでもお呼びください！　……できれば、次はもう少し普通の敵の時に…」

「あはは、それはその時になってみないと。ありがとうね、二人とも。それに、ギガイアスも」

　ターナとハーニャの二人が乗り込むと、ギガイアスは飛行形態になって宙に浮かぶ。

　帰還用の魔法陣をくぐって戻っていく姿は、どこか誇らしげに見えた。

　頼もしい巨人を見送って、あとは……

「じゃあ、解除はあの拠点の傍に移動してからだね。この場で戻るのも、多分不味いし」

　今は人目を気にする必要もないので、大型化したここのの背に乗って移動することにする。

　時間をおいて多少は楽になったのか、それとも現在の位階に合わなかった装備を脱いだためか、ホーリィさんも多少は動けるようになったようだ。

　ただ、まだ顔が赤くて息が熱く熱っぽい様子。

　本人は、大丈夫よ～、としか言わないけれど、当面無理はさせられないようだ。

「あの瓦礫の巨人は、何とかと言う家の屋敷が材料で御座ったからなぁ……現世では、あの地は更地になって居るで御座ろう」

「うん、夜とは言え、港は人目もあったしね。そのままあの場所に戻るのは、多分不味いことになるよ。ただでさえ、この空間の解除の時のエフェクトは目立つし……」

　僕達は基本的に力を大っぴらにしない方向でずっと来ている。

　この皇都でも、まだ見せている力は腕の立つ傭兵程度に見せかけていたのだ。

　……レオナルドには少々見せ過ぎた気もするけれど、それはそれ。

　偽装は続けたい。

　何しろ、ここは皇都。皇国の中心地なんだから。

「でも、ワタシの本体が今誤魔化しているあの拠点も、いつまでも変えている訳にはいかないわよん？」

「そこはまぁ、僕達が撤収するまでは幻術魔法で隠しておけば良いんじゃないかと。あの辺りは人気も少なかったし……ちなみに、今彼方の周囲は？」

「今は騒ぎにもなって無いわん」

　それを聞いて一安心だ。

　先の戦いの騒ぎを聞きつけた衛視や騎士団やらが出先で待ち構えていでもしたら、流石に洒落にならない。

　そもそも、この後だって多分、大変なのだ。

（まずはレオナルドの所にいったん戻って、後は明日以降の御前会議の様子を見計らいつつ……そういえばこの皇都に出回っている『門』の中のアイテムの出どころもまだ調査中だし……やることが多すぎる）

　今ぱっと浮かぶだけでも、積みあがったタスクが全く崩せていない事にうんざりする。

　市場での襲撃から始まったここまでは、滅びの獣の存在を想定はしていたとはいえ余分かつ予想外な動きをさせられた感が強いのだ。

　その予想外の状況で、ふとラスティリスの働きがなかったらどうなって居ただろうと思い、背筋が寒くなる。

　彼女に同行を命じたルーフェルトは、ここまで状況を予見していたのだろうか？

「あっそうだわん！　夜光ちゃん、それにホーリィちゃん。ちょっと寄り道していきましょ？」

　僕の疑問をさらにあおるように不意にそんなことを言い出したラスティリスが指し示したのは、この戦場にあって数少ない無事な建物だった。
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　グラメシェル商会の建屋。その地下に、ラスティリスは僕達を連れてきていた。

「ここ、見覚えあるでしょ～？」

　彼女が言うとおり、ここは見覚えがある。

　この場所は、かつてのアナザーアースにおいて、ある一定のクエストをこなした者だけが入れる部屋だ。

　初期から受けられる依頼などはカウンターや依頼ボードがクエストの開始地点となっているけれど、ある特殊な依頼群は、この部屋が起点となる。

　それは……

「それは、見覚えあるに決まっているよ。キャップ開放クエストの部屋なんだから」

　そう、冒険者を続けて行く中で、成長限界である中級の壁を超える〈人の試練〉。

　更に真なる英雄への道を切り開く〈地の試練〉は、この部屋で受けられるクエストが起点となったのだ。

　冒険者ギルド本部のギルド総支配人から直々に受けるこれらのクエストを経て、僕らは中級から準上級へと至ったのだ。

　そういえば、ギルド総支配人も割と濃いＮＰＣだったな。

　重要ＮＰＣでテイム枠にいないので僕のマイフィールドに招くことはできなかったけれど、もし可能だったら迷わず契約していたと思う。

　人使いは荒いし、金にはがめついし、たまにクエストの黒幕をやって『プレイヤー』から白い目で見られるなど、突っ込み処の多い人物だった。

　でも同時に凄く人気があったんだよな、彼女は。

　種族がハイエルフで、見た目は凄く美人だったからなぁ……ファンアートも多く描かれていたはずだ。

「そうねぇ、でもひさしぶりだわ～。〈天の試練〉の起点はあそこだし」

　ホーリィさんも懐かしそうだ。

　そう、この部屋は冒険者ならば一度は来ることになるものの、同時にカンスト帯ではまずやってくることのない場所だった。

　最後のレベルキャップ開放である天の試練は神の領域に挑むために、神域へ出向く必要があった。

　そしてアナザーアースはカンスト後のエンドコンテンツが豊富だったこともあり、この部屋で受けるクエストは早い時期に全て通り抜けてしまうのだ。

「間取りは同じで家具もほとんどない部屋だから、ギルド本部と本当に見間違えそうだ……ただ、なぜラスティリスは僕達をここに？」

　確かに懐かしいし、今の僕達は丁度中級位階。

　キャップ開放クエストが受けられるならともかく、ギルド総支配人が居なければ……

「あら、それは簡単よん？　〈人の試練〉、受けたいでしょん？」

「……その声!?」

「あら～、アルちゃんそっくり～」

　だから、驚いたのだ。

　腕を粘液に代えたラスティリスから、ぬるりともう一人這い出た人影。

　その姿は、ギルド総支配人、アルフェリアの姿そのものだったのだから。
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「どう？　そっくりでしょん？　あの子を理想の相手に選んだ冒険者は多かったから、再現度は中々のもののはずよん？」

「あ～えっと、たしかこうだったわねん……どないや？　ウチの姿おかしくないやろか？　夜光っちにホーリィっち」

　ラスティリスの分身から分かたれもう一人の分身が変化した姿、ギルド総支配人アルフェリアの姿に僕は咄嗟に言葉が出ない。

　途中で口調も変えた分身は、まさしく記憶の中に在るアルフェリアそのモノだった。

　ああ、確かハイエルフの彼女は実年齢は秘匿されているもののアナザーアースの開始国である王国の初期の頃の訛りが言葉に残っているという設定だった。

　その結果、何故か関西風の語り口になっているのだ。確か海外だとラテン語がたまに言葉に交ざるとかそんな感じであったと聞く。

　ハイエルフと言う生まれに対して、妙に冒険者には馴れ馴れしく接して来る彼女には、『プレイヤー』である僕達が振り回されていたものだ。

　ああ、でも一点本物と違う場所があるな。

「ラスちゃん、そのお胸はちょっと違うよ～？」

「ええっ？　そうなん？　冒険者の願望で色んなサイズになってたさかい、一番多かったサイズにしたんやけど……」

　そのたわわに実った豊かな胸だ。

　本物のアルフェリアは、外見だけは古風なハイエルフ的姿を踏襲していて、スレンダーと言うかしなやかな所謂モデル体型をしていた。

　ただラスティリスの元にやってきて、イベントで性癖を読み取られた『プレイヤー』の願望は、色々好き勝手していたようだ。

　割と実際の本人も気にしている風だった胸を、豊かにした姿で再現されることが多かったらしい。

　そういえば、ファンアートでも段々巨乳化の流れになって居た気がする。

　いやまぁ、それは別に重要な問題じゃない。

　今優先すべきは、キャップ開放が本当に可能かどうかだ。

「まぁウチの胸の話は良いんや、夜光っちにホーリィっち。二人とも、今はえらい弱くなっているんやろ？　修行のやり直しは結構やけど、そうは言ってられんのは、今回の事でも身に染みたはずや」

「確かに位階が初期に戻ったのは、色々と不便で……でも、それは本当に可能？」

「出来るかできんかで言ったら、出来るんや。そもそも、魔王のウチの方もクエスト依頼は出せているんやから、ウチの姿を取れば似たようなクエスト依頼も出せると思わへん？」

　確かに彼女の言うとおり、ラスティリスも彼女に認めてもらうための試練をクエストと言う形で僕達『プレイヤー』に発注していた。

　同様の形式をとるなら、確かに可能なのかもしれない。

　そして、実際に可能だと言うなら、受けない手はない。

　今回もそうだけど、中級位階ではあまりにできる事が限られる。

　襲撃されて殺されてしまったこともそうだけど、準上級位階になれば転移魔法や簡易障壁などの、今回欲しくてたまらなかった便利な魔法も開放できるし、とっさに召喚できるモンスターの枠も一気に増える。

　そして準上級になれると言うのなら、依頼者と同じ場所で受けられる上級位階へのキャップ開放クエストも可能なはずだ。

「確かに……じゃぁ！」

「そやね。なら、はじめよか……コホン、もっと強くなりたいやて？　ほなら、その資格が有るか証明してもらうで？」

　記憶の中に在るアルフェリアのセリフとともに、意識の中にメッセージが浮かぶ。





>>クエストが発注されました。

>>〈人の試練〉を受注しますか？

>>（ＹＥＳ／ＮＯ）






　僕は迷わず受注する。

　かつてのアナザーアースでのクエスト受注と同様に、問題なく受けることが出来ていた。

　横を見ると、ホーリィさんも同様に無事クエストを受けられたようだ。

「……上手く行ったみたいやね。ほなら、何時ものお使いしてもらうで？　精々頑張ってウチに金目のモン貢ぐんやで!!」

　アルフェリアになり切ったラスティリスの分身が、彼女の定番のセリフを口にする。

　そうそう、アルフェリアが金にがめついと言われるのは、彼女からのクエストで納入するアイテムが、妙に希少で高額なモノばかりだったからなんだ。

　この〈人の試練〉で納入するのは、とある樹海の奥でしか産出されない香木だった。

　視界の利かない、更に獰猛な獣や毒虫等が襲ってくる樹海の踏破は中級では相応に難しく、実装当時は苦労したらしいと言う話を聞いている。

　僕も『プレイヤー』として初めて〈人の試練〉に挑んだ時には、ちゃんと手順を踏んで入手した。

　とはいえその香木、実は『プレイヤー』間のアイテムをやり取りするマーケットでも入手が可能だったりした。

　このアイテムを原料にした制作アイテムが存在して、そこそこ良い性能をしていたために、キャップ開放する以外でも需要があったのだ。

　そもそも中級位階で踏破可能な場所である以上、それ以上の位階ならばレベル差のごり押しで余裕で行き来することも可能だった。

　そんなわけで割と手に入りやすいアイテムであり、クエスト以後はさして苦労せずに入手していたのだった。

　その制作アイテムが、自身のレベル以下の知性の無い野生モンスターを非アクティブにする、つまり向こうから襲ってこなくする効果だったこともあり、需要は常にあったのだ。

　もっとも、〈人の試練〉を受けている際には、少なくともマーケットで入手した香木は納入不可であったけれど。

　つまり、何が言いたいかと言えば。

「〈獣除けの匂い袋〉の状態だけど、これで納品大丈夫？」
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「あ～、まぁおまけにおまけしてＯＫや」

　直ぐにでも納品が可能だったという事。

　今回の皇都行きにしても、エッツァーの大河を遡るにしても、モンスターは居ないが代わりに河賊や気性の荒い野生の動物の遭遇を避けるお守りとしてこの匂い袋を持ち歩いていたのだ。

　特に皇国中央に向かう流域の一部では、野生の熊の生息域らしいから、念には念を入れて置いて正解だったと思う。

　……これも襲撃者に一度取られていたのだから、本当に今回は下手を打ったなと思う。

「私も～、ちゃんと自分で取って来た香木から作ったのだから、大丈夫のはずよ～？」

　ホーリィさんも同様に納入する。

　そうそう、納入品を事前に入手していると、その場で渡せるんだよね。

　アルフェリアになった魔王の分身は、記憶の中の素振りそのままに受け取り、満面の笑みを浮かべた。

『プレイヤー』から守銭奴の微笑と言われたあの笑顔だ。

「話が早いのはええことや。ほな、こっちにきいや。祝福したるさかいにな」

　そう言うと、彼女は両手を広げて手招きする。

　僕らは、それに従い近寄ると、アルフェリアは僕らを抱き寄せた。

「精霊よ、大いなる聖霊よ。ここに我らが子ら、夜光とホーリィに、新たなる道を示されたもう。子らの道行に祝福を……」

　アルフェリアは、ハイエルフ。それも精霊との交信を深く行える精霊使い系の伝説級位階の称号持ちだと公式設定にあった。

　彼女を模しているとはいえ、魔王の権能での再現は本物と寸分変わらず、本物と同様に周囲には呼び出された精霊の放つエフェクトが煌めいている。

　……もっとも、ちょっとそちらに意識を向ける余裕が今の僕にはない。

　本来のアルフェリアには無かった、そもそもＭＭＯとしてのアナザーアースはＶＲではなかったので未体験ゾーンな『感触』が、僕を包んでちょっと大変なのだ。

　ああ、何だコレ……妙に甘い匂いと全てを包む柔らかさ。

　これが天国という奴だろうか。

　多くの『プレイヤー』に魔改造された彼女の抱擁は、何と言うか柔らかな劇物だった。

「ふわぁ～何これ～ふかふか～」

　横から聞こえてくるのは、僕と同様に抱きかかえられているホーリィさんの解けている声だ。

　僕同様に、解け堕ちているらしい。

「……夜光っちにホーリィっち、もう終わったで？　位階、準上級に上がったんよ？　なぁ、聞こえとるん？」

「多分、そのお胸と色欲の大魔王としてのワタシの力がちょっと混ざっちゃったのかもしれないわん」

「……ほんまや、二人とも〈魅了〉されてはる」

　そんな声が聞こえてくるものの、ちょっとまだ体は動かせない。

　僕達は二人して、ちょっと駄目にされてしまったのだった。

　そして、締まらないながらも、僕達は準上級の力を手に入れていたのだった。
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　こうして僕達は、更なる力を得た。

　この世界にはまだ謎が多い。

　滅びの獣や、僕達以外のプレイヤー、それにこの世界そのものの謎。

　何より、僕達が此処に来た理由は最たるものだ。

　もし僕らの記憶が確かなら、ここは死後の世界か、生まれ変わった先なのかもしれない。

　そう考えると、元の世界に帰る事なんて、不可能なのかもしれない。

　だけど……




　僕は皆を、大切な仲間達を思い浮かべる。




　皆がいれば、どんな苦難も乗り越えて行ける、そんな予感があった。

　だから、進もう。もっとこの世界を、知るために。

　僕の小世界マイフイールドに生きるモンスター達の為にも。

　皆となら、きっと切り開いて行けるから。
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　皇都で瓦礫の巨人を倒し、位階上限を突破した僕らは、一旦マイフィールドへと転移魔法で戻っていた。

　位階上限を突破し準上級に至ったなら、レベリングで少しでも力を取り戻したかったからだ。

　滅びの獣の内の一体と大規模戦闘級の戦闘をしたせいで消耗が激しかったのもある。

　幸いアナザーアースの王都を模した皇都には、転移先として登録可能なポイントが幾つか存在していたのと、皇国中の貴族が集まる御前会議までまだ期間的に余裕があるのもあった。

　そんな訳で、久々に万魔殿に戻ってきたのだけど……

（……なんだろう、思考がまとまらない）

　僕は、どこか霞がかった意識のまま、万魔殿をさまよっていた。

　どうも視界もおかしい。廊下がどこか歪に見えるし、窓の外には、奇妙な程に大きな月が浮かんでいて、現実感が全くない。

　夢を見ているようなのに、意識の奥底ではコレが現実だという確信もあった。

（僕は、何処に向かっているんだ……？）

　奇妙なことに、万魔殿の彼方此方で働いているはずの蟻女アントレデイのメイド達の姿がまるでない。

　どこか遠くで人の気配はあるようなのに、僕が歩く先では人気が失われていく。

　そんな異様な雰囲気の中を、僕は誰かに導かれるように歩いて行く。

（……？　ここは……客間？）

　気が付くと、僕はとある部屋の前にたどり着いていた。

　ユニオンの仲間が宿泊するために用意した客間の一つだ。

　メンバーは決まっているから、それぞれ固定の部屋を用意してある。

　そしてここは、ホーリィさんの為の部屋だった。

　彼女も、僕と一緒に皇都から帰還している。

　同じく位階上限を突破したし、明日から一緒にレベリングをしようと話し合って、今夜は万魔殿に泊まってもらっているのだ。

（……ホーリィさんは、寝ているのかな？）

　そんな事を考えながら、僕はドアに手をかけた。

　普段ならノックをするところなのに、全くそういう発想が浮かばない。

　ただドアを開けようとしたところで、僕は激しい違和感に襲われた。

（何だ？　僕は何でこんな……）

　自分の身体が、自分の意志に寄らずに動かされている。そんな確信を抱きながら、動きを止められない。

　その事実に危機感さえ抱きそうになって、

「……っ　……ぁ」

　部屋の中から洩れた微かな声に、全てが消し飛んだ。

　それは確かにホーリィさんの声で、同時に今まで聞いた事の無いような質のもの。

　苦しんでいるような、熱に浮かされているような。

　その声が聞こえて、僕の身体は勝手に動いた。

　ドアを開ける。

　入った先はリビング風の部屋だ。ホーリィさんの姿はない。

　ただ、さらに奥の部屋──寝室から、今度ははっきりと彼女の声が聞こえる。

　その声に導かれるように僕はフラフラ先に進み、

「……ぁ……やっ……くん？」

　ベッドの上で肌をはだけさせたホーリィさんの姿を見つけたのだ。

　実際に見てしまえば、彼女の状態がよく分かった。

　魅了だ。

　皇都で位階上限のクエストを行った際に、僕もなった状態異常。

　軽度なら陶然として行動不能になるだけだけれど、重度になると今のホーリィさんの様に立っていられなくなって、身もだえするようになる。

　同時に、身体から半ば切り離されているような自意識が、今の僕自身も魅了されているという確信を持った。

　同時に、この後に何が起こるのかも。

「……やっくん」

　ホーリィさんに呼ばれて、身体がフラフラとベッドに近づいた。

　普段の彼女からは想像もつかないような、しっとりと濡れた声に抗うことができない。

　熱に浮かされているように荒い息をこぼす彼女から、目を離せない。

　乱れた神官服が、妙に淫靡に脳裏に焼き付く。

　そして、僕を迎え入れる様に両手を広げほほ笑むホーリィさんへ、僕はもう一歩踏み出して……、ふと視線を感じた。

　艶やかなホーリィさんの姿から目を放したくないけれど、その視線の元を確かめなければ後悔する。そんな確信から、支配権を失っていたような身体を無理に動かして、視線の先へと首を捻じ曲げる。

「あ！」

　ガッチリと、視線がぶつかった。

　ベッドの向こう側に隠れ、頭だけ覗かせたピンク色の髪の淫魔。

　色欲の大魔王、ラスティリスが、僕達二人の様子を、楽し気に見ていたのだ。

「ら、ラスティリス!?」

「………!?　えっ!?　わ、わたし、今まで何を……!?」

　しまった！　といった表情を浮かべた大魔王と同時に、一気に意識が鮮明になる。

　同時に、ホーリィさんも正気に戻ったのか、慌ててはだけた服を直す。

「……あ、あららん。もう少しだったのにねえん」

　そういう彼女は焦りの色が強い。

　同時に、遠くから強い魔力の波動を感じた。

　これは、リム達僕の仲魔と、ルーフェルトのものかな？

　そう感じると同時に、何となく今の状況を把握できた。

　ラスティリスは、享楽的な性格だ。自ら色欲に溺れるのを好むし、色欲や愛欲に吞まれた者を見るのも好む、厄介な性癖の持ち主。

　つまり今回、その標的になったのが僕とホーリィさんという訳か。

　僕ら二人は丁度皇都でラスティリスの魔力に深く触れて影響を受けるタイミングがあった。

　僕は位階上限突破の時、ホーリィさんは瓦礫の巨人と戦った際にラスティリスと一体になっていた時。

　その際に、何かを仕込まれていたのだろう。

　本来万魔の主マスター・オブ・パンデモニウムに契約モンスターからの悪影響は受けない仕様になっているのだけれど……、恐らく害にならないレベルの暗示を仕込まれでもしたのかな？

　そしてラスティリスの焦りは、遠くから伝わる怒気交じりの魔力──色々と出し抜かれ、怒り狂ったリム達が猛烈な勢いで近付いてくる事によるものだろう。

「あはは……失敗しちゃったからあん、ここは退散するわねん！」

　ドタドタと廊下を爆走する複数の足音が迫る中、ラスティリスはその姿を粘液のようなスライムの身体に変えると、床に溶ける様に消えて行った。

　……逃げるにしても、せめて文句ひとつくらいは言わせて欲しい。

「……あ～～～　う～～～～」

　おかげで、顔を真っ赤に染めたホーリィさんと二人っきりになって、気まずいと言ったらない。

「「………」」

　結局、仲魔達がこの寝室に飛び込んで来るまで、僕等は気まずい時間を過ごしたのだった。




　ただその後、僕等の距離はほんの少し近くなったような気がする。

　それを感謝するべきなのか、余計なお世話と憤るべきなのかは正直解らない。

　ただ、一切の能力を封印されたラスティリスが、お仕置として他の大魔王に暫くこき使われるようになったことだけは確かなのだった。








電子書籍特典　ライリーの異世界メイド伝道






　先のナスルロンの侵攻で紆余曲折の末捕虜となったライリーは、おとなしく虜囚の日々を送っていた。

　時折上級鏡身魔ドッペルゲンガーと入れ替わり、夜光の同盟の一員として活動することもあるものの、基本的には軟禁されている。

「おれっちの作り出した爆榴弾兵グレネード・ゴーレムがやらかしたからな。ケジメは必要だろ？」

　とは、本人の言だ。

　データ上での戦闘ならともかく、異世界とはいえ自身の作り出した魔法人形が、フェルン軍に多大な被害を出したことは動かしがたい事実。

　命令者はホッゴネル伯であったとしても、責任を感じるのも無理はないといえた。

　事実、侵攻軍の中にあって精神的な負荷から、愛するメイドのメルティに溺れ逃避していたのだから。

　強制的な戦争への加担から解放された今、どのような形であれ罰を受けるのはライリーにとっても救いであり、その為、夜光らもライリーのしたいようにさせていた。




　そのライリーのフェルンでの待遇だが、実の所然程悪いものではない。

　ブランエッツァーの戦いの際、異形と化したホッゴネル伯への対処した事実や、今後フェルンへの恭順を示している事。

　そして、まかりなりにも伝説級位階に至っているため普通の兵では拘束することもままならない点。

　つまりは、下手に刺激するより大人しくしている現状を良しとしたのだ。




　とはいえ監視は必要であり、同時にそれを担えるものは限られる。

　同じ門の中の住人であるアルベルトであれば釣り合うが、竜王に騎乗しての飛行という、あまりに貴重な能力を持つ彼を、見張りとして縛り付けるのはあまりに惜しい。

　だが、ライリーは伝説級位階なのだ。

　直接戦闘力には欠ける称号構成ながら、素のステータスだけでもこの世界の人々を容易に圧倒する。

　もし抑えられるとしたら、門の中の秘薬を用い、人を超えた者だけであろう。

　つまり、フェルン領の中でも、騎士団長のラウガントやフェルン侯その人だ。




「……つまるところ、メイドって言うのはただの女使用人ってだけじゃない。いわば可能性の結晶なんだ」

「ふむ……興味深い話ではある」

　華美さはないが整えられたフェルン侯の居城のとある一室。

　ライリーが絶賛軟禁されているその部屋で、彼の熱弁に耳を担げる偉丈夫の姿があった。

　フェルン候シュラートその人だ。

「素養と教育により、只の使用人ではなくメイドという高みへと至る、か」

　熱く、そして大いに偏ったライリーのメイド論に、フェルン候は強い関心を示したのだ。

　なお、護衛としてフェルン候の背後に控えるラウガンドは、妙な流れになりつつある主君と捕虜の会話を耳にしながら微動だにしない。

　実に弁えた有様だった。




　この世界において、一般的な傾向は男尊女卑だ。女性は責任のある立場を担う傾向にない。

　しかし、メイドとは女使用人を指すのではなく、メイドという高みに至る為の道。

　まるで騎士が従卒兵から鍛えられていくように、見習いから様々な家事の経験を経て、一切を取り仕切るハウスキーパーへ。

　先達メイドに導かれ、育て上げられる様は、まさしく一つの道、メイド道だ。




　この世界において女性の社会進出は限られる。

　ガーゼルの傭兵組合にて実務を取り仕切るような女傑も居るが、これは名家の生まれという背景があっての事。

　その為一般女性は一般職の範疇を超えることはない。

　そもそも、このフェルン候の居城においても、女の使用人は居ても、メイドと言えるような者は存在していない。

　騎士などの家に生まれた子女が貴人の傍仕えとして配される事はあるものの、ライリーの言う様な万能職じみた存在とはかけ離れている。

　無理もない。ライリーの語るメイドというのは、所謂創作の中でのものなのだから。

　家事に実務に戦闘までこなす様な万能メイドなど、使用人の域を逸脱している。

　本来なら、そんな万能メイドなど世迷言として、切り捨てるべきなのだろうが、

「………」

　ライリーの背後に控え、今も穏やかに傍侍る彼の嫁。ライリーの理想を体現するメイドのメルティの存在が、妄言を妄言で無くしていた。

　実際メルティはライリーと共に軟禁されながら、ライリーの世話を完璧にこなしつつ、更に使用人たちへ助言という形で成長を促していた。

　その為、フェルン候がその在り様に興味を示したのだ。




「確かに、貴人の子女であれば、高い素養を示す事例はある。このフェルンでもだ。そこからさらに教育により、高みを目指せると？」

「もちろんだ！　メイドは至高だからな！」

　なお、フェルン候の側の解釈は、拡大するフェルン領の人材不足に対する解決の一助というもの。

　中世を基調としたこの世界における女性の社会進出は、ごく限られた職種に留まっている。

　港町ガーゼルで傭兵組合の副組合長の任につくリュクシーヌなどといった、貴人の生まれ故に重職を任される例はあるものの、それはあくまで例外に近い。

　唯一神教会に帰依し神学を学ぶことで各都市の神殿の長などになる例もあるし、女性の傭兵が名を上げると言った事例はあった。

　しかし、どれも限られた職種の話だ。

　公的な組織で役職を占めるのはあくまで男性であり、教育などを受けられずに能力を活かせない女性が、潜在的に多くいる事にフェルン候は気付いていた。

　そして、ライリーの語るメイド像は、そこに風穴を開けられる要素だと。

　貴族家の家事を取り仕切るのみならず、その枠を超える万能メイドの概念は、あくまで貴人に仕える存在と言う点も含めてフェルン候の評価は高かった。

「……ふむ、試しこの城の使用人から何人か見繕うか」

　そして決断した後のフェルン候の動きは早い。

　ライリーの語る万能メイド。それが実際に只の使用人から鍛え上げられるのか、試されることとなったのだ。

　こうしてライリーの軟禁中、メルティからメイドの何たるかを学んだメイドが生まれ、それが次第に広がっていく。

　それが後に、この世界において、フェルン地方がメイド文化の中心地にしてしまうのだが……それは全くの余談なのだった。














あとがき









　Ｍｒ．ティンと申します。

　初めましての方も、再びの方も、本書を手に取っていただき、ありがとうございます。

　拙作を読んでくださり、感想などをくださったＷＥＢ版の読者の方々、私を拾い上げてくださったアース・スターノベル編集の方々、そして素晴らしいイラストを仕上げてくださいました詰め木様に、再び深い感謝を。




　早いもので、拙作も４巻を数えます。

　今回の舞台は、前回のあとがきで語った通りに、皇国の首都。

　大都市部の裏で、主人公の夜光が割とひどい目に遭う話になっています。

　そこにＷＥＢ版から追加した部分も合わせると、今までで一番主人公がダメージを受けたと言っていいでしょう。

　そして、そこで明かされる一つの真実。

　それが何なのかは、本文にて確かめていただけたらと思います。




　余談ながら、ＰＫ行為が可能なＭＭＯを作者もプレイしたことがあるのですが、ＰＫをされるとショックが大きかったのを覚えています。

　行えるエリアが限られたりしていても、どうしても殺伐としてしまうのもあって、結局そのタイトルから早々に離れてしまいました。

　継続してプレイしているタイトルの場合、事前に申し合わせた試合形式の対人戦は存在しています。

　其方は楽しめたので、やはり街角で襲い襲われるというシチュエーションが合わなかったのかなと。

　３巻でライリーとの戦闘を愉しむ夜光の様子と、今回の描写の違いはその辺りにあるのでしょう。




　他に今回語るべきなのは、終始働きまくることになる色欲の大魔王ラスティリスでしょう。

　自分の欲求に忠実な彼女は、好きな事をする為、先にそれ以外の事を片付けておくタイプです。

　今回で言うなら、主人公周りの色恋沙汰を傍から眺めてニヨニヨする為に、本文部分の問題を全力で片付けています。

　好き放題させると問題なのですが動き出すと頼りになる、そんなキャラになってもらいました。

　２巻で顔見せしていた彼女をようやく動かせたので、個人的に満足していたりもします。




　そして今回も大型モンスター戦闘は健在。

　イメージは夜の都市部でぶつかり合う怪獣映画の構図です。

　魔法の灯りで下から照らし出された怪獣じみた巨体は、何ともロマンがあるもの。

　これをやりたいがために、舞台を大都市である皇都に持ってきたまであります。

　そして、巨大モンスターの舞台でも有効な主人公の奥の手も併せて、楽しんでいただけたらと思います。




　そんなわけで、４巻はこれまで。

　また皆様に再会できることを願いつつ、あとがきを終わらせていただきます。





２０２４年５月某日
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